
(57)【要約】

【課題】画像データ処理部のメモリ容量を増やすことな

く且つ画質の劣化を生じさせることなく、動画面の輝度

変化及び周囲温度の変化に対応して液晶の応答速度を正

確に制御出来る液晶表示装置を提供する。

【解決手段】ラスターデータとして受信したある画素の

現画像データＤｉ１を回路４は符号化し、回路５は符号

化画像データＤａ１を１フレーム期間格納すると共に、

データＤａ１の入力に応じて当該画素の１フレーム前の

画像データＤａ０を出力する。回路６，７はデータＤａ

１，Ｄａ０を復号化し、回路８は復号化データＤｂ１，

Ｄｂ０の変化量データＤｖ１を算出し、回路９は１フレ

ーム前再生画像データＤｐ０を再生する。回路１０は、

温度制御部１２の制御信号ＴＰ１及び両画像データＤｉ

１，Ｄｐ０に基づき、補正現画像データＤｊ１を生成す

る。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
液 晶 表 示 パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 で あ っ て 、
前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル に 表 示 す べ き 動 画 面 の 各 画 素 を 与 え る ラ ス タ ー デ ー タ と し て の 各 画 像
デ ー タ を 順 次 に 受 信 す る 入 力 端 と 、 前 記 受 信 画 像 デ ー タ を 現 画 像 デ ー タ と し て 順 次 に 出 力
す る 出 力 端 と を 有 す る 受 信 回 路 と 、
前 記 受 信 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 及 び 出 力 端 を 有 し 、 前 記 現 画 像 デ ー タ を 符
号 化 し て 符 号 化 画 像 デ ー タ を 前 記 出 力 端 よ り 出 力 す る 符 号 化 回 路 と 、
前 記 符 号 化 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 及 び 出 力 端 を 有 し 、 前 記 符 号 化 画 像 デ ー
タ を 復 号 化 し て 前 記 現 画 像 デ ー タ に 対 応 す る 第 １ 復 号 化 画 像 デ ー タ を 前 記 出 力 端 よ り 出 力
す る 第 １ 復 号 化 回 路 と 、
前 記 符 号 化 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 及 び 出 力 端 を 有 し 、 前 記 入 力 端 で 受 信 し
た 前 記 符 号 化 画 像 デ ー タ を 前 記 動 画 面 の １ フ レ ー ム 期 間 だ け 遅 延 し た 上 で 遅 延 後 の 前 記 符
号 化 画 像 デ ー タ を 遅 延 符 号 化 画 像 デ ー タ と し て 前 記 出 力 端 よ り 出 力 す る 遅 延 回 路 と 、
前 記 遅 延 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 及 び 出 力 端 を 有 し 、 前 記 現 画 像 デ ー タ の 出
力 時 に 対 し て 前 記 １ フ レ ー ム 期 間 だ け 前 の 時 点 に お い て 前 記 受 信 回 路 が 前 記 現 画 像 デ ー タ
と し て 出 力 し た １ フ レ ー ム 前 画 像 デ ー タ の 符 号 化 画 像 デ ー タ を 前 記 入 力 端 で 受 信 し 、 前 記
受 信 符 号 化 画 像 デ ー タ を 復 号 化 し て 前 記 １ フ レ ー ム 前 画 像 デ ー タ に 対 応 す る 第 ２ 復 号 化 画
像 デ ー タ を 前 記 出 力 端 よ り 出 力 す る 第 ２ 復 号 化 回 路 と 、
前 記 第 １ 復 号 化 回 路 の 前 記 出 力 端 及 び 前 記 第 ２ 復 号 化 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力
端 及 び 出 力 端 を 有 し 、 前 記 第 １ 復 号 化 画 像 デ ー タ 及 び 前 記 第 ２ 復 号 化 画 像 デ ー タ に 基 づ い
て 、 前 記 現 画 像 デ ー タ と 前 記 １ フ レ ー ム 前 画 像 デ ー タ 間 の 輝 度 値 の 変 化 量 を 算 出 し 、 得 ら
れ た 変 化 量 デ ー タ を 前 記 出 力 端 よ り 出 力 す る 変 化 量 算 出 回 路 と 、
前 記 受 信 回 路 の 前 記 出 力 端 及 び 前 記 変 化 量 算 出 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 及 び
出 力 端 を 有 し 、 前 記 現 画 像 デ ー タ 及 び 前 記 変 化 量 デ ー タ に 基 づ い て 前 記 １ フ レ ー ム 前 画 像
デ ー タ を 再 生 し 、 得 ら れ た １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ を 前 記 出 力 端 よ り 出 力 す る １ フ レ
ー ム 前 画 像 再 生 回 路 と 、
少 な く と も 一 つ の 基 準 温 度 デ ー タ 及 び 出 力 端 を 有 し て お り 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル 又 は そ の
近 傍 雰 囲 気 の 一 方 の 温 度 デ ー タ と 前 記 少 な く と も 一 つ の 基 準 温 度 デ ー タ と を 比 較 し 、 そ の
比 較 結 果 に 基 づ き 制 御 信 号 を 前 記 出 力 端 よ り 出 力 す る 温 度 制 御 部 と 、
前 記 受 信 回 路 の 前 記 出 力 端 、 前 記 １ フ レ ー ム 前 画 像 再 生 回 路 の 前 記 出 力 端 及 び 前 記 温 度 制
御 部 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 及 び 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル に 接 続 さ れ た 出 力 端 を 有 し
、 （ １ ） 前 記 現 画 像 デ ー タ の 第 １ 輝 度 値 と 前 記 １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ の 第 ２ 輝 度 値
と が 相 違 す る か 否 か を 検 出 し 、 （ ２ ） 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 輝 度 値 が 互 い に 相 違 す る 場 合 に は
、 前 記 現 画 像 デ ー タ 、 前 記 １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ 及 び 前 記 制 御 信 号 に 基 づ い て 前 記
第 １ 輝 度 値 を 補 正 し 、 補 正 済 み 輝 度 値 を 与 え る 補 正 現 画 像 デ ー タ を 前 記 出 力 端 よ り 出 力 し
、 （ ３ ） 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 輝 度 値 が 互 い に 一 致 す る 場 合 に は 、 前 記 現 画 像 デ ー タ を 前 記 補
正 現 画 像 デ ー タ と し て 前 記 出 力 端 よ り 出 力 す る 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 と を 備 え 、
前 記 補 正 現 画 像 デ ー タ は 、 前 記 補 正 現 画 像 デ ー タ に 基 づ き 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル が 生 成 す る
液 晶 印 加 電 圧 に よ り 実 現 さ れ る 液 晶 の 透 過 率 が 、 前 記 １ フ レ ー ム 期 間 の 経 過 時 に 前 記 第 １
輝 度 値 に 相 当 す る 第 １ 透 過 率 に 到 達 す る 様 に 、 決 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、
液 晶 表 示 パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 で あ っ て 、
前 記 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 は 、
前 記 受 信 回 路 の 前 記 出 力 端 及 び 前 記 １ フ レ ー ム 前 画 像 再 生 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た
入 力 端 と 、 出 力 端 と を 有 す る 、 少 な く と も ２ 個 の ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 保 有 回 路 と 、
前 記 少 な く と も ２ 個 の ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 保 有 回 路 の 前 記 出 力 端 、 及 び 前 記 温 度 制 御 部
の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 と 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル に 接 続 さ れ た 出 力 端 と を 有 す る
補 正 量 制 御 回 路 と を 備 え 、
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前 記 補 正 量 制 御 回 路 は 、 前 記 少 な く と も ２ 個 の ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 保 有 回 路 が 出 力 す る
少 な く と も ２ 個 の 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ の 内 か ら 前 記 制 御 信 号 の 指 令 に 基 づ い て １ 個 の 補
正 候 補 現 画 像 デ ー タ を 選 択 し 、 被 選 択 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ を 前 記 補 正 現 画 像 デ ー タ と し
て 前 記 出 力 端 か ら 出 力 し 、
前 記 少 な く と も ２ 個 の ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 保 有 回 路 の 一 方 で あ る 第 １ ル ッ ク ア ッ プ テ ー
ブ ル 保 有 回 路 は 、 第 １ 温 度 に お け る 第 １ ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル を 保 有 し て お り 、
前 記 第 １ ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル は 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル 又 は そ の 近 傍 雰 囲 気 の 温 度 が 前 記
第 １ 温 度 に あ る 状 況 下 で 、 前 記 液 晶 の 前 記 透 過 率 が 前 記 １ フ レ ー ム 期 間 の 経 過 時 に 前 記 第
１ 透 過 率 と な る 様 に 、 ｎ ビ ッ ト 信 号 で あ る 前 記 現 画 像 デ ー タ の 前 記 第 １ 輝 度 値 と 、 前 記 ｎ
ビ ッ ト 信 号 で あ る 前 記 １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ の 前 記 第 ２ 輝 度 値 と の 組 合 せ 毎 に 予 め
求 め ら れ た 、 ２ n × ２ n 個 の 、 第 １ 候 補 値 を 与 え る 第 １ 補 正 画 像 デ ー タ を 有 し て お り 、
前 記 第 １ 輝 度 値 と 前 記 第 ２ 輝 度 値 と が 互 い に 等 し い 場 合 に お け る 前 記 第 １ 候 補 値 は 前 記 第
１ 輝 度 値 で あ り 、
前 記 第 １ ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 保 有 回 路 は 、 前 記 第 １ ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル に お け る 前 記
２ n × ２ n 個 の 第 １ 補 正 画 像 デ ー タ の 中 か ら 、 入 力 し た 前 記 現 画 像 デ ー タ の 前 記 第 １ 輝 度 値
と 、 入 力 し た 前 記 １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ の 前 記 第 ２ 輝 度 値 と の 前 記 組 合 せ に 対 応 す
る 第 １ 候 補 値 を 有 す る 第 １ 補 正 画 像 デ ー タ を 、 前 記 少 な く と も ２ 個 の 補 正 候 補 現 画 像 デ ー
タ の 一 方 で あ る 第 １ 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ と し て 出 力 し 、
前 記 少 な く と も ２ 個 の ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 保 有 回 路 の 他 方 で あ る 第 ２ ル ッ ク ア ッ プ テ ー
ブ ル 保 有 回 路 は 、 前 記 第 １ 温 度 と は 異 な る 第 ２ 温 度 に お け る 第 ２ ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル を
保 有 し て お り 、
前 記 第 ２ ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル は 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル 又 は そ の 近 傍 雰 囲 気 の 温 度 が 前 記
第 ２ 温 度 に あ る 状 況 下 で 、 前 記 液 晶 の 前 記 透 過 率 が 前 記 １ フ レ ー ム 期 間 の 経 過 時 に 前 記 第
１ 透 過 率 と な る 様 に 、 前 記 現 画 像 デ ー タ の 前 記 第 １ 輝 度 値 と 前 記 １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ
ー タ の 前 記 第 ２ 輝 度 値 と の 組 合 せ 毎 に 予 め 求 め ら れ た 、 ２ n × ２ n 個 の 、 第 ２ 候 補 値 を 与 え
る 第 ２ 補 正 画 像 デ ー タ を 有 し て お り 、
前 記 第 １ 輝 度 値 と 前 記 第 ２ 輝 度 値 と が 互 い に 等 し い 場 合 に お け る 前 記 第 ２ 候 補 値 は 前 記 第
１ 輝 度 値 で あ り 、
前 記 第 ２ ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 保 有 回 路 は 、 前 記 第 ２ ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル に お け る 前 記
２ n × ２ n 個 の 第 ２ 補 正 画 像 デ ー タ の 中 か ら 、 入 力 し た 前 記 現 画 像 デ ー タ の 前 記 第 １ 輝 度 値
と 、 入 力 し た 前 記 １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ の 前 記 第 ２ 輝 度 値 と の 前 記 組 合 せ に 対 応 す
る 第 ２ 候 補 値 を 有 す る 第 ２ 補 正 画 像 デ ー タ を 、 前 記 少 な く と も ２ 個 の 補 正 候 補 現 画 像 デ ー
タ の 他 方 で あ る 第 ２ 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ と し て 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 、
液 晶 表 示 パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 で あ っ て 、
前 記 温 度 制 御 部 は 一 つ の 基 準 温 度 の デ ー タ を 有 し て お り 、
前 記 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 は 、
前 記 受 信 回 路 の 前 記 出 力 端 及 び 前 記 １ フ レ ー ム 前 画 像 再 生 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た
入 力 端 と 、 出 力 端 と を 有 す る ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 保 有 回 路 と 、
前 記 受 信 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 第 １ 入 力 端 と 、 前 記 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 保 有 回
路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 第 ２ 入 力 端 と 、 出 力 端 と を 有 す る 減 算 回 路 と 、
前 記 減 算 回 路 の 前 記 出 力 端 及 び 前 記 温 度 制 御 部 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 と 、 出 力
端 と を 有 す る 補 正 量 制 御 回 路 と 、
前 記 受 信 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 第 １ 入 力 端 と 、 前 記 補 正 量 制 御 回 路 の 前 記 出 力 端
に 接 続 さ れ た 第 ２ 入 力 端 と 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル に 接 続 さ れ た 出 力 端 と を 有 す る 加 算 回 路
と を 備 え て お り 、
前 記 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 保 有 回 路 は 、 前 記 基 準 温 度 に お け る ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル を 保
有 し て お り 、
前 記 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル は 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル 又 は そ の 近 傍 雰 囲 気 の 温 度 が 前 記 基 準
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温 度 に あ る 状 況 下 で 、 前 記 液 晶 の 前 記 透 過 率 が 前 記 １ フ レ ー ム 期 間 の 経 過 時 に 前 記 第 １ 透
過 率 と な る 様 に 、 前 記 現 画 像 デ ー タ の 前 記 第 １ 輝 度 値 と 前 記 １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ
の 前 記 第 ２ 輝 度 値 と の 組 合 せ 毎 に 予 め 求 め ら れ た 、 ２ n × ２ n 個 の 、 候 補 値 を 与 え る 補 正 画
像 デ ー タ を 有 し て お り 、
前 記 第 １ 輝 度 値 と 前 記 第 ２ 輝 度 値 と が 互 い に 等 し い 場 合 に お け る 前 記 候 補 値 は 前 記 第 １ 輝
度 値 で あ り 、
前 記 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 保 有 回 路 は 、 前 記 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル に お け る 前 記 ２ n × ２ n

個 の 補 正 画 像 デ ー タ の 中 か ら 、 入 力 し た 前 記 現 画 像 デ ー タ の 前 記 第 １ 輝 度 値 と 、 入 力 し た
前 記 １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ の 前 記 第 ２ 輝 度 値 と の 前 記 組 合 せ に 対 応 す る 候 補 値 を 有
す る 補 正 画 像 デ ー タ を 、 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ と し て 出 力 し 、
前 記 補 正 量 制 御 回 路 は 、 （ Ａ ） 前 記 減 算 回 路 の 出 力 デ ー タ が ０ 値 を 示 す と き に は 前 記 減 算
回 路 の 前 記 出 力 デ ー タ を そ の ま ま 出 力 し 、 （ Ｂ ） 前 記 減 算 回 路 の 出 力 デ ー タ が ０ 値 で な い
と き に は 、 前 記 減 算 回 路 の 前 記 出 力 デ ー タ 及 び 前 記 制 御 信 号 に 基 づ い て 、 前 記 補 正 済 み 輝
度 値 と 前 記 第 １ 輝 度 値 と の 差 分 に 相 当 す る 補 正 量 デ ー タ を 生 成 し 、 前 記 補 正 量 デ ー タ を そ
の 出 力 端 よ り 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 、 液 晶 表 示 パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
液 晶 表 示 パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 で あ っ て 、
前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル に 表 示 す べ き 動 画 面 の 各 画 素 を 与 え る ラ ス タ ー デ ー タ と し て の 各 画 像
デ ー タ を 順 次 に 受 信 す る 入 力 端 と 、 前 記 受 信 画 像 デ ー タ を 現 画 像 デ ー タ と し て 順 次 に 出 力
す る 出 力 端 と を 有 す る 受 信 回 路 と 、
前 記 受 信 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 及 び 出 力 端 を 有 し 、 前 記 現 画 像 デ ー タ を 符
号 化 し て 符 号 化 画 像 デ ー タ を 前 記 出 力 端 よ り 出 力 す る 符 号 化 回 路 と 、
前 記 符 号 化 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 及 び 出 力 端 を 有 し 、 前 記 符 号 化 画 像 デ ー
タ を 復 号 化 し て 前 記 現 画 像 デ ー タ に 対 応 す る 第 １ 復 号 化 画 像 デ ー タ を 前 記 出 力 端 よ り 出 力
す る 第 １ 復 号 化 回 路 と 、
前 記 符 号 化 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 及 び 出 力 端 を 有 し 、 前 記 入 力 端 で 受 信 し
た 前 記 符 号 化 画 像 デ ー タ を 前 記 動 画 面 の １ フ レ ー ム 期 間 だ け 遅 延 し た 上 で 遅 延 後 の 前 記 符
号 化 画 像 デ ー タ を 遅 延 符 号 化 画 像 デ ー タ と し て 前 記 出 力 端 よ り 出 力 す る 遅 延 回 路 と 、
前 記 遅 延 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 及 び 出 力 端 を 有 し 、 前 記 現 画 像 デ ー タ の 出
力 時 に 対 し て 前 記 １ フ レ ー ム 期 間 だ け 前 の 時 点 に お い て 前 記 受 信 回 路 が 前 記 現 画 像 デ ー タ
と し て 出 力 し た １ フ レ ー ム 前 画 像 デ ー タ の 符 号 化 画 像 デ ー タ を 前 記 入 力 端 で 受 信 し 、 前 記
受 信 符 号 化 画 像 デ ー タ を 復 号 化 し て 前 記 １ フ レ ー ム 前 画 像 デ ー タ に 対 応 す る 第 ２ 復 号 化 画
像 デ ー タ を 前 記 出 力 端 よ り 出 力 す る 第 ２ 復 号 化 回 路 と 、
前 記 第 １ 復 号 化 回 路 の 前 記 出 力 端 及 び 前 記 第 ２ 復 号 化 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力
端 並 び に 出 力 端 を 有 し 、 前 記 第 １ 復 号 化 画 像 デ ー タ 及 び 前 記 第 ２ 復 号 化 画 像 デ ー タ に 基 づ
い て 、 前 記 現 画 像 デ ー タ と 前 記 １ フ レ ー ム 前 画 像 デ ー タ 間 の 輝 度 値 の 変 化 量 を 算 出 し 、 得
ら れ た 変 化 量 デ ー タ を 前 記 出 力 端 よ り 出 力 す る 変 化 量 算 出 回 路 と 、
前 記 受 信 回 路 の 前 記 出 力 端 及 び 前 記 変 化 量 算 出 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 並 び
に 出 力 端 を 有 し 、 前 記 現 画 像 デ ー タ 及 び 前 記 変 化 量 デ ー タ に 基 づ い て 前 記 １ フ レ ー ム 前 画
像 デ ー タ を 再 生 し 、 得 ら れ た １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ を 前 記 出 力 端 よ り 出 力 す る １ フ
レ ー ム 前 画 像 再 生 回 路 と 、
前 記 受 信 回 路 の 前 記 出 力 端 及 び 前 記 １ フ レ ー ム 前 画 像 再 生 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た
入 力 端 並 び に 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル に 接 続 さ れ た 出 力 端 を 有 し 、 （ １ ） 前 記 現 画 像 デ ー タ の
第 １ 輝 度 値 と 前 記 １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ の 第 ２ 輝 度 値 と が 相 違 す る か 否 か を 検 出 し
、 （ ２ ） 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 輝 度 値 が 互 い に 相 違 す る 場 合 に は 、 前 記 現 画 像 デ ー タ 及 び 前 記
１ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ に 基 づ い て 前 記 第 １ 輝 度 値 を 補 正 し 、 補 正 済 み 輝 度 値 を 与 え
る 補 正 現 画 像 デ ー タ を 前 記 出 力 端 よ り 出 力 し 、 （ ３ ） 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 輝 度 値 が 互 い に 一
致 す る 場 合 に は 、 前 記 現 画 像 デ ー タ を 前 記 補 正 現 画 像 デ ー タ と し て 前 記 出 力 端 よ り 出 力 す
る 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 と を 備 え 、
前 記 補 正 現 画 像 デ ー タ は 、 前 記 補 正 現 画 像 デ ー タ に 基 づ き 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル が 生 成 す る

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-163842 A 2004.6.10



液 晶 印 加 電 圧 に よ り 実 現 さ れ る 液 晶 の 透 過 率 が 、 前 記 １ フ レ ー ム 期 間 の 経 過 時 に 前 記 第 １
輝 度 値 に 相 当 す る 第 １ 透 過 率 に 到 達 す る 様 に 、 決 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、
液 晶 表 示 パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 液 晶 表 示 パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 で あ っ て 、
前 記 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 は 、
前 記 受 信 回 路 の 前 記 出 力 端 及 び 前 記 １ フ レ ー ム 前 画 像 再 生 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た
入 力 端 と 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル に 接 続 さ れ た 出 力 端 と を 有 す る と 共 に 、 ル ッ ク ア ッ プ テ ー
ブ ル を 保 有 す る ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 保 有 回 路 を 備 え て お り 、
前 記 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル は 、 前 記 液 晶 の 前 記 透 過 率 が 前 記 １ フ レ ー ム 期 間 の 経 過 時 に 前
記 第 １ 透 過 率 と な る 様 に 、 ｎ ビ ッ ト 信 号 で あ る 前 記 現 画 像 デ ー タ の 前 記 第 １ 輝 度 値 と 、 前
記 ｎ ビ ッ ト 信 号 で あ る 前 記 １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ の 前 記 第 ２ 輝 度 値 と の 組 合 せ 毎 に
予 め 求 め ら れ た 、 ２ n × ２ n 個 の 補 正 画 像 デ ー タ を 有 し て お り 、
前 記 第 １ 輝 度 値 と 前 記 第 ２ 輝 度 値 と が 互 い に 等 し い 場 合 に お け る 前 記 補 正 画 像 デ ー タ の 値
は 前 記 第 １ 輝 度 値 で あ り 、
前 記 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 保 有 回 路 は 、 前 記 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル に お け る 前 記 ２ n × ２ n

個 の 補 正 画 像 デ ー タ の 中 か ら 、 入 力 し た 前 記 現 画 像 デ ー タ の 前 記 第 １ 輝 度 値 と 、 入 力 し た
前 記 １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ の 前 記 第 ２ 輝 度 値 と の 前 記 組 合 せ に 対 応 す る 第 １ 補 正 画
像 デ ー タ を 抽 出 し 、 抽 出 さ れ た 前 記 第 １ 補 正 画 像 デ ー タ に 基 づ き 前 記 補 正 現 画 像 デ ー タ を
設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 、
液 晶 表 示 パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 液 晶 表 示 パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 で あ っ て 、
前 記 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 は 、
前 記 受 信 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 と 、 第 １ 及 び 第 ２ 出 力 端 と を 有 し 、 第 １ 量
子 化 処 理 に よ っ て 、 量 子 化 ビ ッ ト 数 ｎ の 前 記 現 画 像 デ ー タ を 量 子 化 ビ ッ ト 数 ｍ （ ｍ ＜ ｎ ）
の 削 減 さ れ た 現 画 像 デ ー タ に 変 換 し 且 つ 第 １ 補 間 係 数 を 算 出 す る と 共 に 、 前 記 削 減 さ れ た
現 画 像 デ ー タ 及 び 前 記 第 １ 補 間 係 数 を 与 え る 第 １ 補 間 係 数 信 号 を そ れ ぞ れ 前 記 第 １ 及 び 第
２ 出 力 端 か ら 出 力 す る 第 １ デ ー タ 変 換 回 路 と 、
前 記 １ フ レ ー ム 前 画 像 再 生 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 と 、 第 １ 及 び 第 ２ 出 力 端
と を 有 し 、 第 ２ 量 子 化 処 理 に よ っ て 、 前 記 量 子 化 ビ ッ ト 数 ｎ の 前 記 １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像
デ ー タ を 量 子 化 ビ ッ ト 数 ｑ （ ｑ ＜ ｎ ） の 削 減 さ れ た １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ に 変 換 し
且 つ 第 ２ 補 間 係 数 を 算 出 す る と 共 に 、 前 記 削 減 さ れ た １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ 及 び 前
記 第 ２ 補 間 係 数 を 与 え る 第 ２ 補 間 係 数 信 号 を そ れ ぞ れ 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 出 力 端 か ら 出 力 す
る 第 ２ デ ー タ 変 換 回 路 と 、
前 記 第 １ デ ー タ 変 換 回 路 の 前 記 第 １ 出 力 端 及 び 第 ２ デ ー タ 変 換 回 路 の 前 記 第 １ 出 力 端 に 接
続 さ れ た 入 力 端 と 、 出 力 端 と を 有 す る と 共 に 、 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル を 保 有 す る ル ッ ク ア
ッ プ テ ー ブ ル 保 有 回 路 と 、
前 記 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 保 有 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 第 １ 入 力 端 と 、 前 記 第 １ デ
ー タ 変 換 回 路 の 前 記 第 ２ 出 力 端 に 接 続 さ れ た 第 ２ 入 力 端 と 、 前 記 第 ２ デ ー タ 変 換 回 路 の 前
記 第 ２ 出 力 端 に 接 続 さ れ た 第 ３ 入 力 端 と 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル に 接 続 さ れ た 出 力 端 と を 有
す る 補 間 回 路 と を 備 え て お り 、
前 記 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル は 、 前 記 液 晶 の 前 記 透 過 率 が 前 記 １ フ レ ー ム 期 間 の 経 過 時 に 前
記 第 １ 透 過 率 と な る 様 に 、 ｍ ビ ッ ト 信 号 で あ る 前 記 削 減 さ れ た 現 画 像 デ ー タ の 輝 度 値 と 、
ｑ ビ ッ ト 信 号 で あ る 前 記 削 減 さ れ た １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ の 輝 度 値 と の 組 合 せ 毎 に
予 め 求 め ら れ た 、 （ ２ m ＋ １ ） × （ ２ q ＋ １ ） 個 の 補 正 画 像 デ ー タ を 有 し て お り 、
前 記 削 減 さ れ た 現 画 像 デ ー タ の 前 記 輝 度 値 と 前 記 削 減 さ れ た １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ
の 前 記 輝 度 値 と が 互 い に 等 し い 場 合 に お け る 前 記 補 正 画 像 デ ー タ の 値 は 、 前 記 削 減 さ れ た
現 画 像 デ ー タ の 前 記 輝 度 値 で あ り 、
前 記 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 保 有 回 路 は 、 前 記 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル に お け る 前 記 （ ２ m ＋
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１ ） × （ ２ q ＋ １ ） 個 の 補 正 画 像 デ ー タ の 中 か ら 、 入 力 し た 前 記 削 減 さ れ た 現 画 像 デ ー タ
の 前 記 輝 度 値 と 、 入 力 し た 前 記 削 減 さ れ た １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ の 前 記 輝 度 値 と の
前 記 組 合 せ に 対 応 す る 第 １ 補 正 画 像 デ ー タ と 、 前 記 組 合 せ に 隣 接 す る ３ 個 の 先 行 す る 格 子
点 に お け る 第 ２ な い し 第 ４ 補 正 画 像 デ ー タ と を 、 前 記 出 力 端 か ら 出 力 し 、
前 記 補 間 回 路 は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 補 間 係 数 信 号 並 び に 前 記 第 １ な い し 第 ４ 補 正 画 像 デ ー
タ に 基 づ き 、 ｎ ビ ッ ト 信 号 の 補 間 さ れ た 補 正 画 像 デ ー タ を 生 成 し 、 前 記 補 間 さ れ た 補 正 画
像 デ ー タ に 基 づ き 前 記 補 正 現 画 像 デ ー タ を 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 、
液 晶 表 示 パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ６ 記 載 の 液 晶 表 示 パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 で あ っ て 、
前 記 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 は 、
前 記 補 間 回 路 の 前 記 出 力 端 、 前 記 受 信 回 路 の 前 記 出 力 端 及 び 前 記 １ フ レ ー ム 前 画 像 再 生 回
路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 と 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル に 接 続 さ れ た 出 力 端 と を 有 し
て お り 、 （ Ａ ） 前 記 現 画 像 デ ー タ と 前 記 １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ と が 互 い に 等 し い か
否 か を 判 断 し 、 （ Ｂ ） 前 記 現 画 像 デ ー タ と 前 記 １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ と が 互 い に 等
し い 場 合 に は 、 前 記 補 間 さ れ た 補 正 画 像 デ ー タ に 代 え て 、 前 記 現 画 像 デ ー タ を 前 記 補 正 現
画 像 デ ー タ と し て 出 力 し 、 （ Ｃ ） 前 記 現 画 像 デ ー タ と 前 記 １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ と
が 互 い に 相 違 す る 場 合 に は 、 前 記 補 間 さ れ た 補 正 画 像 デ ー タ を 前 記 補 正 現 画 像 デ ー タ と し
て 出 力 す る 補 正 デ ー タ 制 限 回 路 を 更 に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、
液 晶 表 示 パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
液 晶 表 示 パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 で あ っ て 、
前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル に 表 示 す べ き 動 画 面 の 各 画 素 を 与 え る ラ ス タ ー デ ー タ と し て の 各 画 像
デ ー タ を 順 次 に 受 信 す る 入 力 端 と 、 前 記 受 信 画 像 デ ー タ を 現 画 像 デ ー タ と し て 順 次 に 出 力
す る 出 力 端 と を 有 す る 受 信 回 路 と 、
前 記 受 信 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 、 出 力 端 及 び 圧 縮 符 号 化 パ ラ メ ー タ を 有 し
、 前 記 圧 縮 符 号 化 パ ラ メ ー タ に 基 づ い て 前 記 現 画 像 デ ー タ を 符 号 化 し て 符 号 化 画 像 デ ー タ
を 前 記 出 力 端 よ り 出 力 す る 符 号 化 回 路 と 、
前 記 符 号 化 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 及 び 出 力 端 を 有 し 、 前 記 符 号 化 画 像 デ ー
タ を 復 号 化 し て 前 記 現 画 像 デ ー タ に 対 応 す る 第 １ 復 号 化 画 像 デ ー タ を 前 記 出 力 端 よ り 出 力
す る 第 １ 復 号 化 回 路 と 、
前 記 符 号 化 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 及 び 出 力 端 を 有 し 、 前 記 入 力 端 で 受 信 し
た 前 記 符 号 化 画 像 デ ー タ を 前 記 動 画 面 の １ フ レ ー ム 期 間 だ け 遅 延 し た 上 で 遅 延 後 の 前 記 符
号 化 画 像 デ ー タ を 遅 延 符 号 化 画 像 デ ー タ と し て 前 記 出 力 端 よ り 出 力 す る 遅 延 回 路 と 、
前 記 遅 延 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 及 び 出 力 端 を 有 し 、 前 記 現 画 像 デ ー タ の 出
力 時 に 対 し て 前 記 １ フ レ ー ム 期 間 だ け 前 の 時 点 に お い て 前 記 受 信 回 路 が 前 記 現 画 像 デ ー タ
と し て 出 力 し た １ フ レ ー ム 前 画 像 デ ー タ の 符 号 化 画 像 デ ー タ を 前 記 入 力 端 で 受 信 し 、 前 記
受 信 符 号 化 画 像 デ ー タ を 復 号 化 し て 前 記 １ フ レ ー ム 前 画 像 デ ー タ に 対 応 す る 第 ２ 復 号 化 画
像 デ ー タ を 前 記 出 力 端 よ り 出 力 す る 第 ２ 復 号 化 回 路 と 、
前 記 第 １ 復 号 化 回 路 の 前 記 出 力 端 及 び 前 記 第 ２ 復 号 化 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力
端 、 並 び に 出 力 端 を 有 し 、 前 記 第 １ 復 号 化 画 像 デ ー タ 及 び 前 記 第 ２ 復 号 化 画 像 デ ー タ に 基
づ い て 、 前 記 現 画 像 デ ー タ の 階 調 変 化 に 対 応 す る 補 正 デ ー タ を 生 成 し 、 前 記 補 正 デ ー タ を
前 記 出 力 端 よ り 出 力 す る 補 正 デ ー タ 生 成 回 路 と 、
前 記 受 信 回 路 の 前 記 出 力 端 及 び 前 記 補 正 デ ー タ 生 成 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端
、 並 び に 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル に 接 続 さ れ た 出 力 端 を 有 し 、 前 記 現 画 像 デ ー タ 及 び 前 記 補 正
デ ー タ に 基 づ い て 補 正 現 画 像 デ ー タ を 生 成 し 、 前 記 補 正 現 画 像 デ ー タ を 前 記 出 力 端 よ り 前
記 液 晶 表 示 パ ネ ル へ 出 力 す る 補 正 回 路 と を 備 え 、
前 記 補 正 デ ー タ 生 成 回 路 は 、 （ １ ） 前 記 第 １ 復 号 化 画 像 デ ー タ が 与 え る 第 １ 階 調 数 と 前 記
第 ２ 復 号 化 画 像 デ ー タ が 与 え る 第 ２ 階 調 数 と が 相 違 す る か 否 か を 検 出 し 、 （ ２ ） 前 記 第 １
階 調 数 が 第 ２ 階 調 数 よ り も 大 き い 場 合 に は 、 前 記 現 画 像 デ ー タ の 階 調 数 を よ り 一 層 増 加 さ
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せ る 第 １ 補 正 量 を 与 え る 前 記 補 正 デ ー タ を 生 成 し 、 他 方 、 前 記 第 １ 階 調 数 が 第 ２ 階 調 数 よ
り も 小 さ い 場 合 に は 、 前 記 現 画 像 デ ー タ の 前 記 階 調 数 を よ り 一 層 減 少 さ せ る 第 ２ 補 正 量 を
与 え る 前 記 補 正 デ ー タ を 生 成 し 、 （ ３ ） 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 階 調 数 が 互 い に 一 致 す る 場 合 に
は 、 前 記 現 画 像 デ ー タ の 前 記 階 調 数 の 増 減 を 行 わ な い 旨 を 指 令 す る 前 記 補 正 デ ー タ を 生 成
し 、
前 記 補 正 現 画 像 デ ー タ は 、 前 記 補 正 現 画 像 デ ー タ に 基 づ き 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル が 生 成 す る
液 晶 印 加 電 圧 に よ り 実 現 さ れ る 液 晶 の 透 過 率 が 、 前 記 １ フ レ ー ム 期 間 の 経 過 時 に 前 記 第 １
階 調 数 に 相 当 す る 第 １ 透 過 率 に 到 達 す る 様 に 、 決 定 さ れ て お り 、
前 記 圧 縮 符 号 化 パ ラ メ ー タ は 、 前 記 現 画 像 デ ー タ の 第 １ 容 量 及 び 前 記 現 画 像 デ ー タ を 符 号
化 し て 得 ら れ る 前 記 符 号 化 画 像 デ ー タ の 第 ２ 容 量 に 基 づ い て 、 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 、
液 晶 表 示 パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ８ 記 載 の 液 晶 表 示 パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 で あ っ て 、
前 記 符 号 化 回 路 は 、 前 記 第 １ 容 量 の １ ／ ２ 以 下 の 前 記 第 ２ 容 量 を 有 す る 前 記 符 号 化 画 像 デ
ー タ を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 、
液 晶 表 示 パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 ９ 記 載 の 液 晶 表 示 パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 で あ っ て 、
前 記 符 号 化 回 路 は 、 前 記 第 １ 容 量 の １ ／ ３ 以 下 の 前 記 第 ２ 容 量 を 有 す る 前 記 符 号 化 画 像 デ
ー タ を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 、
液 晶 表 示 パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 ８ 乃 至 １ ０ の 何 れ か に 記 載 の 液 晶 表 示 パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 で あ っ て 、
前 記 受 信 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 及 び 前 記 符 号 化 回 路 の 前 記 入 力 端 に 接 続 さ
れ た 出 力 端 を 有 し 、 第 １ 三 原 色 デ ー タ を 有 す る 前 記 現 画 像 デ ー タ を 輝 度 デ ー タ 及 び 色 差 デ
ー タ を 有 す る 第 １ 画 像 デ ー タ に 変 換 し て 前 記 第 １ 画 像 デ ー タ を 前 記 出 力 端 か ら 出 力 す る 第
１ 色 空 間 変 換 回 路 と 、
前 記 第 １ 復 号 化 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 及 び 前 記 補 正 デ ー タ 生 成 回 路 の 前 記
入 力 端 に 接 続 さ れ た 出 力 端 を 有 し 、 前 記 第 １ 復 号 化 画 像 デ ー タ を 、 第 ２ 三 原 色 デ ー タ を 有
す る 第 ２ 画 像 デ ー タ に 変 換 し て 前 記 第 ２ 画 像 デ ー タ を 前 記 出 力 端 か ら 出 力 す る 第 ２ 色 空 間
変 換 回 路 と 、
前 記 第 ２ 復 号 化 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 及 び 前 記 補 正 デ ー タ 生 成 回 路 の 前 記
入 力 端 に 接 続 さ れ た 出 力 端 を 有 し 、 前 記 第 ２ 復 号 化 画 像 デ ー タ を 、 第 ３ 三 原 色 デ ー タ を 有
す る 第 ３ 画 像 デ ー タ に 変 換 し て 前 記 第 ３ 画 像 デ ー タ を 前 記 出 力 端 か ら 出 力 す る 第 ３ 色 空 間
変 換 回 路 と を 更 に 備 え て お り 、
前 記 圧 縮 符 号 化 パ ラ メ ー タ は 、 前 記 輝 度 デ ー タ の 容 量 及 び 前 記 輝 度 デ ー タ を 符 号 化 し て 得
ら れ る 符 号 化 輝 度 デ ー タ の 容 量 に 基 づ い て 設 定 さ れ る 第 １ 圧 縮 符 号 化 パ ラ メ ー タ と 、 前 記
色 差 デ ー タ の 容 量 及 び 前 記 色 差 デ ー タ を 符 号 化 し て 得 ら れ る 符 号 化 色 差 デ ー タ の 容 量 に 基
づ い て 設 定 さ れ る 第 ２ 圧 縮 符 号 化 パ ラ メ ー タ と を 有 し て お り 、
前 記 符 号 化 回 路 は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 圧 縮 符 号 化 パ ラ メ ー タ の そ れ ぞ れ に 基 づ い て 、 前 記
輝 度 デ ー タ 及 び 前 記 色 差 デ ー タ を 符 号 化 し て 前 記 符 号 化 輝 度 デ ー タ 及 び 前 記 符 号 化 色 差 デ
ー タ を 生 成 す る と 共 に 、 前 記 符 号 化 輝 度 デ ー タ 及 び 前 記 符 号 化 色 差 デ ー タ を 前 記 符 号 化 画
像 デ ー タ と し て 前 記 出 力 端 よ り 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 、
液 晶 表 示 パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 １ １ 記 載 の 液 晶 表 示 パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 で あ っ て 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ 圧 縮 符 号 化 パ ラ メ ー タ は 互 い に 相 違 し て お り 、
前 記 輝 度 デ ー タ に 対 す る 第 １ 圧 縮 率 は 前 記 色 差 デ ー タ に 対 す る 第 ２ 圧 縮 率 よ り も 小 さ い こ
と を 特 徴 と す る 、
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液 晶 表 示 パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
請 求 項 １ １ 又 は １ ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 で あ っ て 、
前 記 符 号 化 回 路 は 、
前 記 色 差 デ ー タ の 第 ２ 符 号 化 処 理 を 行 う 前 の 段 階 に お い て 、 前 記 色 差 デ ー タ に 対 し て の み
間 引 き 処 理 を 行 う 色 差 デ ー タ 間 引 き 処 理 部 を 備 え て お り 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ 復 号 化 回 路 は 、 共 に 、
間 引 か れ た 画 素 の 前 記 色 差 デ ー タ を 得 る た め の 補 間 処 理 を 行 う 補 間 回 路 を 備 え る こ と を 特
徴 と す る 、
液 晶 表 示 パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
請 求 項 １ １ 又 は １ ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 で あ っ て 、
前 記 符 号 化 回 路 は 、
前 記 色 差 デ ー タ の 第 ２ 符 号 化 処 理 を 行 う 前 の 段 階 に お い て 、 前 記 色 差 デ ー タ に 対 し て の み
平 滑 化 処 理 を 行 う 色 差 デ ー タ 平 滑 化 処 理 部 を 備 え て お り 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ 復 号 化 回 路 は 、 共 に 、
平 滑 化 さ れ た 画 素 の 前 記 色 差 デ ー タ を 得 る た め の 補 間 処 理 を 行 う 補 間 回 路 を 備 え る こ と を
特 徴 と す る 、
液 晶 表 示 パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
請 求 項 １ 乃 至 １ ４ の 何 れ か に 記 載 の 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 と 、
前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 に 接 続 さ れ た 液 晶 表 示 パ ネ ル と を 備 え る こ と を
特 徴 と す る 、
液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
動 画 像 の 画 像 デ ー タ か ら 、 液 晶 に 印 加 さ れ る 電 圧 を 決 定 す る 補 正 画 像 デ ー タ を 生 成 す る 画
像 デ ー タ 処 理 方 法 で あ っ て 、
前 記 画 像 デ ー タ の 輝 度 値 の 時 間 的 な 変 化 に 応 じ て 前 記 液 晶 の 応 答 速 度 が 速 く な る 様 な 印 加
電 圧 を 与 え 得 る 、 前 記 画 像 デ ー タ を 補 正 す る た め の 少 な く と も ２ 個 の 補 正 候 補 画 像 デ ー タ
を 生 成 し 、
前 記 液 晶 の 周 囲 温 度 の 測 定 結 果 に 応 じ て 、 前 記 少 な く と も ２ 個 の 補 正 候 補 画 像 デ ー タ の 中
か ら 、 前 記 周 囲 温 度 の 下 で よ り 最 適 な 応 答 速 度 を 与 え 得 る １ 個 の 最 適 補 正 候 補 画 像 デ ー タ
を 前 記 補 正 画 像 デ ー タ と し て 決 定 す る こ と を 特 徴 と す る 、
画 像 デ ー タ 処 理 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 ▲ １ ▼ バ ッ ク ラ イ ト 、 液 晶 （ 液 晶 パ ネ ル ） 、 及 び そ の ド ラ イ バ を 備 え る 液 晶
表 示 パ ネ ル （ 以 下 、 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル と も 称 す ） と 、 ▲ ２ ▼ 外 部 か ら 入 力 す る ラ ス タ ー デ ー タ
の 画 像 デ ー タ か ら 同 パ ネ ル の 液 晶 に 印 加 す る 電 圧 を 決 定 す る 補 正 画 像 デ ー タ を 生 成 す る 画
像 デ ー タ 処 理 装 置 と を 備 え た 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 、 入 力 す る 動 画 像 の
輝 度 変 化 に 応 じ て 液 晶 の 応 答 速 度 （ 単 位 時 間 当 り に お け る 液 晶 の 透 過 率 の 変 化 量 に 相 当 ）
を 最 適 化 す る た め の Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ の 処 理 技 術 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
液 晶 の 透 過 率 は 累 積 応 答 効 果 に よ り 変 化 す る た め 、 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル は 、 液 晶 の 応 答 速 度 よ り
も 相 対 的 に 速 い 輝 度 変 化 を 呈 す る 入 力 動 画 像 に 適 切 に 対 応 出 来 な い と い う 問 題 点 を 内 包 し
て い る 。 こ う し た 問 題 点 を 解 決 す る た め に 、 入 力 動 画 像 の 輝 度 変 化 時 の 液 晶 駆 動 電 圧 を 通
常 の 駆 動 電 圧 よ り も 意 図 的 に 大 き く 設 定 す る こ と に よ り 、 液 晶 の 応 答 速 度 を 改 善 す る 方 法
が 提 案 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
上 記 方 法 を 適 用 し た 液 晶 駆 動 に よ り 、 入 力 動 画 像 の 輝 度 変 化 に 応 じ て 液 晶 の 応 答 速 度 が 速
く な る 様 に 同 応 答 速 度 を 制 御 可 能 に し た 液 晶 表 示 装 置 の 一 例 の 詳 細 が 、 日 本 国 特 許 第 ２ ６
１ ６ ６ ５ ２ 号 の 特 許 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） に 記 載 さ れ て い る 。 即 ち 、 同 文 献 １ に 記 載 さ れ た
液 晶 表 示 装 置 は 、 動 画 面 の 各 画 面 に お け る 各 画 素 を 与 え る ラ ス タ ー 画 像 デ ー タ を 順 次 に Ａ
／ Ｄ 変 換 す る Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路 、 入 力 動 画 面 の １ フ レ ー ム 分 の 画 像 デ ー タ を 保 持 す る 画 像 メ
モ リ （ フ レ ー ム メ モ リ ） 、 あ る 画 素 に お け る 現 在 の 画 像 デ ー タ と 当 該 画 素 に お け る １ フ レ
ー ム 前 の 画 像 デ ー タ と を 比 較 し て 輝 度 変 化 信 号 を 出 力 す る 比 較 回 路 、 液 晶 パ ネ ル の 駆 動 回
路 、 及 び 液 晶 パ ネ ル を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
次 に 、 当 該 装 置 の 動 作 に つ い て 記 載 す る 。 Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路 は 、 所 定 の 周 波 数 を 有 す る サ ン
プ リ ン グ ク ロ ッ ク で ア ナ ロ グ 形 式 の ラ ス タ ー 画 像 デ ー タ を サ ン プ リ ン グ し た 上 で 、 デ ジ タ
ル 形 式 の 画 像 デ ー タ に 変 換 し 、 変 換 後 の 画 像 デ ー タ を 画 像 メ モ リ 及 び 比 較 回 路 に 出 力 す る
。 画 像 メ モ リ は 、 各 画 素 の 画 像 デ ー タ の 入 力 に 応 じ て 、 当 該 画 素 に 対 応 す る ア ド レ ス に 既
に 格 納 さ れ て い る １ フ レ ー ム 前 の 画 像 デ ー タ を 読 み 出 し て 比 較 回 路 に 出 力 す る と 共 に 、 入
力 し た 現 在 の 画 像 デ ー タ を 上 記 ア ド レ ス に 上 書 き 保 存 す る 。 こ の 様 に 、 画 像 メ モ リ は 、 入
力 し た 各 画 素 の 現 在 画 像 デ ー タ を １ フ レ ー ム に 相 当 す る 期 間 だ け 遅 延 す る 遅 延 回 路 と し て
機 能 す る 。 比 較 回 路 は 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路 が 出 力 す る 現 在 の 画 像 デ ー タ と 、 画 像 メ モ リ が 出
力 す る １ フ レ ー ム 前 の 画 像 デ ー タ と を 比 較 し 、 両 デ ー タ 間 の 画 像 の 輝 度 変 化 を 与 え る 輝 度
変 化 信 号 を 、 現 在 の 画 像 デ ー タ と 共 に 、 駆 動 回 路 に 出 力 す る 。 駆 動 回 路 は 、 輝 度 変 化 信 号
に 基 づ い て 、 輝 度 値 が 増 加 し た 画 素 に 対 し て は 通 常 の 液 晶 駆 動 電 圧 よ り も 高 い 駆 動 電 圧 を
液 晶 パ ネ ル に 印 加 し て 同 パ ネ ル の 表 示 画 素 を 駆 動 し 、 他 方 、 輝 度 値 が 減 少 し た 画 素 に 対 し
て は 通 常 値 よ り も 低 い 駆 動 電 圧 を 以 っ て 同 パ ネ ル の 表 示 画 素 を 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
し か し な が ら 、 上 記 文 献 １ に 示 さ れ た 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 液 晶 パ ネ ル の 表 示 画 素 数
が 多 く な る と 、 そ れ に 応 じ て 画 像 メ モ リ に 書 き 込 ま れ る １ フ レ ー ム 分 の 画 像 デ ー タ 数 が 増
加 す る た め 、 画 像 メ モ リ と し て 必 要 な メ モ リ 容 量 が 大 き く な ら ざ る を 得 な い と い う 問 題 点
が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ こ で 、 上 記 画 像 メ モ リ の 容 量 削 減 化 を 図 る と 言 う 観 点 か ら 、 日 本 国 特 許 第 ３ ０ ４ １ ９ ５
１ 号 の 特 許 公 報 （ 特 許 文 献 ２ ） に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 ４ つ の 画 素 に 対 し て 上 記 画 像 メ
モ リ の １ ア ド レ ス を 割 り 当 て る と 言 う 間 引 き 処 理 方 法 を 提 案 し て い る 。 即 ち 、 同 先 行 文 献
２ は 、 縦 横 １ 画 素 お き に 画 素 デ ー タ を 間 引 い て 残 っ た 各 画 素 デ ー タ を 上 記 画 像 メ モ リ に 記
憶 し て お く と 共 に 、 上 記 画 像 メ モ リ の 読 出 し 動 作 の 際 に は 、 間 引 い た 隣 接 す る ３ 個 の 画 素
に 対 し て は 、 対 応 す る 記 憶 済 み 画 素 の 画 像 デ ー タ と 同 じ 画 像 デ ー タ を ３ 回 読 み 出 す こ と で
被 間 引 き 画 素 用 画 像 デ ー タ を 割 り 当 て る こ と で 、 上 記 画 像 メ モ リ の 容 量 の 削 減 化 を 実 現 し
て い る 。 例 え ば 、 座 標 （ ａ ， Ａ ） に 位 置 す る 画 素 の 画 像 デ ー タ が 上 記 画 像 メ モ リ の ア ド レ
ス ０ の 領 域 に 格 納 さ れ て い る も の と す る と 、 （ ａ ， Ｂ ） ， （ ｂ ， Ａ ） ， （ ｂ ， Ｂ ） の ３ 個
の 被 間 引 き 画 素 に 対 し て は 、 ア ド レ ス ０ の 画 像 デ ー タ が 読 み 出 さ れ て 割 り 当 て ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
し か し な が ら 、 日 本 国 特 許 第 ３ ０ ４ １ ９ ５ １ 号 の 特 許 発 明 が 提 案 す る 方 法 を 用 い る 場 合 に
は 、 却 っ て 、 次 の 様 な 問 題 点 が 惹 起 さ れ る 。 こ の 点 を 図 ４ ６ （ Ａ ） ～ 図 ４ ６ （ Ｄ ） に 例 示
す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 ４ ６ （ Ａ ） は ｎ 番 目 の フ レ ー ム に お け る 各 画 像 デ ー タ を 、 図 ４ ６ （ Ｂ ） は 図 ４ ６ （ Ａ ）
に 示 す ｎ 番 目 の フ レ ー ム の 画 像 に 対 し て 間 引 き 処 理 を 行 っ た 後 の 各 画 像 デ ー タ を 、 図 ４ ６
（ Ｃ ） は 間 引 き 処 理 を 行 っ た 各 画 素 デ ー タ を 上 記 読 出 し 処 理 に よ っ て 補 間 し た 後 の 各 画 像
デ ー タ を 、 図 ４ ６ （ Ｄ ） は １ フ レ ー ム 後 の （ ｎ ＋ １ ） 番 目 の フ レ ー ム に お け る 各 画 像 デ ー
タ を 、 そ れ ぞ れ 表 し て い る 。 図 ４ ６ （ Ａ ） 及 び 図 ４ ６ （ Ｄ ） に 示 す 様 に 、 ｎ 番 目 の フ レ ー
ム の 画 像 と 、 （ ｎ ＋ １ ） 番 目 の フ レ ー ム の 画 像 と は 、 互 い に 同 じ で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
間 引 き 処 理 を 行 っ た 場 合 に は 、 図 ４ ６ （ Ｃ ） に 示 す 様 に 、 （ Ｂ ， ａ ） 、 （ Ｂ ， ｂ ） の 画 素
デ ー タ と し て （ Ａ ， ａ ） の 画 素 デ ー タ が 読 み 出 さ れ 、 （ Ｂ ， ｃ ） 、 （ Ｂ ， ｄ ） の 画 素 デ ー
タ と し て （ Ａ ， ｃ ） の 画 素 デ ー タ が 読 み 出 さ れ る 。 つ ま り 、 実 際 は 輝 度 値 １ ５ ０ の 画 素 デ
ー タ が 、 輝 度 値 ５ ０ の 画 素 デ ー タ と し て 読 み 出 さ れ る こ と に な る 。 こ の た め 、 現 フ レ ー ム
と そ の １ フ レ ー ム 前 と の 間 で は 画 像 が 変 化 し て い な い に も 拘 わ ら ず 、 ｎ 番 目 の フ レ ー ム の
ア ド レ ス （ Ｂ ， ａ ） 、 （ Ｂ ， ｂ ） 、 （ Ｂ ， ｃ ） 、 及 び （ Ｂ ， ｄ ） に 対 応 す る 各 表 示 画 素 は
、 通 常 よ り も 高 い 駆 動 電 圧 で 駆 動 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の 様 に 、 間 引 き 処 理 を 行 っ た 場 合 に は 、 画 素 デ ー タ が 間 引 か れ た 部 分 で は 電 圧 の 制 御 が
正 し く 行 わ れ な く な り 、 そ の 結 果 、 不 要 な 電 圧 が 印 加 さ れ る こ と に よ る 画 質 劣 化 が 生 じ 得
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 許 第 ２ ６ １ ６ ６ ５ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 許 第 ３ ０ ４ １ ９ ５ １ 号 公 報
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
既 述 の 通 り 、 両 先 行 特 許 発 明 に よ れ ば 、 現 フ レ ー ム と そ の １ フ レ ー ム 前 と の 間 で 輝 度 値 が
変 化 す る 場 合 で あ っ て も 、 液 晶 駆 動 電 圧 を 通 常 の 液 晶 駆 動 電 圧 よ り も 大 き く 設 定 す る こ と
に よ り 、 液 晶 の 応 答 速 度 を 改 善 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
し か し な が ら 、 前 者 の 先 行 特 許 発 明 （ 特 許 文 献 １ ） は 、 遅 延 機 能 を 呈 す る 画 像 メ モ リ の 容
量 の 増 大 化 を 招 く と 言 う 問 題 点 を 有 し て お り 、 後 者 の 先 行 特 許 発 明 （ 特 許 文 献 ２ ） に お い
て は 、 メ モ リ 容 量 の 削 減 化 に 伴 っ て 画 質 の 劣 化 を 引 き 起 こ す と 言 う 問 題 点 を 有 し て お り 、
両 者 共 に 一 長 一 短 で あ る と 言 わ ざ る を 得 な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
加 え て 、 両 先 行 特 許 発 明 は 、 入 力 動 画 面 の 輝 度 値 の 変 化 量 と 液 晶 の 応 答 速 度 と の 関 係 の み
を 考 慮 す る の み で あ っ て 、 液 晶 パ ネ ル 及 び そ の 近 傍 の 温 度 と 液 晶 の 応 答 速 度 と の 関 係 に つ
い て は 何 等 の 考 慮 ・ 検 討 も 成 さ れ て い な い 。 こ れ で は 、 よ り 実 用 性 に 適 し た 液 晶 表 示 装 置
を 提 供 す る こ と に は な ら な い と 言 え る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 は こ の 様 な 懸 案 事 項 を 解 決 す べ く 成 さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 間 引 き 処 理 に
伴 う 画 質 劣 化 を 発 生 さ せ る こ と 無 く メ モ リ 容 量 の 削 減 化 を 実 現 し つ つ 、 入 力 動 画 面 の 輝 度
値 の 時 間 的 な 変 化 及 び 液 晶 表 示 パ ネ ル の 周 囲 温 度 の 変 化 に 応 じ て 、 液 晶 に 印 加 さ れ る 電 圧
を 適 切 に 制 御 す る こ と に よ り 、 液 晶 の 応 答 速 度 を 正 確 に 制 御 す る こ と が 可 能 な 液 晶 表 示 パ
ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 技 術 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
更 に 、 本 発 明 の 第 ２ 目 的 は 、 間 引 き 処 理 に 伴 う 画 質 劣 化 を 発 生 さ せ る こ と 無 く メ モ リ 容 量
の 削 減 化 を 実 現 し つ つ 、 入 力 動 画 面 の 輝 度 値 の 時 間 的 な 変 化 に 応 じ て 、 液 晶 に 印 加 さ れ る
電 圧 を 適 切 に 制 御 す る こ と に よ り 、 液 晶 の 応 答 速 度 を 正 確 に 制 御 す る こ と が 可 能 な 液 晶 表
示 パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 技 術 を 提 供 す る 点 に あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 主 題 は 、 液 晶 表 示 パ ネ ル 用 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 で あ っ て 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル に
表 示 す べ き 動 画 面 の 各 画 素 を 与 え る ラ ス タ ー デ ー タ と し て の 各 画 像 デ ー タ を 順 次 に 受 信 す
る 入 力 端 と 、 前 記 受 信 画 像 デ ー タ を 現 画 像 デ ー タ と し て 順 次 に 出 力 す る 出 力 端 と を 有 す る
受 信 回 路 と 、 前 記 受 信 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 及 び 出 力 端 を 有 し 、 前 記 現 画
像 デ ー タ を 符 号 化 し て 符 号 化 画 像 デ ー タ を 前 記 出 力 端 よ り 出 力 す る 符 号 化 回 路 と 、 前 記 符
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号 化 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 及 び 出 力 端 を 有 し 、 前 記 符 号 化 画 像 デ ー タ を 復
号 化 し て 前 記 現 画 像 デ ー タ に 対 応 す る 第 １ 復 号 化 画 像 デ ー タ を 前 記 出 力 端 よ り 出 力 す る 第
１ 復 号 化 回 路 と 、 前 記 符 号 化 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 及 び 出 力 端 を 有 し 、 前
記 入 力 端 で 受 信 し た 前 記 符 号 化 画 像 デ ー タ を 前 記 動 画 面 の １ フ レ ー ム 期 間 だ け 遅 延 し た 上
で 遅 延 後 の 前 記 符 号 化 画 像 デ ー タ を 遅 延 符 号 化 画 像 デ ー タ と し て 前 記 出 力 端 よ り 出 力 す る
遅 延 回 路 と 、 前 記 遅 延 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 及 び 出 力 端 を 有 し 、 前 記 現 画
像 デ ー タ の 出 力 時 に 対 し て 前 記 １ フ レ ー ム 期 間 だ け 前 の 時 点 に お い て 前 記 受 信 回 路 が 前 記
現 画 像 デ ー タ と し て 出 力 し た １ フ レ ー ム 前 画 像 デ ー タ の 符 号 化 画 像 デ ー タ を 前 記 入 力 端 で
受 信 し 、 前 記 受 信 符 号 化 画 像 デ ー タ を 復 号 化 し て 前 記 １ フ レ ー ム 前 画 像 デ ー タ に 対 応 す る
第 ２ 復 号 化 画 像 デ ー タ を 前 記 出 力 端 よ り 出 力 す る 第 ２ 復 号 化 回 路 と 、 前 記 第 １ 復 号 化 回 路
の 前 記 出 力 端 及 び 前 記 第 ２ 復 号 化 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 及 び 出 力 端 を 有 し
、 前 記 第 １ 復 号 化 画 像 デ ー タ 及 び 前 記 第 ２ 復 号 化 画 像 デ ー タ に 基 づ い て 、 前 記 現 画 像 デ ー
タ と 前 記 １ フ レ ー ム 前 画 像 デ ー タ 間 の 輝 度 値 の 変 化 量 を 算 出 し 、 得 ら れ た 変 化 量 デ ー タ を
前 記 出 力 端 よ り 出 力 す る 変 化 量 算 出 回 路 と 、 前 記 受 信 回 路 の 前 記 出 力 端 及 び 前 記 変 化 量 算
出 回 路 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 及 び 出 力 端 を 有 し 、 前 記 現 画 像 デ ー タ 及 び 前 記 変
化 量 デ ー タ に 基 づ い て 前 記 １ フ レ ー ム 前 画 像 デ ー タ を 再 生 し 、 得 ら れ た １ フ レ ー ム 前 再 生
画 像 デ ー タ を 前 記 出 力 端 よ り 出 力 す る １ フ レ ー ム 前 画 像 再 生 回 路 と 、 少 な く と も 一 つ の 基
準 温 度 デ ー タ 及 び 出 力 端 を 有 し て お り 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル 又 は そ の 近 傍 雰 囲 気 の 一 方 の
温 度 デ ー タ と 前 記 少 な く と も 一 つ の 基 準 温 度 デ ー タ と を 比 較 し 、 そ の 比 較 結 果 に 基 づ き 制
御 信 号 を 前 記 出 力 端 よ り 出 力 す る 温 度 制 御 部 と 、 前 記 受 信 回 路 の 前 記 出 力 端 、 前 記 １ フ レ
ー ム 前 画 像 再 生 回 路 の 前 記 出 力 端 及 び 前 記 温 度 制 御 部 の 前 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 及
び 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル に 接 続 さ れ た 出 力 端 を 有 し 、 （ １ ） 前 記 現 画 像 デ ー タ の 第 １ 輝 度 値
と 前 記 １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ の 第 ２ 輝 度 値 と が 相 違 す る か 否 か を 検 出 し 、 （ ２ ） 前
記 第 １ 及 び 第 ２ 輝 度 値 が 互 い に 相 違 す る 場 合 に は 、 前 記 現 画 像 デ ー タ 、 前 記 １ フ レ ー ム 前
再 生 画 像 デ ー タ 及 び 前 記 制 御 信 号 に 基 づ い て 前 記 第 １ 輝 度 値 を 補 正 し 、 補 正 済 み 輝 度 値 を
与 え る 補 正 現 画 像 デ ー タ を 前 記 出 力 端 よ り 出 力 し 、 （ ３ ） 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 輝 度 値 が 互 い
に 一 致 す る 場 合 に は 、 前 記 現 画 像 デ ー タ を 前 記 補 正 現 画 像 デ ー タ と し て 前 記 出 力 端 よ り 出
力 す る 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 と を 備 え 、 前 記 補 正 現 画 像 デ ー タ は 、 前 記 補 正 現 画 像 デ ー タ に
基 づ き 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル が 生 成 す る 液 晶 印 加 電 圧 に よ り 実 現 さ れ る 液 晶 の 透 過 率 が 、 前
記 １ フ レ ー ム 期 間 の 経 過 時 に 前 記 第 １ 輝 度 値 に 相 当 す る 第 １ 透 過 率 に 到 達 す る 様 に 、 決 定
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
＜ 実 施 の 形 態 １ 及 び ２ に お け る 着 眼 点 ＞
あ る 温 度 （ 例 え ば 常 温 ） に お い て 、 入 力 動 画 面 に お け る 各 画 素 の 画 像 デ ー タ の 輝 度 値 変 化
に 対 応 し て 液 晶 パ ネ ル の 各 表 示 画 素 に 印 加 さ れ る 電 圧 を 最 適 化 し て も 、 少 な く と も 液 晶 パ
ネ ル を 含 む 同 パ ネ ル の 周 囲 温 度 が 上 記 あ る 温 度 よ り も 高 い 場 合 に は 、 適 切 な 電 圧 よ り も 高
い 電 圧 が 液 晶 に 印 加 さ れ 、 そ の 結 果 、 画 質 の 劣 化 が 生 じ る 。 即 ち 、 周 囲 温 度 が 常 温 よ り も
高 い 場 合 に は 、 液 晶 の 応 答 速 度 が 常 温 時 の そ れ よ り も 速 く な り 、 液 晶 の 透 過 率 が あ る 値 か
ら 目 標 値 に 到 達 す る ま で の 時 間 が 相 対 的 に 短 く な る 。 そ の た め 、 補 正 電 圧 が 常 温 時 の そ れ
と 同 じ ま ま の と き に は 過 補 正 と な っ て し ま う 。 即 ち 、 １ フ レ ー ム 期 間 に 相 当 す る 時 間 の 経
過 時 点 で の 透 過 率 は 目 標 値 よ り も 大 き な 値 と な り 、 そ の た め 、 表 示 画 面 中 の 明 る く 変 化 す
る 部 分 は 過 度 に 明 る い 部 分 と な り 、 逆 に 表 示 画 面 中 の 暗 く 変 化 す る 部 分 は 過 度 に 暗 い 部 分
と な っ て し ま う 。 こ れ に 対 し て 、 周 囲 温 度 が 上 記 あ る 温 度 よ り も 低 い 場 合 に は 、 逆 に 補 正
不 足 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ 及 び ２ は 、 こ の 様 な 周 囲 温 度 変 化 と 液 晶 の 応 答 速 度 と の 関 係 に 着 目
し 、 こ の 観 点 を 基 礎 と し て 、 入 力 動 画 面 に お け る 画 像 デ ー タ の 輝 度 値 の 時 間 的 変 化 に 応 じ
て 液 晶 の 応 答 速 度 を 最 適 値 に 制 御 す る も の で あ る （ 上 記 輝 度 値 の 時 間 的 変 化 に 応 じ て 液 晶
の 応 答 速 度 を 速 く す る ） 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し つ つ 、 実 施 の 形 態 １ 及 び ２ を 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
（ 実 施 の 形 態 １ ）
図 １ は 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 同 装 置 は 、 大 別 し て
、 本 装 置 の 中 核 部 分 で あ る 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 と 、 当 該 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 に 接 続 さ れ た
液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ と か ら 成 る 。 そ し て 、 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 は 、 受 信 回 路 ２ と 、 画 像 デ
ー タ 処 理 部 ３ と 、 温 度 制 御 部 １ ２ と か ら 構 成 さ れ る 。 他 方 、 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ は 、 液 晶
及 び そ の 駆 動 電 極 等 を 含 む 液 晶 パ ネ ル 、 バ ッ ク ラ イ ト 及 び 駆 動 回 路 等 よ り 成 り 、 画 像 の 輝
度 ま た は 濃 度 を 表 す 補 正 画 像 デ ー タ （ 補 正 現 画 像 デ ー タ と も 称 す ） Ｄ ｊ １ を 受 信 し 、 受 信
補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ に 対 応 す る 電 圧 を 生 成 し た 上 で 当 該 電 圧 を 液 晶 に 印 加 す る こ と に よ
り 、 表 示 動 作 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ こ で 、 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 は 、 入 力 す る 動 画 像 の 画 像 デ ー タ か ら 、 液 晶 に 印 加 さ れ る 電
圧 を 決 定 す る 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ を 生 成 す る 部 分 で あ る が 、 そ の 機 能 を 概 略 的 に 記 載 す
れ ば 、 次 の 通 り で あ る 。 即 ち 、 本 装 置 は 、 （ Ｉ ） 画 像 デ ー タ の 輝 度 値 の 時 間 的 な 変 化 に 応
じ て 液 晶 の 応 答 速 度 が 速 く な る 様 な 印 加 電 圧 を 与 え 得 る 、 少 な く と も ２ 個 の 、 異 な る 温 度
下 で の 、 補 正 画 像 デ ー タ の 候 補 を 生 成 し て お き 、 （ Ｉ Ｉ ） 液 晶 の 周 囲 温 度 の 測 定 結 果 に 応
じ て 、 少 な く と も ２ 個 の 補 正 画 像 デ ー タ の 候 補 中 か ら 、 周 囲 温 度 の 下 で よ り 最 適 な 応 答 速
度 を 与 え 得 る １ 個 の 候 補 を 最 適 な 補 正 画 像 デ ー タ と し て 決 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
以 下 、 こ の 様 な 機 能 を 実 現 し 得 る 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 の 各 部 の 構 成 に つ い て 記 載 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
先 ず 、 受 信 回 路 ２ は 、 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ に 表 示 す べ き 画 面 （ 動 画 面 ） （ 以 下 、 同 画 面 を
現 画 像 と 称 す ） の 各 画 素 を 与 え る 各 画 像 デ ー タ （ ラ ス タ ー デ ー タ ） を 順 次 に 受 信 す る 入 力
端 子 １ と 、 受 信 し た 各 画 像 デ ー タ を 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ と し て 順 次 に 出 力 す る 出 力 端 と を
有 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
次 に 、 本 体 た る 画 像 デ ー タ 処 理 部 ３ は 、 符 号 化 回 路 ４ 、 遅 延 回 路 ５ 、 第 １ 復 号 化 回 路 ６ 、
第 ２ 復 号 化 回 路 ７ 、 変 化 量 算 出 回 路 ８ 、 １ フ レ ー ム 前 画 像 再 生 回 路 ９ 、 及 び 画 像 デ ー タ 補
正 回 路 １ ０ か ら 成 り 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ に 対 応 す る 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ を 生 成 す る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
先 ず 、 符 号 化 回 路 ４ は 、 受 信 回 路 ２ の 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 及 び 出 力 端 を 有 し 、 入 力
す る 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ を 符 号 化 し て 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ を そ の 出 力 端 よ り 出 力 す る
。 こ こ で 、 同 回 路 ４ に お け る 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 符 号 化 方 法 と し て は 、 例 え ば Ｆ Ｂ Ｔ Ｃ
又 は Ｇ Ｂ Ｔ Ｃ 等 の ブ ロ ッ ク 符 号 化 （ Ｂ Ｔ Ｃ ） を 用 い る こ と が で き る 。 あ る い は 、 Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ
に お け る ２ 次 元 離 散 コ サ イ ン 変 換 符 号 化 、 Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ － Ｌ Ｓ に お け る 予 測 符 号 化 、 又 は Ｊ Ｐ
Ｅ Ｇ ２ ０ ０ ０ に お け る ウ ェ ー ブ レ ッ ト 変 換 等 の 、 任 意 の 静 止 画 用 符 号 化 方 式 を 用 い る こ と
も 可 能 で あ る 。 尚 、 こ う し た 静 止 画 用 の 符 号 化 方 法 に つ い て は 、 符 号 化 前 の 画 像 デ ー タ と
復 号 化 さ れ た 画 像 デ ー タ と が 完 全 に 一 致 し な い 非 可 逆 符 号 化 方 式 の も の で あ っ て も 適 用 可
能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
又 、 第 １ 復 号 化 回 路 ６ は 、 符 号 化 回 路 ４ の 上 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 及 び 出 力 端 を 有
し て お り 、 受 信 し た 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ を 復 号 化 し て 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ に 対 応 す る
第 １ 復 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ １ を そ の 出 力 端 よ り 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
又 、 遅 延 回 路 ５ は 、 符 号 化 回 路 ４ の 上 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 及 び 後 述 す る 第 ２ 復 号
化 回 路 ７ に 接 続 さ れ た 出 力 端 を 有 し 、 当 該 入 力 端 で 受 信 し た 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ を 端
子 １ で 受 信 す る 動 画 面 の １ フ レ ー ム 期 間 だ け 遅 延 し た 上 で 、 遅 延 後 の 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ
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ａ １ を 遅 延 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ ０ と し て 上 記 出 力 端 よ り 出 力 す る 。 従 っ て 、 遅 延 回 路 ５
は 、 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ の 受 信 タ イ ミ ン グ に 応 じ て 、 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ か ら 見
て １ フ レ ー ム 期 間 だ け 前 の 符 号 化 画 像 デ ー タ を 、 遅 延 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ ０ と し て 出 力
す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ こ で 、 「 １ フ レ ー ム 期 間 」 と は 、 「 あ る 画 素 の デ ー タ を 受 信 し て 、 そ の デ ー タ に 対 応 す
る 電 圧 が 当 該 画 素 に 対 応 す る 表 示 画 素 を 成 す 液 晶 部 分 に 印 加 さ れ て か ら 、 次 の フ レ ー ム に
お け る 同 じ 位 置 の 画 素 の デ ー タ を 受 信 し て 、 そ の デ ー タ に 対 応 す る 電 圧 が 上 記 液 晶 部 分 に
印 加 さ れ る ま で の 時 間 」 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の 様 な 遅 延 機 能 を 有 す る 同 回 路 ５ は 、 例 え ば 、 ▲ １ ▼ デ ー タ の 読 出 し 及 び 書 込 み の 両 機
能 を 兼 ね 備 え た １ 個 の メ モ リ （ 例 え ば Ｒ Ａ Ｍ ） （ 図 示 せ ず ） と 、 ▲ ２ ▼ 当 該 メ モ リ の ア ド
レ ス を 指 定 す る 読 出 し ・ 書 込 み 指 令 信 号 （ ア ド レ ス 信 号 ） を 入 力 端 子 １ で 受 信 す る 上 記 動
画 面 の 同 期 信 号 （ 図 示 せ ず ） に 同 期 さ せ て 生 成 す る タ イ ミ ン グ 回 路 （ 図 示 せ ず ） と か ら 構
成 さ れ る （ １ メ モ リ 構 成 ） 。 こ の 構 成 例 の 場 合 に は 、 本 回 路 ５ は 、 現 在 の 符 号 化 画 像 デ ー
タ Ｄ ａ １ の 受 信 タ イ ミ ン グ に 応 じ て 、 （ ｉ ） 上 記 ▲ １ ▼ メ モ リ の ア ド レ ス （ デ ー タ 格 納 領
域 ） の 内 で 、 当 該 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ の 受 信 時 点 か ら 遡 っ て １ フ レ ー ム 期 間 分 だ け 前
の 時 点 に お け る 符 号 化 画 像 デ ー タ が 格 納 さ れ て い る 対 象 ア ド レ ス か ら 、 上 記 の １ フ レ ー ム
期 間 分 だ け 前 の 符 号 化 画 像 デ ー タ を 読 み 出 し て 当 該 読 出 し デ ー タ を 遅 延 符 号 化 画 像 デ ー タ
Ｄ ａ ０ と し て 出 力 し 、 （ ｉ ｉ ） そ の 直 後 に 、 現 在 の 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ を 上 記 対 象 ア
ド レ ス 内 に 書 込 む 。 こ の 様 な 動 作 に よ っ て 、 本 回 路 ５ は 、 現 在 の 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １
に 対 す る 遅 延 機 能 を 実 現 す る 。 本 画 像 デ ー タ 処 理 部 ３ に お い て は 、 メ モ リ に 書 込 む デ ー タ
の 数 と メ モ リ か ら 読 み 出 す デ ー タ の 数 と が 同 じ で あ り 、 し か も 、 １ 画 面 の 左 上 位 置 の 画 素
に 相 当 す る メ モ リ 領 域 に 格 納 さ れ て い る 画 像 デ ー タ か ら 順 番 に 読 み 出 す だ け で あ り 、 上 記
の 一 例 の 様 に 、 既 に 記 憶 さ れ て い る 画 像 デ ー タ の 読 出 し と 新 し い 画 像 デ ー タ の 書 込 み と を
一 つ の メ モ リ で 実 現 し 得 る の で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
又 、 遅 延 回 路 ５ の 他 の 構 成 例 と し て 、 上 記 タ イ ミ ン グ 回 路 に よ っ て 同 時 に ア ド レ ス 指 定 さ
れ る ２ 個 の メ モ リ を 利 用 し た も の が 適 用 可 能 で あ る （ ２ メ モ リ 構 成 ） 。 即 ち 、 同 回 路 ５ は
、 現 在 の 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ の 受 信 タ イ ミ ン グ に 応 じ て 、 一 方 の メ モ リ に 現 在 の 符 号
化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ を 書 込 む と 同 時 に 、 他 方 の メ モ リ か ら 、 １ フ レ ー ム 期 間 前 に 既 に 書 込
み 済 み の 上 記 １ フ レ ー ム 期 間 分 だ け 前 の 符 号 化 画 像 デ ー タ を 読 み 出 し て 当 該 読 出 し デ ー タ
を 遅 延 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ ０ と し て 出 力 す る の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
以 上 の 通 り 、 遅 延 回 路 ５ は 、 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ を １ フ レ ー ム に 相 当 す る 期 間 だ け 遅
延 す る 処 理 を 通 じ て 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の １ フ レ ー ム 前 の 画 像 デ ー タ を 符 号 化 し た 遅 延
符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ ０ を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の 様 に 、 遅 延 回 路 ５ は 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ を 直 接 に メ モ リ 内 に 格 納 す る の で は な く て
、 一 旦 デ ー タ 圧 縮 し た 後 の 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ を そ の 構 成 要 素 た る メ モ リ 内 に 格 納 し
て い る の で 、 同 回 路 ５ の メ モ リ 容 量 の 削 減 化 を 容 易 に 達 成 出 来 る 。 し か も 、 現 画 像 デ ー タ
Ｄ ｉ １ の 符 号 化 率 （ デ ー タ 圧 縮 率 ） を 高 く す る 程 に 、 遅 延 回 路 ５ を 構 成 す る メ モ リ の 容 量
を 飛 躍 的 に 少 な く す る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の 点 は 、 既 述 し た ２ 件 の 先 行 特 許 発 明 に は 無
い 利 点 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
更 に 、 第 ２ 復 号 化 回 路 ７ は 、 遅 延 回 路 ５ の 上 記 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 、 及 び 出 力 端 を
有 し て お り 、 遅 延 回 路 ５ が 出 力 す る 遅 延 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ ０ を 復 号 化 す る 。 即 ち 、 第
２ 復 号 化 回 路 ７ は 、 受 信 回 路 ２ か ら の 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 出 力 時 に 対 し て １ フ レ ー ム 期
間 だ け 前 の 時 点 に お い て 受 信 回 路 ２ が 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ と し て 既 に 出 力 し て い た １ フ レ
ー ム 前 画 像 デ ー タ の 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ ０ を そ の 入 力 端 で 受 信 し 、 受 信 符 号 化 画 像 デ ー
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タ Ｄ ａ ０ を 復 号 化 し て 上 記 １ フ レ ー ム 前 画 像 デ ー タ に 対 応 す る 第 ２ 復 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ
０ を そ の 出 力 端 よ り 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
更 に 、 変 化 量 算 出 回 路 ８ は 、 第 １ 復 号 化 回 路 ６ の 出 力 端 及 び 第 ２ 復 号 化 回 路 ７ の 出 力 端 に
接 続 さ れ た 入 力 端 、 並 び に 出 力 端 を 有 し て お り 、 第 １ 復 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ １ 及 び 第 ２ 復
号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ ０ に 基 づ い て 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ と 上 記 １ フ レ ー ム 前 画 像 デ ー タ 間
の 輝 度 値 の 変 化 量 を 算 出 し 、 得 ら れ た 変 化 量 デ ー タ Ｄ ｖ １ を そ の 出 力 端 よ り 出 力 す る 。 一
例 と し て 、 同 回 路 ８ は 、 減 算 回 路 よ り 構 成 さ れ て お り 、 現 画 像 の １ フ レ ー ム 前 の 画 像 に 対
応 す る 第 ２ 復 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ ０ か ら 現 画 像 に 対 応 す る 第 １ 復 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ １ を
減 算 す る こ と で 、 画 素 毎 の 変 化 量 デ ー タ Ｄ ｖ １ を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
更 に 、 １ フ レ ー ム 前 画 像 再 生 回 路 ９ は 、 受 信 回 路 ２ の 出 力 端 及 び 変 化 量 算 出 回 路 ８ の 出 力
端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 、 並 び に 出 力 端 を 有 し て お り 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ 及 び 変 化 量 デ ー
タ Ｄ ｖ １ に 基 づ い て １ フ レ ー ム 前 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ を 再 生 し 、 得 ら れ た １ フ レ ー ム 前 再 生
画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ を そ の 出 力 端 よ り 出 力 す る 。 具 体 的 に は 、 同 回 路 ９ は 、 加 算 回 路 よ り 構
成 さ れ て お り 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ に 変 化 量 デ ー タ Ｄ ｖ １ を 加 算 す る こ と で 、 現 画 像 デ ー
タ Ｄ ｉ １ か ら 見 て １ フ レ ー ム 期 間 だ け 前 に 対 応 す る １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ を
再 生 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ は 、 画 像 デ ー タ 処 理 部 ３ の 中 核 部 分 を 成 す 回 路 で あ り 、 次 の 温 度
制 御 部 １ ２ と の 関 係 で 、 そ の 回 路 配 線 及 び 回 路 機 能 が 明 ら か と な る 。 そ こ で 、 画 像 デ ー タ
補 正 回 路 １ ０ の 詳 細 に 先 立 ち 、 温 度 制 御 部 １ ２ の 構 成 を 記 載 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
温 度 制 御 部 １ ２ は 、 少 な く と も 一 つ の 基 準 温 度 （ Ｔ ０ ） の デ ー タ を 保 有 し て お り 、 制 御 信
号 Ｔ Ｐ １ を 出 力 す る た め の 出 力 端 を 有 し て い る 。 そ し て 、 同 部 １ ２ は 、 液 晶 表 示 パ ネ ル １
１ あ る い は そ の 近 傍 雰 囲 気 の 一 方 の 温 度 デ ー タ （ こ の 温 度 デ ー タ を 「 周 囲 温 度 デ ー タ 」 と
定 義 す る ） と 、 少 な く と も 一 つ の 基 準 温 度 デ ー タ と を 比 較 し 、 そ の 比 較 結 果 に 基 づ き 制 御
信 号 Ｔ Ｐ １ を そ の 出 力 端 よ り 出 力 す る 。 一 例 と し て 、 温 度 制 御 部 １ ２ は 、 ▲ １ ▼ 上 記 周 囲
温 度 デ ー タ を 測 定 し 得 る 温 度 セ ン サ （ 尚 、 温 度 セ ン サ は 温 度 制 御 部 １ ２ と は 別 個 の 外 付 け
部 品 で あ っ て も 良 い ） と 、 ▲ ２ ▼ 当 該 温 度 セ ン サ の 出 力 端 に 接 続 さ れ た 第 １ 入 力 端 と 基 準
温 度 （ Ｔ ０ ） の デ ー タ を 与 え る レ ベ ル が 印 加 さ れ た 第 ２ 入 力 端 と を 有 す る 比 較 器 と か ら 成
り 、 周 囲 温 度 （ Ｔ ） が 基 準 温 度 （ Ｔ ０ ） 以 下 の と き に は 同 比 較 器 は 第 １ レ ベ ル （ 例 え ば “
１ ” レ ベ ル ） の 信 号 と し て 制 御 信 号 Ｔ Ｐ １ を 出 力 し 、 逆 に 周 囲 温 度 （ Ｔ ） が 基 準 温 度 （ Ｔ
０ ） よ り も 高 い と き に は 同 比 較 器 は 第 ２ レ ベ ル （ 例 え ば “ ０ ” レ ベ ル ） の 信 号 と し て 制 御
信 号 Ｔ Ｐ １ を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
こ こ で 、 留 意 事 項 と し て 、 上 記 周 囲 温 度 に つ い て 一 言 す る 。 即 ち 、 温 度 を 測 定 す べ き 場 所
と し て は 、 理 想 的 に は 液 晶 そ の も の が 対 象 と な る べ き と こ ろ で あ る が 、 現 実 的 に は そ の 様
な 温 度 を 測 定 出 来 な い た め 、 そ の 代 わ り と し て 、 液 晶 パ ネ ル の 表 面 温 度 、 あ る い は 、 液 晶
パ ネ ル 近 傍 の 雰 囲 気 の 温 度 が 用 い ら れ る 。 そ し て 、 液 晶 パ ネ ル は Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル １ １ 内 に 配
設 さ れ て い る の で 、 「 周 囲 温 度 」 と は 、 結 局 の 所 、 「 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ あ る い は そ の 近
傍 雰 囲 気 の 一 方 の 温 度 」 と 定 義 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
以 上 の 温 度 制 御 部 １ ２ の 構 成 ・ 機 能 の 記 載 を 踏 ま え て 、 次 に 、 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ の
構 成 ・ 機 能 を 記 載 す る 。 即 ち 、 同 回 路 １ ０ は 、 受 信 回 路 ２ の 出 力 端 、 １ フ レ ー ム 前 画 像 再
生 回 路 ９ の 出 力 端 及 び 温 度 制 御 部 １ ２ の 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 、 並 び に 、 液 晶 表 示 パ
ネ ル １ １ に 接 続 さ れ た 出 力 端 を 有 し て い る 。 そ し て 、 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ は 、 （ １ ）
現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ が 示 す 第 １ 輝 度 値 と １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ １ が 示 す 第 ２ 輝
度 値 と が 互 い に 相 違 す る か 否 か を 検 出 し 、 （ ２ ） 第 １ 及 び 第 ２ 輝 度 値 が 互 い に 相 違 す る 場
合 に は 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ 、 １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ １ 及 び 制 御 信 号 Ｔ Ｐ １ に
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基 づ い て 第 １ 輝 度 値 を 補 正 し 、 補 正 済 み 輝 度 値 を 与 え る 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ を そ の 出
力 端 よ り 出 力 す る 。 こ れ に 対 し て 、 同 回 路 １ ０ は 、 （ ３ ） 第 １ 及 び 第 ２ 輝 度 値 が 互 い に 一
致 す る 場 合 に は 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ を 、 補 正 す る こ と な く 、 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ と
し て そ の 出 力 端 よ り 出 力 す る 。 こ の 場 合 、 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ は 、 補 正 現 画 像 デ ー タ
Ｄ ｊ １ に 基 づ き 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ が 生 成 す る 液 晶 印 加 電 圧 に よ り 実 現 さ れ る 液 晶 の 透 過
率 が 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 受 信 時 か ら １ フ レ ー ム 期 間 だ け 経 過 し た 時 点 に お い て 、 第 １
輝 度 値 に 相 当 す る 第 １ 透 過 率 に 到 達 す る 様 に 、 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
再 度 述 べ る と 、 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ は 、 温 度 制 御 部 １ ２ が 出 力 す る 制 御 信 号 Ｔ Ｐ １ に
基 づ い て 、 補 正 候 補 の 画 像 デ ー タ の 補 正 量 が 周 囲 温 度 に 対 し て 適 切 な 補 正 量 と な る 様 に 、
制 御 動 作 を 実 行 す る 。 例 え ば 、 液 晶 の 応 答 速 度 は 温 度 に よ っ て 変 化 す る の で 、 温 度 が 比 較
的 高 い 場 合 に は 、 同 回 路 １ ０ は 、 補 正 量 を 比 較 的 小 さ な 値 に 設 定 し 、 逆 に 温 度 が 比 較 的 低
い 場 合 に は 、 同 回 路 １ ０ は 補 正 量 を 比 較 的 大 き な 値 に 設 定 す る こ と で 、 液 晶 の 応 答 速 度 が
適 切 な 値 と な る 様 に 同 速 度 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
最 後 に 、 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル １ １ は 、 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ に 基 づ い て 作 成 し た 電 圧 を 液 晶 に
印 加 す る こ と に よ り 、 表 示 動 作 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
こ こ で 、 図 ２ は 、 以 上 に 記 載 し た 図 １ の 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 に お け る 一 連 の 動 作 を 、 整 理
す る 観 点 か ら 、 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 尚 、 図 ２ に お け る 処 理 の 流 れ は 、 １ 動 画 面 中
の あ る 画 素 に つ い て の 現 画 像 デ ー タ が 補 正 現 画 像 デ ー タ に 補 正 さ れ る ま で の 工 程 を 模 式 的
に 示 し て お り 、 他 の 全 て の 画 素 デ ー タ も 順 次 に 同 様 の 工 程 を 経 て 補 正 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
先 ず 、 現 画 像 デ ー タ 符 号 化 工 程 （ Ｓ ｔ １ ） に お い て は 、 符 号 化 回 路 ４ に よ り 、 あ る １ 画 面
内 の あ る 画 素 に 関 す る 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ が 符 号 化 さ れ 、 そ の 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ が
生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
次 の 符 号 化 画 像 デ ー タ 遅 延 工 程 （ Ｓ ｔ ２ ） に お い て は 、 遅 延 回 路 ５ に よ り 、 現 在 の 符 号 化
画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ が １ フ レ ー ム に 相 当 す る 期 間 だ け 遅 延 さ れ る 。 従 っ て 、 現 時 点 に お い て
は 、 遅 延 回 路 ５ か ら は 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の １ フ レ ー ム 前 の 画 像 デ ー タ を 符 号 化 し た 符
号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ ０ が 出 力 さ れ る 。 本 工 程 に お け る 、 よ り 具 体 的 な 処 理 と し て は 、 現 画
像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の １ フ レ ー ム 前 の 画 像 デ ー タ を 符 号 化 し た 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ ０ を 遅 延
回 路 ５ 内 の メ モ リ （ あ る い は 一 方 の メ モ リ ） に お け る 所 定 の ア ド レ ス か ら 読 出 し 、 且 つ 、
現 在 の 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ を 、 現 時 点 か ら １ フ レ ー ム 後 の 将 来 の 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ
ａ ０ と し て 、 当 該 メ モ リ （ あ る い は 他 方 の メ モ リ ） に お け る 上 記 所 定 の ア ド レ ス （ あ る い
は 対 応 す る ア ド レ ス ） に 上 書 き す る （ あ る い は 読 出 し と 同 時 並 行 的 に 書 込 む ） 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
更 に 、 符 号 化 画 像 デ ー タ 復 号 化 工 程 （ Ｓ ｔ ３ ） に お い て は 、 両 復 号 化 回 路 ６ ， ７ に よ り 、
両 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ ， Ｄ ａ ０ が 同 期 し て 復 号 化 さ れ 、 両 復 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ １ ，
Ｄ ｂ ０ が 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
次 の 変 化 量 デ ー タ 算 出 工 程 （ Ｓ ｔ ４ ） に お い て は 、 変 化 量 算 出 回 路 ８ に よ り 、 変 化 量 デ ー
タ Ｄ ｖ １ が 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
そ の 次 の １ フ レ ー ム 前 画 像 再 生 工 程 （ Ｓ ｔ ５ ） に お い て は 、 １ フ レ ー ム 前 画 像 再 生 回 路 ９
に よ り 、 １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ が 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
更 に 、 現 画 像 デ ー タ 補 正 工 程 （ Ｓ ｔ ６ ） に お い て は 、 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ の 動 作 に よ
り 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ に 対 応 す る 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ が 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
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そ し て 、 以 上 の 各 工 程 Ｓ ｔ １ ～ Ｓ ｔ ６ の 動 作 が 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ に 対 し て １ フ レ ー ム
毎 に 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
次 に 、 本 実 施 形 態 の 核 心 を 成 す 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ の よ り 具 体 的 な 構 成 ・ 機 能 に つ い
て 、 言 及 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ は 、 一 般 的 に は 、 （ Ａ ） 受 信 回 路 ２ の 出 力 端 及 び １ フ レ ー ム 前 画
像 再 生 回 路 ９ の 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 と 、 出 力 端 と を 有 す る 、 「 少 な く と も ２ 個 の ル
ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 保 有 回 路 」 と 、 （ Ｂ ） 少 な く と も ２ 個 の ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 保 有 回
路 の 出 力 端 、 及 び 温 度 制 御 部 １ ２ の 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 と 、 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ に
接 続 さ れ た 出 力 端 と を 有 す る 「 補 正 量 制 御 回 路 」 と よ り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
そ し て 、 （ Ｂ ） 補 正 量 制 御 回 路 は 、 少 な く と も ２ 個 の ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 保 有 回 路 が 出
力 す る 少 な く と も ２ 個 の 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ の 内 か ら 、 制 御 信 号 Ｔ Ｐ １ の 指 令 に 基 づ い
て 、 １ 個 の 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ を 選 択 し 、 被 選 択 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ を 補 正 現 画 像 デ
ー タ Ｄ ｊ １ と し て 、 そ の 出 力 端 か ら 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
こ れ に 対 し て 、 （ Ａ － １ ） 少 な く と も ２ 個 の ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 保 有 回 路 の 一 方 で あ る
「 第 １ ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 保 有 回 路 」 は 、 第 １ 温 度 （ Ｔ １ ） に お け る 「 第 １ ル ッ ク ア ッ
プ テ ー ブ ル 」 を 保 有 し て い る 。 こ の 第 １ ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル は 、 「 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １
又 は そ の 近 傍 雰 囲 気 の 温 度 が 第 １ 温 度 （ Ｔ １ ） に あ る 状 況 下 で 、 液 晶 の 透 過 率 が １ フ レ ー
ム 期 間 内 に 第 １ 輝 度 値 に 相 当 す る 第 １ 透 過 率 に 到 達 し 得 る 様 に 、 ｎ ビ ッ ト 信 号 で あ る 現 画
像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 第 １ 輝 度 値 と 、 同 じ く ｎ ビ ッ ト 信 号 で あ る １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ
Ｄ ｐ １ の 第 ２ 輝 度 値 と の 組 合 せ 毎 に 予 め 求 め ら れ た 、 ２ n × ２ n 個 の 、 第 １ 候 補 値 を 与 え る
第 １ 補 正 画 像 デ ー タ 」 を 有 し て い る 。 そ し て 、 第 １ ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 保 有 回 路 は 、 第
１ ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル に お け る ２ n × ２ n 個 の 第 １ 補 正 画 像 デ ー タ の 中 か ら 、 現 画 像 デ ー
タ Ｄ ｉ １ の 第 １ 輝 度 値 と 、 １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ １ の 第 ２ 輝 度 値 と の 組 合 せ に
対 応 す る 第 １ 候 補 値 を 有 す る 第 １ 補 正 画 像 デ ー タ を 、 少 な く と も ２ 個 の 補 正 候 補 現 画 像 デ
ー タ の 一 方 で あ る 第 １ 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ と し て 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
又 、 （ Ａ － ２ ） 少 な く と も ２ 個 の ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 保 有 回 路 の 他 方 で あ る 「 第 ２ ル ッ
ク ア ッ プ テ ー ブ ル 保 有 回 路 」 は 、 第 １ 温 度 （ Ｔ １ ） と は 異 な る 第 ２ 温 度 （ Ｔ ２ ） に お け る
「 第 ２ ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 」 を 保 有 し て い る 。 こ こ で 、 第 ２ ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル は 、
「 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ 又 は そ の 近 傍 雰 囲 気 の 温 度 が 第 ２ 温 度 （ Ｔ ２ ） に あ る 状 況 下 で 、 液
晶 の 透 過 率 が １ フ レ ー ム 期 間 内 に 第 １ 透 過 率 に 到 達 し 得 る 様 に 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 第
１ 輝 度 値 と １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ １ の 第 ２ 輝 度 値 と の 組 合 せ 毎 に 予 め 求 め ら れ
た 、 ２ n × ２ n 個 の 、 第 ２ 候 補 値 を 与 え る 第 ２ 補 正 画 像 デ ー タ 」 を 有 し て い る 。 そ し て 、 第
２ ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 保 有 回 路 は 、 第 ２ ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル に お け る ２ n × ２ n 個 の 第
２ 補 正 画 像 デ ー タ の 中 か ら 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 第 １ 輝 度 値 と 、 １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像
デ ー タ Ｄ ｐ １ の 第 ２ 輝 度 値 と の 組 合 せ に 対 応 す る 第 ２ 候 補 値 を 有 す る 第 ２ 補 正 画 像 デ ー タ
を 、 少 な く と も ２ 個 の 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ の 他 方 で あ る 第 ２ 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ と し
て 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
次 に 、 上 記 の 一 般 的 構 成 の 内 で 、 温 度 制 御 部 １ ２ が １ 個 の 基 準 温 度 （ Ｔ ０ ） の デ ー タ を 有
し て お り 、 且 つ 、 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ が ２ 個 の ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 保 有 回 路 を 有 し
て い る 場 合 に お け る 、 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ の 構 成 ・ 機 能 に つ い て 記 載 す る 。 又 、 記 載
の 便 宜 上 、 ｎ ビ ッ ト と は ８ ビ ッ ト で あ る も の と す る 。 勿 論 、 ｎ ビ ッ ト 信 号 と は ８ ビ ッ ト 信
号 に 限 定 さ れ る 概 念 で は な く 、 ビ ッ ト 数 が ２ 以 上 の 任 意 の 整 数 値 を 採 り 得 る 信 号 で あ る 。
即 ち 、 ｎ ビ ッ ト 信 号 は 、 画 像 デ ー タ 処 理 に よ り 実 質 的 に 補 正 デ ー タ を 生 成 す る こ と が 可 能
な ビ ッ ト 数 を 有 す る 信 号 で あ れ ば 良 い 。
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【 ０ ０ ５ ７ 】
図 ３ は 、 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ の 内 部 構 成 の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ３ に 示 す
様 に 、 同 回 路 １ ０ は 、 ▲ １ ▼ 受 信 回 路 ２ の 出 力 端 及 び １ フ レ ー ム 前 画 像 再 生 回 路 ９ の 出 力
端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 を 共 に 有 す る 第 １ 及 び 第 ２ ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル （ 以 後 、 ル ッ ク ア
ッ プ テ ー ブ ル を 端 に Ｌ Ｕ Ｔ と 称 す ） 保 有 回 路 １ ３ ， １ ４ と 、 ▲ ２ ▼ 両 回 路 １ ３ ， １ ４ の 出
力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 を 有 す る 補 正 量 制 御 回 路 １ ５ と か ら 成 る 。 こ れ ら の 内 で 、 補 正 量
制 御 回 路 １ ５ は 、 第 １ Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １ ３ が 出 力 す る 第 １ 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ２ と
第 ２ Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １ ４ が 出 力 す る 第 ２ 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ３ と の 一 方 を 、 制 御 信
号 Ｔ Ｐ １ の 指 令 内 容 に 応 じ て 、 被 選 択 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ 、 即 ち 、 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ
ｊ １ と し て 、 選 択 ・ 出 力 す る 。 従 っ て 、 補 正 量 制 御 回 路 １ ５ は セ レ ク タ と し て の 構 成 ・ 機
能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
こ れ に 対 し て 、 第 １ Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １ ３ は 、 基 準 温 度 （ Ｔ ０ ） 以 下 の あ る 温 度 、 即 ち 、 第
１ 温 度 （ Ｔ １ ） に お け る Ｌ Ｕ Ｔ デ ー タ を 第 １ Ｌ Ｕ Ｔ と し て 保 有 な い し は 記 憶 し て い る 。 例
え ば 、 同 回 路 １ ３ は 、 メ モ リ あ る い は デ ィ ス ク 等 の 記 憶 装 置 よ り 成 る 。 こ こ で 、 第 １ Ｌ Ｕ
Ｔ は 、 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ 又 は そ の 近 傍 雰 囲 気 の 温 度 が 上 記 第 １ 温 度 （ Ｔ １ ） に 該 当 す る
状 況 下 に お い て 、 液 晶 の 透 過 率 が １ フ レ ー ム 期 間 内 に 第 １ 透 過 率 に 到 達 し 得 る 様 に 、 ８ ビ
ッ ト 信 号 の 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ が 示 す 第 １ 輝 度 値 と 、 同 じ く ８ ビ ッ ト 信 号 の １ フ レ ー ム 前
再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ １ が 示 す 第 ２ 輝 度 値 と の 組 合 せ 毎 に 予 め 求 め ら れ た 、 ２ ５ ６ × ２ ５ ６
個 の 第 １ 候 補 値 デ ー タ （ 第 １ 補 正 画 像 デ ー タ ） を 有 す る マ ト リ ッ ク ス 状 テ ー ブ ル で あ る 。
こ の 様 な ２ ５ ６ × ２ ５ ６ 個 の 第 １ 補 正 画 像 デ ー タ を 有 す る 第 １ Ｌ Ｕ Ｔ の 構 成 を 模 式 的 に 示
す 図 が 、 図 ４ で あ る 。 図 ４ に 示 す 様 に 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ 及 び １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ
ー タ Ｄ ｐ ０ は 、 共 に ８ ビ ッ ト 画 像 デ ー タ で あ り 、 “ ０ ” ～ “ ２ ５ ５ ” ま で の 範 囲 に 属 す る
値 を 採 り 得 る 。 そ し て 、 第 １ Ｌ Ｕ Ｔ は 、 ２ 次 元 に 配 列 さ れ る ２ ５ ６ × ２ ５ ６ 個 の 第 １ 候 補
値 デ ー タ を 有 し て い る 。 そ の 結 果 、 第 １ Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １ ３ は 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ （ 第
１ 入 力 信 号 ） の 第 １ 輝 度 値 と １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ （ 第 ２ 入 力 信 号 ） の 第 ２
輝 度 値 と の 組 合 せ に 対 応 す る 第 １ 候 補 値 （ 換 言 す れ ば 、 上 記 組 合 せ で 指 定 さ れ る 格 納 領 域
（ ア ド レ ス ） に 格 納 さ れ て い る 第 １ 候 補 値 ） を 有 す る 第 １ 補 正 画 像 デ ー タ ｄ ｔ （ Ｄ ｉ １ ，
Ｄ ｐ ０ ） を 、 第 １ 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ２ と し て 出 力 す る 。 尚 、 第 １ 輝 度 値 と 第 ２ 輝
度 値 と が 互 い に 等 し い 場 合 、 つ ま り 、 １ 画 面 内 の あ る 画 素 に お け る 輝 度 変 化 が 無 い 場 合 に
は 、 第 １ Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １ ３ が 出 力 す る 第 １ 補 正 画 像 デ ー タ ｄ ｔ （ Ｄ ｉ １ ， Ｄ ｐ ０ ） は 、
現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 第 １ 輝 度 値 （ ＝ 第 ２ 輝 度 値 ） を 与 え る デ ー タ で あ る 。 即 ち 、 こ の 場
合 に は 、 同 回 路 １ ３ は 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 輝 度 値 を 補 正 し な い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
又 、 他 方 の 第 ２ Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １ ４ は 、 基 準 温 度 （ Ｔ ０ ） よ り も 高 い あ る 温 度 、 即 ち 、 第
２ 温 度 （ Ｔ ２ ） に お け る Ｌ Ｕ Ｔ デ ー タ を 第 ２ Ｌ Ｕ Ｔ と し て 保 有 な い し は 記 憶 し て い る 。 例
え ば 、 同 回 路 １ ４ は 、 メ モ リ あ る い は デ ィ ス ク 等 の 記 憶 装 置 よ り 成 る 。 そ し て 、 第 ２ Ｌ Ｕ
Ｔ は 、 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ 又 は そ の 近 傍 雰 囲 気 の 温 度 が 上 記 第 ２ 温 度 （ Ｔ ２ ） に 該 当 す る
状 況 下 に お い て 、 液 晶 の 透 過 率 が １ フ レ ー ム 期 間 内 に 第 １ 透 過 率 に 到 達 し 得 る 様 に 、 ８ ビ
ッ ト 信 号 の 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ が 示 す 第 １ 輝 度 値 と 、 ８ ビ ッ ト 信 号 の １ フ レ ー ム 前 再 生 画
像 デ ー タ Ｄ ｐ １ が 示 す 第 ２ 輝 度 値 と の 組 合 せ 毎 に 予 め 求 め ら れ た 、 ２ ５ ６ × ２ ５ ６ 個 の 第
２ 候 補 値 デ ー タ （ 第 ２ 補 正 画 像 デ ー タ ） を 有 す る マ ト リ ッ ク ス 状 テ ー ブ ル で あ る 。 こ の 様
な ２ ５ ６ × ２ ５ ６ 個 の 第 ２ 補 正 画 像 デ ー タ を 有 す る 第 ２ Ｌ Ｕ Ｔ の 構 造 も ま た 、 基 本 的 に 、
図 ４ に 示 し た も の と 同 様 で あ る 。 従 っ て 、 第 ２ Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １ ４ は 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ
１ （ 第 １ 入 力 信 号 ） の 第 １ 輝 度 値 と １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ （ 第 ２ 入 力 信 号 ）
の 第 ２ 輝 度 値 と の 組 合 せ に 対 応 す る 第 ２ 候 補 値 （ 換 言 す れ ば 、 上 記 組 合 せ で 指 定 さ れ る 格
納 領 域 （ ア ド レ ス ） に 格 納 さ れ て い る 第 ２ 候 補 値 ） を 有 す る 第 ２ 補 正 画 像 デ ー タ ｄ ｔ （ Ｄ
ｉ １ ， Ｄ ｐ ０ ） を 、 第 ２ 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ３ と し て 出 力 す る 。 そ し て 、 第 ２ 温 度
（ Ｔ ２ ） 下 に お い て 第 １ 輝 度 値 と 第 ２ 輝 度 値 と が 互 い に 等 し い 場 合 、 つ ま り 、 １ 画 面 内 の
あ る 画 素 に お け る 輝 度 変 化 が 無 い 場 合 に は 、 第 ２ Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １ ４ が 出 力 す る 第 ２ 補 正
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画 像 デ ー タ ｄ ｔ （ Ｄ ｉ １ ， Ｄ ｐ ０ ） は 、 第 ２ 温 度 （ Ｔ ２ ） 下 に お け る 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １
の 第 １ 輝 度 値 （ ＝ 第 ２ 輝 度 値 ） を 与 え る デ ー タ で あ る 。 即 ち 、 こ の 場 合 に は 、 同 回 路 １ ４
は 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 輝 度 値 を 補 正 し な い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
以 上 の 通 り 、 第 １ Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １ ３ 及 び 第 ２ Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １ ４ が 出 力 す る 第 １ 補 正 候
補 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ２ 及 び 第 ２ 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ３ は 共 に 、 対 応 す る あ る 温 度 下
に お い て 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ が 与 え る 第 １ 輝 度 値 及 び １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ
０ が 与 え る 第 ２ 輝 度 値 に 基 づ い て 、 入 力 画 面 内 の 当 該 画 素 の 表 示 画 素 に 該 当 す る 液 晶 の 部
分 が １ フ レ ー ム 期 間 内 に 当 該 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 第 １ 輝 度 値 に 対 応 す る 透 過 率 （ 第 １ 透
過 率 ） と な る 様 に 決 定 さ れ た 、 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ の 候 補 デ ー タ で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
そ し て 、 図 ３ の 補 正 量 制 御 回 路 １ ５ は 、 温 度 制 御 部 １ ２ か ら 出 力 さ れ る 制 御 信 号 Ｔ Ｐ １ に
基 づ い て 、 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ の 両 候 補 デ ー タ Ｄ ｊ ２ 、 Ｄ ｊ ３ の 内 か ら 、 そ の 一 方 の
補 正 候 補 デ ー タ を 、 現 在 の 周 囲 温 度 下 に お い て 最 適 と 評 価 さ れ る 補 正 現 画 像 デ ー タ と し て
選 択 し 、 選 択 さ れ た 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ を 出 力 す る 。 例 え ば 、 温 度 制 御 部 １ ２ が 、 検
出 さ れ た 周 囲 温 度 （ Ｔ ） が 同 部 １ ２ の 基 準 温 度 （ Ｔ ０ ） 以 下 で あ る こ と を 検 出 す る 場 合 に
は 、 同 部 １ ２ は 、 第 １ 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ２ の 選 択 を 指 令 す る 第 １ レ ベ ル （ 例 え ば
“ １ ” ） の 制 御 信 号 Ｔ Ｐ １ を 出 力 し 、 こ の 制 御 信 号 Ｔ Ｐ １ の 入 力 に 応 じ て 、 補 正 量 制 御 回
路 １ ５ は 、 第 １ 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ２ を 当 該 周 囲 温 度 （ Ｔ ） に お け る 最 適 化 さ れ た
補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ と し て 選 択 す る 。 他 方 、 温 度 制 御 部 １ ２ が 、 検 出 さ れ た 周 囲 温 度
（ Ｔ ） が 同 部 １ ２ の 基 準 温 度 （ Ｔ ０ ） よ り も 高 い こ と を 検 出 す る 場 合 に は 、 同 部 １ ２ は 、
第 ２ 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ３ の 選 択 を 指 令 す る 第 ２ レ ベ ル （ 例 え ば “ ０ ” ） の 制 御 信
号 Ｔ Ｐ １ を 出 力 し 、 こ の 制 御 信 号 Ｔ Ｐ １ の 入 力 に 応 じ て 、 補 正 量 制 御 回 路 １ ５ は 、 第 ２ 補
正 候 補 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ３ を 当 該 周 囲 温 度 （ Ｔ ） に お け る 最 適 化 さ れ た 補 正 現 画 像 デ ー タ
Ｄ ｊ １ と し て 選 択 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
尚 、 第 １ 輝 度 値 と 第 ２ 輝 度 値 と が 等 し い 場 合 に は 、 補 正 量 制 限 回 路 １ ５ が 第 １ 及 び 第 ２ 補
正 候 補 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ２ 、 Ｄ ｊ ３ の 何 れ を 選 択 し よ う と も 、 選 択 後 の 補 正 現 画 像 デ ー タ
Ｄ ｊ １ の 輝 度 値 は 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 第 １ 輝 度 値 に 等 し い 。 従 っ て 、 動 画 面 内 の あ る 画
面 中 の 画 素 デ ー タ が 与 え る 輝 度 値 と 次 の 画 面 中 の 当 該 画 素 デ ー タ が 与 え る 輝 度 値 と の 間 に
変 化 が 無 い 場 合 に は 、 周 囲 温 度 （ Ｔ ） の 如 何 に 拘 わ ら ず 、 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ は 現 画
像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 補 正 を 一 切 行 わ な い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
次 に 、 図 ３ の 各 Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １ ３ ． １ ４ に お け る Ｌ Ｕ Ｔ 内 の ２ n × ２ n 個 の 候 補 値 を 与 え
る 補 正 画 像 デ ー タ の 求 め 方 な い し は 決 定 方 法 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し つ つ 言 及 す る 。 尚 、
第 １ 及 び 第 ２ 候 補 値 の 決 定 方 法 は 、 そ の と き の 周 囲 温 度 が 異 な る 点 を 除 い て 、 基 本 的 に 同
じ で あ る の で 、 以 下 の 記 載 で は 、 便 宜 上 、 第 １ 候 補 値 を 与 え る 第 １ 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ２
を 代 表 例 に 取 上 げ て 記 載 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 輝 度 （ 第 １ 輝 度 ） を ８ ビ ッ ト （ ０ ～ ２ ５ ５ ） の 情 報 量 と し て 表 す 場
合 を 考 え る 。 こ の と き 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ ＝ １ ２ ７ の 場 合 に は 、 当 該 輝 度 値 に 対 応 す る
液 晶 の 透 過 率 は ５ ０ ％ で あ る 。 こ の 様 な 透 過 率 ５ ０ ％ を 実 現 し 得 る 印 加 電 圧 を 電 圧 Ｖ ５ ０
と す る 。 同 様 に 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ ＝ １ ９ １ の 場 合 に は 、 当 該 輝 度 値 に 対 応 す る 液 晶 の
透 過 率 は ７ ５ ％ で あ り 、 こ の 様 な 透 過 率 ７ ５ ％ を 実 現 し 得 る 印 加 電 圧 を 電 圧 Ｖ ７ ５ と す る
。 こ こ で 、 図 ５ は 、 透 過 率 ０ ％ の 液 晶 に 対 し て 上 記 電 圧 Ｖ ５ ０ ， Ｖ ７ ５ を 印 加 し た 場 合 の
、 液 晶 の 応 答 速 度 を 示 す （ prior art） 。 図 ５ に 示 す 様 に 、 電 圧 Ｖ ５ ０ 及 び 電 圧 Ｖ ７ ５ の
何 れ の 場 合 に も 、 液 晶 の 透 過 率 が 所 定 の 透 過 率 （ ５ ０ ％ 及 び ７ ５ ％ ） に 到 達 す る に は 、 １
フ レ ー ム 期 間 よ り も 長 い 応 答 時 間 を 要 す る 。 従 っ て 、 入 力 動 画 面 中 の あ る 画 素 の 画 像 デ ー
タ の 輝 度 値 が １ フ レ ー ム 期 間 経 過 後 に （ 時 間 的 に ） 変 化 す る 場 合 に は 、 「 １ フ レ ー ム 期 間
経 過 時 点 に お け る 、 当 該 画 素 に 対 応 す る 表 示 画 素 を 成 す 液 晶 部 分 の 透 過 率 」 が 、 「 現 画 像
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デ ー タ Ｄ ｉ １ が 与 え る 第 １ 輝 度 値 に 対 応 す る 所 望 の 透 過 率 」 と な る 様 な 電 圧 を 、 当 該 液 晶
部 分 に 印 加 す る こ と に よ り 、 液 晶 の 応 答 速 度 を 向 上 さ せ る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
今 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 輝 度 値 が “ ０ ” か ら “ １ ２ ７ ” に 変 化 す る 場 合 を 考 え る 。 こ の
場 合 、 図 ５ に 示 す 様 に 、 電 圧 Ｖ ５ ０ を 液 晶 に 印 加 し た の で は 、 １ フ レ ー ム 期 間 経 過 時 点 に
お け る 液 晶 の 透 過 率 は ５ ０ ％ に 到 達 し 得 な い が 、 電 圧 Ｖ ７ ５ を 液 晶 に 印 加 す る と き に は 、
１ フ レ ー ム 期 間 経 過 時 点 に お け る 液 晶 の 透 過 率 は ５ ０ ％ と な る 。 よ っ て 、 目 標 と す る 透 過
率 が ５ ０ ％ の 場 合 に は 、 輝 度 変 化 に 応 じ て 、 液 晶 に 印 加 す る 電 圧 を 電 圧 Ｖ ７ ５ に 設 定 す る
こ と に よ り 、 １ フ レ ー ム 期 間 内 に 液 晶 の 透 過 率 を 所 望 の 透 過 率 と す る こ と が 可 能 と な る 。
つ ま り 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ が “ ０ ” か ら “ １ ２ ７ ” に 変 化 す る 場 合 、 当 該 現 画 像 デ ー タ
Ｄ ｉ １ を 補 正 さ れ た 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ２ ＝ １ ９ １ と し て 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ に 出 力 す る こ
と に よ り 、 当 該 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 受 信 時 か ら １ フ レ ー ム 期 間 経 過 時 点 に お い て 液 晶 の
透 過 率 が 所 望 の 透 過 率 と な る 様 な 電 圧 が 液 晶 に 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
尚 、 あ る 画 面 内 に お け る １ 画 素 の デ ー タ が 与 え る 輝 度 値 が 次 の １ フ レ ー ム 期 間 経 過 後 に お
い て も 変 化 し な い と き に は 、 当 該 画 素 に 対 応 す る 表 示 画 素 を 成 す 液 晶 部 分 は 既 に 当 該 輝 度
値 を 実 現 し 得 る 透 過 率 を 有 し て い る の で 、 液 晶 の 応 答 速 度 に 変 化 は 無 く 、 補 正 量 は ０ 値 で
あ る 。 こ の 点 を 、 念 の 為 に 、 図 ６ の 応 答 速 度 図 に 示 し て お く 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
図 ７ は 、 液 晶 の 応 答 速 度 の 一 例 を 示 す 図 で あ る （ prior art） 。 図 ７ に お い て 、 ｘ 軸 は 現
画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 値 （ 現 画 像 に お け る 輝 度 値 ） を 、 ｙ 軸 は 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ か ら 見 て
１ フ レ ー ム 前 の 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ ０ の 値 （ １ フ レ ー ム 前 の 画 像 に お け る 輝 度 値 ） を 、 ｚ 軸 は
、 液 晶 が １ フ レ ー ム 前 の 輝 度 値 に 対 応 す る 透 過 率 か ら 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 輝 度 値 に 対 応
す る 透 過 率 を 有 す る ま で に 要 す る 応 答 時 間 を 、 各 々 示 し て い る 。 こ こ で 、 画 像 の 輝 度 値 が
８ ビ ッ ト で 与 え ら れ る 場 合 に は 、 現 画 像 に お け る 輝 度 値 、 及 び 、 １ フ レ ー ム 前 の 画 像 に お
け る 輝 度 値 の 組 み 合 わ せ は ２ ５ ６ × ２ ５ ６ 通 り 存 在 す る の で 、 液 晶 の 応 答 速 度 の 値 も ２ ５
６ × ２ ５ ６ 通 り 存 在 す る 。 但 し 、 図 ７ で は 、 図 示 の 都 合 上 、 輝 度 値 の 組 み 合 わ せ に 対 応 す
る 応 答 速 度 を ８ × ８ 通 り の 数 に 簡 略 化 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
図 ８ は 、 液 晶 の 透 過 率 が １ フ レ ー ム 期 間 経 過 時 点 に お い て 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 輝 度 値 に
対 応 す る 透 過 率 と な る た め に 必 要 な 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 補 正 量 （ 輝 度 補 正 量 ： ８ ビ ッ ト
値 ） を 示 し て い る （ prior art） 。 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 輝 度 値 が ８ ビ ッ ト で 与 え ら れ る
場 合 、 現 画 像 の 輝 度 値 及 び １ フ レ ー ム 前 の 画 像 に お け る 輝 度 値 の 組 み 合 わ せ に 対 応 し て 、
補 正 量 は ２ ５ ６ × ２ ５ ６ 通 り の 数 だ け 存 在 す る 。 但 し 、 こ こ で も 、 図 示 の 都 合 上 、 図 ８ は
、 ８ × ８ 通 り に 簡 略 化 さ れ た 補 正 量 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
図 ７ に 示 す 様 に 、 液 晶 の 応 答 速 度 は 、 現 画 像 に お け る 輝 度 値 及 び １ フ レ ー ム 前 の 画 像 に お
け る 輝 度 値 の 組 合 せ 毎 に 異 な り 、 し か も 、 液 晶 の 材 料 及 び 駆 動 電 極 の 形 状 等 に も 依 存 す る
の で 、 輝 度 値 の 変 化 に 応 じ て 液 晶 の 応 答 速 度 を 速 め る た め に 必 要 な 画 像 デ ー タ の 補 正 量 を
簡 単 な 計 算 式 に よ っ て 求 め る こ と は 出 来 な い 。 し か し な が ら 、 そ の 様 な 計 算 式 を 定 立 す る
こ と 自 体 は 困 難 で あ る も の の 、 図 ９ （ prior art） に 示 す 様 な 補 正 画 像 デ ー タ を 作 成 す る
こ と は 出 来 る 。 即 ち 、 各 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ に 、 図 ８ に 示 す ２ ５ ６ × ２ ５ ６ 通 り の 補 正 量
を 、 １ フ レ ー ム 前 の 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ ０ の 各 輝 度 値 に 対 応 さ せ な が ら 加 算 し て い く こ と で 、
図 ９ の 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ２ が 得 ら れ る 。 そ こ で 、 図 １ の 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ に お い て 用
い ら れ て い る 液 晶 に つ い て 、 あ る 温 度 （ 第 １ 温 度 Ｔ １ ） 下 に お い て 実 際 に 得 ら れ る 図 ８ の
デ ー タ を 用 い て 上 記 の 様 な 加 算 処 理 を 実 際 に 逐 一 実 行 し て い く こ と に よ り 得 ら れ た 、 図 ９
に 相 当 の 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ２ を 、 ２ ５ ６ × ２ ５ ６ 個 の 第 １ 候 補 値 デ ー タ と し て 、 図 ３ の
第 １ Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １ ３ に 格 納 す る 。 そ の 際 、 第 １ 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ２ は 、 液 晶 表 示 パ
ネ ル １ １ が 表 示 可 能 な 輝 度 範 囲 を 超 え な い 様 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
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こ の 様 に 、 あ る 温 度 （ 第 １ 温 度 Ｔ １ ） 下 に お い て 実 際 に 得 ら れ た 補 正 量 デ ー タ を 以 っ て 第
１ Ｌ Ｕ Ｔ デ ー タ を 構 成 し て い る の で 、 液 晶 の 材 料 及 び 電 極 形 状 等 の 使 用 条 件 に 対 応 し た 第
１ 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ２ を 有 す る 第 １ Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １ ３ を 構 築 す る こ と が 出 来 、 液 晶 の
特 性 に 応 じ た 応 答 速 度 の 制 御 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
又 、 図 ８ に お い て は 、 液 晶 の 応 答 速 度 が 比 較 的 遅 く な る 階 調 変 化 に 対 し て は 補 正 量 が 比 較
的 大 き く な る 様 に 、 補 正 量 が 設 定 さ れ て い る 。 即 ち 、 一 般 的 に 、 液 晶 の 応 答 速 度 は 階 調 毎
に 異 な り 、 例 え ば 、 白 か ら 黒 へ の 階 調 変 化 に 対 し て は 液 晶 の 応 答 速 度 は 比 較 的 速 い が 、 暗
い グ レ ー か ら 明 る い グ レ ー へ の 階 調 変 化 に 対 し て は 液 晶 の 応 答 速 度 は 比 較 的 遅 い 。 そ の た
め 、 液 晶 の 応 答 速 度 が 比 較 的 速 く な る 階 調 変 化 に つ い て は 補 正 量 が 比 較 的 小 さ く な る 様 に
、 逆 に 液 晶 の 応 答 速 度 が 比 較 的 遅 く な る 階 調 変 化 に つ い て は 補 正 量 が 比 較 的 大 き く な る 様
に 、 補 正 量 は 設 定 さ れ て い る 。 特 に 、 中 間 輝 度 （ グ レ ー ） か ら 高 輝 度 （ 白 ） に 階 調 が 変 化
す る 際 の 応 答 速 度 は 遅 い 。 従 っ て 、 図 ８ の 補 正 量 を 定 め る に 当 っ て 、 中 間 輝 度 を 表 す １ フ
レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ と 、 高 輝 度 を 表 す 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ と の 間 の 差 に 対 応 す
る 階 調 変 化 量 を 、 正 の 方 向 （ グ レ ー か ら 白 へ の 階 調 変 化 の 場 合 ） あ る い は 負 の 方 向 （ 白 か
ら グ レ ー へ の 階 調 変 化 の 場 合 ） に よ り 大 き な 値 に 設 定 す る こ と に よ り 、 液 晶 の 応 答 速 度 を
効 果 的 に 向 上 さ せ る こ と が 出 来 、 以 っ て 、 液 晶 の 応 答 速 度 が 特 に 遅 く な る 様 な 上 記 輝 度 変
化 （ 階 調 変 化 ） の 場 合 に 対 し て も 適 切 且 つ 確 実 に 対 応 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
又 、 液 晶 の 応 答 特 性 は 当 該 液 晶 の 温 度 に よ っ て も 変 化 す る の で 、 既 述 し た 通 り 、 図 ３ の 第
２ Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １ ４ に は 、 第 １ Ｌ Ｕ Ｔ の 場 合 と は 異 な る 第 ２ 温 度 （ Ｔ ２ （ ＞ Ｔ １ ） ） 下
に お い て 液 晶 の 応 答 速 度 を 効 果 的 に 向 上 さ せ 得 る 様 な 補 正 デ ー タ が 、 第 ２ Ｌ Ｕ Ｔ デ ー タ と
し て 、 書 き 込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
こ こ で 、 図 １ ０ 乃 至 図 １ ３ （ prior arts） は 、 図 ５ 、 図 ７ 乃 至 図 ９ に 示 し た 液 晶 の 応 答 速
度 、 補 正 量 、 及 び 補 正 画 像 デ ー タ に お け る 第 １ 温 度 （ Ｔ １ ） と は 異 な る 第 ２ 温 度 （ Ｔ ２ ）
下 に お け る 、 応 答 速 度 、 補 正 量 、 及 び 補 正 画 像 デ ー タ の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ ０ 中 、
電 圧 Ｖ ５ ０ 及 び 電 圧 Ｖ ７ ５ は そ れ ぞ れ 図 ５ に 示 す 電 圧 Ｖ ５ ０ ， Ｖ ７ ５ に 相 当 し て お り 、 参
考 と し て 描 か れ て い る 。 図 １ ０ に 示 す 様 に 、 第 １ 温 度 （ Ｔ １ ） よ り も 高 い 第 ２ 温 度 （ Ｔ ２
） に お い て は 、 液 晶 の 応 答 速 度 は 第 １ 温 度 （ Ｔ １ ） の と き の そ れ よ り も 速 く な る の で 、 目
標 透 過 率 ５ ０ ％ を １ フ レ ー ム 期 間 経 過 時 点 に お い て 達 成 す る た め に 必 要 な 印 加 電 圧 は 、 電
圧 Ｖ ７ ５ ａ よ り も 小 さ く 且 つ 電 圧 Ｖ ５ ０ ａ よ り も 大 き な 値 に 設 定 さ れ る 。 尚 、 図 １ ０ 乃 至
図 １ ３ の 各 図 は 周 囲 温 度 が 異 な る 以 外 は 図 ５ 、 図 ７ 乃 至 図 ９ の 各 図 と 同 様 の 内 容 を 有 す る
の で 、 そ れ ら の 図 面 の 詳 細 な 説 明 は 割 愛 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
こ こ で 、 図 １ ４ （ Ａ ） 、 図 １ ４ （ Ｂ ） 及 び 図 １ ４ （ Ｃ ） は 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 画 像 デ
ー タ 処 理 方 法 の 要 点 を 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。 即 ち 、 図 １ ４ （ Ａ ） は 、 時 刻 ｔ ０
に お い て 輝 度 値 Ｌ ０ か ら よ り 明 る い 輝 度 値 Ｌ １ に 変 化 し 、 そ の 後 は 時 刻 ｔ ２ 直 前 ま で 輝 度
値 の 変 化 の 無 い 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ を 示 し て い る 。 又 、 図 １ ４ （ Ｂ ） は 補 正 現 画 像 デ ー タ
Ｄ ｊ １ の 輝 度 値 を 示 し て お り 、 更 に 図 １ ４ （ Ｃ ） は 、 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ に 基 づ く 電
圧 を 液 晶 に 印 加 し た と き の 表 示 輝 度 の 変 化 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ は 、 時 刻 ｔ ０ に お い て 輝 度 値 Ｌ ０ か ら よ り 一 層 明 る い 輝 度 値 Ｌ ２
（ ＞ Ｌ １ ） に 変 化 し 、 １ フ レ ー ム 期 間 経 過 時 点 の 時 刻 ｔ １ に お い て 輝 度 値 Ｌ １ に 減 少 変 化
す る 。 こ の 様 な 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ の 設 定 に よ り 、 時 刻 ｔ ０ か ら 時 刻 ｔ １ ま で の １ フ
レ ー ム 期 間 内 に お い て の み 、 液 晶 の 応 答 速 度 は 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ に 相 当 す る 電 圧 が 液
晶 に 印 加 さ れ る 場 合 の そ れ よ り も 速 く な り 、 時 刻 ｔ １ に お い て 、 液 晶 の 透 過 率 は 確 実 に 表
示 輝 度 Ｌ １ を 実 現 し 得 る 値 に 到 達 す る 。 そ し て 、 時 刻 ｔ １ か ら 時 刻 ｔ ２ 直 前 ま で の 期 間 に
お い て は 液 晶 の 応 答 速 度 を 速 め る 必 要 性 は 無 く な っ て い る の で 、 同 期 間 中 に お け る 補 正 現
画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ は 輝 度 値 Ｌ １ の レ ベ ル を 維 持 し 続 け る 。 時 刻 ｔ ２ に お い て 現 画 像 デ ー タ
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Ｄ ｉ １ が 輝 度 値 Ｌ ０ に 戻 る 場 合 に お い て も 、 同 様 に 、 よ り 一 層 速 い 応 答 速 度 を 実 現 す る 必
要 性 が あ る た め 、 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ は 輝 度 値 Ｌ １ か ら 輝 度 値 Ｌ ０ よ り も 暗 い 輝 度 値
Ｌ ３ へ と 変 化 し 、 そ の 後 、 時 刻 ｔ ３ ま で の １ フ レ ー ム 期 間 内 、 当 該 輝 度 値 Ｌ ３ を 維 持 す る
。 こ れ に よ り 、 表 示 輝 度 は 、 １ フ レ ー ム 期 間 経 過 後 の 時 刻 ｔ ３ に お い て 、 確 実 に 輝 度 値 Ｌ
０ に 到 達 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
尚 、 図 １ ４ （ Ｃ ） 中 の 破 線 に よ り 示 さ れ る 表 示 輝 度 の 変 化 は 、 時 刻 ｔ １ 以 降 及 び 時 刻 ｔ ３
以 降 に お い て も 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ を 補 正 量 Ｖ １ 及 び Ｖ ２ で 補 正 し 続 け た 場 合 の 表 示 輝
度 の 変 化 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
次 に 、 図 １ の 画 像 デ ー タ 処 理 部 ３ に お け る 符 号 化 処 理 及 び 復 号 化 処 理 時 に 発 生 す る 誤 差 が
補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ に 与 え る 影 響 に つ い て 言 及 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
図 １ ５ （ Ｄ ） は 現 画 像 を 表 す 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 値 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ り 、 図 １ ５ （
Ａ ） は 現 画 像 の １ フ レ ー ム 前 の 画 像 を 表 す 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ ０ の 値 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る
。 図 １ ５ （ Ｄ ） 及 び 図 １ ５ （ Ａ ） に 示 す 様 に 、 各 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ と そ れ に 対 応 す る １
フ レ ー ム 前 の 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ ０ 間 で は 、 変 化 は な い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
こ れ に 対 し て 、 図 １ ５ （ Ｅ ） 及 び 図 １ ５ （ Ｂ ） は 、 そ れ ぞ れ 、 図 １ ５ （ Ｄ ） 及 び 図 １ ５ （
Ａ ） に 示 す 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ 及 び １ フ レ ー ム 前 の 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ ０ に 対 応 す る 符 号 化 画
像 デ ー タ を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。 こ こ で は 、 図 １ ５ （ Ｅ ） 及 び 図 １ ５ （ Ｂ ） は 、 共 に Ｆ
Ｔ Ｂ Ｃ 符 号 化 に よ っ て 得 ら れ る 符 号 化 画 像 デ ー タ を 示 し て お り 、 代 表 値 （ Ｌ ａ ， Ｌ ｂ ） を
８ ビ ッ ト デ ー タ と し て 表 し 、 各 画 素 に １ ビ ッ ト の デ ー タ を 割 り 当 て て い る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
図 １ ５ （ Ｆ ） 及 び 図 １ ５ （ Ｃ ） は 、 そ れ ぞ れ 、 図 １ ５ （ Ｅ ） 及 び 図 １ ５ （ Ｂ ） に 示 す 符 号
化 画 像 デ ー タ を 復 号 化 し た 後 の 第 １ 及 び 第 ２ 復 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ １ 及 び Ｄ ｂ ０ を 示 し て
い る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
又 、 図 １ ５ （ Ｇ ） は 、 図 １ ５ （ Ｆ ） 及 び 図 １ ５ （ Ｃ ） に 示 す 両 復 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ １ 及
び Ｄ ｂ ０ に 基 づ い て 生 成 さ れ る 変 化 量 デ ー タ Ｄ ｖ １ の 値 を 示 し て お り 、 図 １ ５ （ Ｈ ） は 、
図 １ の １ フ レ ー ム 前 画 像 再 生 回 路 ９ か ら 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ４ に 出 力 さ れ る 、 再 生 さ れ
た １ フ レ ー ム 前 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ の 値 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
図 １ ５ （ Ｄ ） 及 び 図 １ ５ （ Ｆ ） 並 び に 図 １ ５ （ Ａ ） 及 び 図 １ ５ （ Ｃ ） に 示 す 様 に 、 両 復 号
化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ １ 及 び Ｄ ｂ ０ に 、 符 号 化 及 び 復 号 化 処 理 に 伴 う 誤 差 が 生 じ て い る 。 し か
し な が ら 、 図 １ ５ （ Ｆ ） 及 び 図 １ ５ （ Ｃ ） に 示 す 両 復 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ １ 及 び Ｄ ｂ ０ に
基 づ い て 変 化 量 デ ー タ Ｄ ｖ １ を 生 成 す る こ と に よ り 、 図 １ ５ （ Ｇ ） に 示 す 通 り 、 各 変 化 量
デ ー タ Ｄ ｖ １ 値 は 何 れ も ０ 値 と な る 。 こ の た め 、 図 １ ５ （ Ｈ ） に 示 す 様 に 、 １ フ レ ー ム 前
再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ は 、 符 号 化 及 び 復 号 化 に よ り 生 じ る 誤 差 の 影 響 を 一 切 受 け る こ と な
く 、 図 １ ５ （ Ａ ） の １ フ レ ー ム 前 の 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ ０ を 忠 実 に 再 生 し 得 る 。 従 っ て 、 最 終
的 に 得 ら れ る １ フ レ ー ム 前 の 再 生 画 像 デ ー タ は 、 符 号 化 及 び 復 号 化 処 理 に 伴 う 誤 差 の 影 響
を 受 け て い な い こ と が 、 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
他 方 、 図 １ の 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ に 入 力 さ れ る 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ は 画 像 の 符 号 化 処
理 を 施 さ れ て は い な い の で 、 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ は 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ と 、 誤 差 の
影 響 を 受 け る 事 無 く 正 し く 再 生 さ れ た １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ と に 基 づ き 、 正
し い 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ を 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ に 出 力 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
尚 、 上 記 記 載 で は 、 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ が 図 ３ に 示 す ２ 個 の Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １ ３ ， １
４ を 有 す る 場 合 に つ い て 開 示 し て い る が 、 同 回 路 １ ０ の 構 成 が こ の 形 態 に 限 定 さ れ る も の
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で は な い こ と は 明 ら か で あ る 。 即 ち 、 ３ 個 以 上 の Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 を 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １
０ 内 に 設 け 、 周 囲 温 度 と 基 準 温 度 と の 比 較 結 果 を 与 え る 制 御 信 号 Ｔ Ｐ １ の レ ベ ル に 応 じ て
、 補 正 量 制 御 回 路 １ ５ が こ れ ら の Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 を 適 宜 に 切 り 替 え る こ と と し て も 良 い 。
こ の 場 合 、 Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 の 数 と 基 準 温 度 の 数 と を 増 や す 毎 に 、 各 周 囲 温 度 に お け る 画 像
デ ー タ の 補 正 量 を よ り 精 細 に 且 つ 適 切 に 制 御 す る こ と が 可 能 と な る 。 そ の 様 な 変 形 例 の 数
例 を 以 下 に 示 す 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
図 １ ６ は 、 温 度 制 御 部 １ ２ が １ 個 の 基 準 温 度 （ Ｔ ０ ） の デ ー タ を 有 し て お り 、 且 つ 、 画 像
デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ が ３ 個 の Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １ ３ Ａ ， １ ３ １ ４ Ａ ， １ ４ Ａ を 有 し て い る 場
合 に お け る 、 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 こ れ ら の 構 成 要 素
の 内 で 、 第 １ 及 び 第 ２ Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １ ３ Ａ 、 １ ４ Ａ は 、 そ れ ぞ れ 、 図 ３ に お け る 第 １ 及
び 第 ２ Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １ ３ 、 １ ４ に 相 当 し て お り 、 第 ３ Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １ ３ １ ４ Ａ は 、 温
度 制 御 部 １ ２ が 有 す る 基 準 温 度 （ Ｔ ０ ） と 同 じ 周 囲 温 度 に お け る 、 ２ ５ ６ × ２ ５ ６ 個 の 第
３ 候 補 値 デ ー タ か ら 成 る 第 ３ Ｌ Ｕ Ｔ を そ の 格 納 部 分 に 保 有 し て い る 。 そ し て 、 補 正 量 制 御
回 路 １ ５ は 、 （ Ａ ） 制 御 信 号 Ｔ Ｐ １ が Ｔ ＜ Ｔ ０ を 示 す レ ベ ル を 有 す る と き に は 、 第 １ 補 正
候 補 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ２ を 選 択 し 、 （ Ｂ ） 制 御 信 号 Ｔ Ｐ １ が Ｔ ＝ Ｔ ０ を 示 す レ ベ ル を 有 す
る と き に は 、 第 ３ 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ２ ３ を 選 択 し 、 （ Ｃ ） 制 御 信 号 Ｔ Ｐ １ が Ｔ ＞
Ｔ ０ を 示 す レ ベ ル を 有 す る と き に は 、 第 ２ 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ３ を 選 択 す る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
次 に 、 図 １ ７ は 、 温 度 制 御 部 １ ２ が ２ 個 の 基 準 温 度 （ Ｔ ０ １ 、 Ｔ ０ ２ （ ＞ Ｔ ０ １ ） ） の デ
ー タ を 有 し て お り 、 且 つ 、 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ が ３ 個 の Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １ ３ Ｂ ， １ ３
１ ４ Ｂ ， １ ４ Ｂ を 有 し て い る 場 合 に お け る 、 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ
ク 図 で あ る 。 こ れ ら の 構 成 要 素 の 内 で 、 第 １ 及 び 第 ２ Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １ ３ Ｂ 、 １ ４ Ｂ は 、
そ れ ぞ れ 、 図 ３ に お け る 第 １ 及 び 第 ２ Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １ ３ 、 １ ４ に 相 当 し て お り 、 Ｔ １ ＜
Ｔ ０ １ ＜ Ｔ ３ ＜ Ｔ ０ ２ ＜ Ｔ ２ の 関 係 が 成 立 す る 。 そ し て 、 第 ３ Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １ ３ １ ４ Ｂ
は 、 温 度 制 御 部 １ ２ が 有 す る 第 １ 基 準 温 度 （ Ｔ ０ １ ） よ り も 高 く 且 つ 第 ２ 基 準 温 度 （ Ｔ ０
２ ） よ り も 低 い 第 ３ 温 度 Ｔ ３ に お け る 、 ２ ５ ６ × ２ ５ ６ 個 の 第 ３ 候 補 値 デ ー タ か ら 成 る 第
３ Ｌ Ｕ Ｔ を 、 そ の 格 納 部 分 に 保 有 し て い る 。 そ し て 、 補 正 量 制 御 回 路 １ ５ は 、 （ Ａ ） 制 御
信 号 Ｔ Ｐ １ が Ｔ ＜ Ｔ ０ １ を 示 す レ ベ ル を 有 す る と き に は 、 第 １ 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ
２ を 選 択 し 、 （ Ｂ ） 制 御 信 号 Ｔ Ｐ １ が Ｔ ０ １ ＜ Ｔ ＜ Ｔ ０ ２ を 示 す レ ベ ル を 有 す る と き に は
、 第 ３ 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ２ ３ を 選 択 し 、 （ Ｃ ） 制 御 信 号 Ｔ Ｐ １ が Ｔ ＞ Ｔ ０ ２ を 示
す レ ベ ル を 有 す る と き に は 、 第 ２ 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ３ を 選 択 す る 。 こ の 様 に 、 基
準 温 度 と Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 と の 数 が 共 に 図 ３ の 場 合 よ り も 増 え る こ と に よ り 、 よ り 一 層 木 目
細 や か な 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 補 正 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 以 下 の 複 数 の 利 点 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
（ Ｉ ） 符 号 化 回 路 ４ に よ り 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ を 符 号 化 し て デ ー タ 量 を 圧 縮 し た 上 で 、 こ
の 圧 縮 さ れ た 現 画 像 デ ー タ を 遅 延 回 路 ５ 内 の メ モ リ に １ フ レ ー ム 期 間 格 納 す る の で 、 現 画
像 デ ー タ Ｄ ｉ １ を １ フ レ ー ム 期 間 遅 延 す る た め に 必 要 な メ モ リ の 容 量 を 格 段 に 削 減 す る こ
と が 出 来 る 。 し か も 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 画 素 情 報 を 一 切 間 引 か ず に 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ
１ の 符 号 化 及 び 復 号 化 を 行 う の で 、 あ る 周 囲 温 度 下 で の 、 正 確 な 値 の 補 正 候 補 現 画 像 デ ー
タ を 発 生 さ せ る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
（ Ｉ Ｉ ） 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ の 各 Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 は 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ と １ フ レ ー
ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ と に 基 づ い て 、 あ る 周 囲 温 度 下 で の 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ を 生
成 す る の で 、 補 正 候 補 画 像 デ ー タ は 、 符 号 化 及 び 復 号 化 処 理 時 に 生 じ る 誤 差 の 影 響 を 一 切
受 け な い 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
（ Ｉ Ｉ Ｉ ） 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ は 、 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ を 生 成 す る 際 に 、 周 囲 温
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度 情 報 を 与 え る 制 御 信 号 Ｔ Ｐ １ の 指 令 に 応 じ て 、 複 数 の 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ の 中 か ら 最
適 な 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ を 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ と し て 選 択 す る の で 、 周 囲 温 度 が 変
化 し た 場 合 で あ っ て も 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ を 正 し く 補 正 す る こ と が 出 来 、 常 に 液 晶 の 応
答 速 度 を 正 確 に 制 御 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
（ 実 施 の 形 態 ２ ）
本 実 施 の 形 態 は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 図 １ の 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ の 変 形 例 を 提 案 す
る も の で あ り 、 図 １ の 液 晶 表 示 装 置 に お け る そ の 他 の 構 成 要 素 に つ い て は 何 ら の 変 更 も な
い 。 従 っ て 、 本 実 施 の 形 態 の 記 載 に お い て は 、 図 １ の 回 路 構 成 を 援 用 す る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
本 実 施 の 形 態 の 特 徴 点 は 、 次 の 点 に あ る 。 即 ち 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 温 度 制 御 部 １ ２ は 一
つ の 基 準 温 度 Ｔ ０ の デ ー タ を 有 し て お り 、 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 は 、 （ １ ） 受 信 回 路 ２ の 出
力 端 及 び １ フ レ ー ム 前 画 像 再 生 回 路 ９ の 出 力 端 に 接 続 さ れ た 入 力 端 と 、 出 力 端 と を 有 し 、
上 記 基 準 温 度 Ｔ ０ に 等 し い 所 定 の 温 度 Ｔ １ に お け る Ｌ Ｕ Ｔ デ ー タ を 保 有 す る １ つ の Ｌ Ｕ Ｔ
保 有 回 路 を 有 し 、 （ ２ ） Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 が 出 力 す る 補 正 画 像 デ ー タ と 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １
と の 減 算 処 理 を 行 っ て 補 正 量 デ ー タ を 算 出 し 、 （ ３ ） 補 正 量 デ ー タ を 制 御 信 号 Ｔ Ｐ １ の 指
令 に 応 じ て 補 正 し て 新 た な 補 正 量 デ ー タ を 生 成 し た 上 で 、 （ ４ ） 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ と 新
た な 補 正 量 デ ー タ と の 加 算 処 理 を 行 っ て 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ を 生 成 す る 。 以 下 、 図 面
に 基 づ き 、 そ の 特 徴 点 を 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
図 １ ８ は 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ Ａ の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ
る 。 Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １ ６ は 、 基 準 温 度 Ｔ ０ （ ＝ Ｔ １ ） に お け る Ｌ Ｕ Ｔ を 保 有 し て お り 、 当
該 Ｌ Ｕ Ｔ は 、 「 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ 又 は そ の 近 傍 雰 囲 気 の 温 度 （ 周 囲 温 度 ） Ｔ が 基 準 温 度
Ｔ ０ に あ る 状 況 下 で 、 液 晶 の 透 過 率 が １ フ レ ー ム 期 間 内 に 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 第 １ 輝 度
値 に 対 応 し た 第 １ 透 過 率 と な る 様 に 、 ｎ ビ ッ ト 信 号 で あ る 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 第 １ 輝 度
値 と ｎ ビ ッ ト 信 号 で あ る １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ の 第 ２ 輝 度 値 と の 組 合 せ 毎 に
予 め 求 め ら れ た 、 ２ n × ２ n 個 の 、 候 補 値 を 与 え る 補 正 画 像 デ ー タ 」 を 有 し て い る 。 こ こ で
、 当 該 Ｌ Ｕ Ｔ の 右 下 が り 対 角 線 上 の デ ー タ 、 即 ち 、 第 １ 輝 度 値 と 第 ２ 輝 度 値 と が 互 い に 等
し い 輝 度 変 化 無 し の 場 合 に お け る 候 補 値 デ ー タ は 、 当 該 第 １ 輝 度 値 で あ る （ 即 ち 、 こ の 場
合 に は 補 正 な し ） 。 こ の Ｌ Ｕ Ｔ デ ー タ の 求 め 方 は 、 実 施 の 形 態 １ で 記 載 し た 方 法 に よ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
又 、 減 算 回 路 １ ７ は 、 受 信 回 路 ２ の 出 力 端 に 接 続 さ れ た 第 １ 入 力 端 と 、 Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １
６ の 出 力 端 に 接 続 さ れ た 第 ２ 入 力 端 と 、 出 力 端 と を 有 す る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
又 、 補 正 量 制 御 回 路 １ ８ は 、 減 算 回 路 ２ の 出 力 端 に 接 続 さ れ た 第 １ 入 力 端 と 、 温 度 制 御 部
１ ２ の 出 力 端 に 接 続 さ れ た 第 ２ 入 力 端 と 、 出 力 端 と を 有 す る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
更 に 、 加 算 回 路 １ ９ は 、 受 信 回 路 ２ の 出 力 端 に 接 続 さ れ た 第 １ 入 力 端 と 、 補 正 量 制 御 回 路
１ ８ の 出 力 端 に 接 続 さ れ た 第 ２ 入 力 端 と 、 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ に 接 続 さ れ た 出 力 端 と を 有
す る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
次 に 、 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ Ａ が 有 す る 現 画 像 デ ー タ 補 正 機 能 に つ い て 記 載 す る 。 尚 、
画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ Ａ 以 外 の 各 部 分 の 動 作 に つ い て は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 対 応 部
分 の 動 作 と 同 様 で あ る の で 、 そ の 記 載 を 割 愛 す る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １ ６ は 、 上 記 の 通 り 、 予 め 決 め ら れ た 温 度 Ｔ １ （ ＝ Ｔ ０ ） に お け る 、 ２ n

× ２ n 個 の 候 補 値 デ ー タ な い し は 補 正 画 像 デ ー タ を 、 Ｌ Ｕ Ｔ デ ー タ と し て 、 そ の 記 憶 領 域
内 に 格 納 し て い る 。 そ し て 、 同 回 路 １ ６ は 、 Ｌ Ｕ Ｔ 内 に お け る ２ n × ２ n 個 の 補 正 画 像 デ ー
タ の 中 か ら 、 入 力 し た 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 第 １ 輝 度 値 と 、 入 力 し た １ フ レ ー ム 前 再 生 画
像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ の 第 ２ 輝 度 値 と の 組 合 せ に 対 応 す る （ 換 言 す れ ば 、 当 該 組 合 せ で 定 め ら れ

10

20

30

40

50

(23) JP 2004-163842 A 2004.6.10



る ア ド レ ス 内 に 格 納 さ れ て い る ） 候 補 値 を 有 す る 補 正 画 像 デ ー タ （ ｎ ビ ッ ト 信 号 ） を 、 補
正 候 補 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ４ と し て 出 力 す る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
そ の 後 、 減 算 回 路 １ ７ は 、 Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １ ６ が 出 力 す る 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ４ か
ら 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ を 減 算 し て 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ に 対 す る 補 正 量 デ ー タ Ｄ ｋ １ を 決
定 ・ 出 力 す る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
次 に 、 補 正 量 制 御 回 路 １ ８ は 、 （ Ａ ） 減 算 回 路 １ ７ の 出 力 デ ー タ Ｄ ｋ １ が ０ 値 を 示 す と き
に は 減 算 回 路 １ ７ の 出 力 デ ー タ Ｄ ｋ １ を そ の ま ま 出 力 し 、 （ Ｂ ） 減 算 回 路 １ ７ の 出 力 デ ー
タ が ０ 値 で な い と き に は 、 減 算 回 路 １ ７ の 出 力 デ ー タ 及 び 制 御 信 号 Ｔ Ｐ １ に 基 づ い て 、 補
正 済 み 輝 度 値 と 第 １ 輝 度 値 と の 差 分 に 相 当 す る 補 正 量 デ ー タ Ｄ ｍ １ を 生 成 し 、 補 正 量 デ ー
タ Ｄ ｍ １ を そ の 出 力 端 よ り 出 力 す る 。
【 ０ １ ０ １ 】
こ こ で 、 上 記 （ Ｂ ） の 機 能 を よ り 具 体 的 に 記 載 す る な ら ば 、 次 の 通 り で あ る 。 即 ち 、 補 正
量 制 御 回 路 １ ８ は 、 温 度 制 御 部 １ ２ が 出 力 す る 制 御 信 号 Ｔ Ｐ １ に 基 づ い て 、 補 正 量 デ ー タ
Ｄ ｋ １ が 適 切 値 に な る 様 に 補 正 量 デ ー タ Ｄ ｋ １ を 補 正 （ 制 御 ） し て 、 新 た な 補 正 量 デ ー タ
Ｄ ｍ １ を 生 成 ・ 出 力 す る 。 そ の 際 の 補 正 方 法 は 、 次 の 通 り で あ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
（ Ｂ － １ ） 第 １ 制 御 ： 検 出 さ れ た 周 囲 温 度 Ｔ が 上 記 基 準 温 度 Ｔ ０ （ ＝ Ｔ １ ） よ り も 高 い 場
合 に は 、 温 度 制 御 部 １ ２ は 、 そ の 状 況 を 示 す 第 １ レ ベ ル を 有 す る 制 御 信 号 Ｔ Ｐ １ を 、 補 正
量 制 御 回 路 １ ８ に 出 力 し 、 制 御 信 号 Ｔ Ｐ １ の 当 該 指 令 内 容 に 応 じ て 、 補 正 量 制 御 回 路 １ ８
は 、 補 正 量 デ ー タ Ｄ ｋ １ の 値 が 小 さ く な る 様 に 、 同 デ ー タ Ｄ ｋ １ の 値 を 制 御 す る 。 そ の 際
の 補 正 方 法 と し て は 、 例 え ば 、 正 の 定 数 α を 用 い て 、 Ｄ ｍ １ ＝ Ｄ ｋ １ － α で 与 え ら れ る 関
係 式 を 利 用 し て 、 新 た な 補 正 量 デ ー タ Ｄ ｍ １ を 生 成 し て も 良 く 、 あ る い は 、 Ｄ ｍ １ ＝ Ｄ ｋ
１ ＋ α × （ Ｔ ０ － Ｔ ） で 与 え ら れ る 関 係 式 を 利 用 し て 、 新 た な 補 正 量 デ ー タ Ｄ ｍ １ を 生 成
し て も 良 い 。
【 ０ １ ０ ３ 】
（ Ｂ － ２ ） 第 ２ 制 御 ： 逆 に 周 囲 温 度 Ｔ が 上 記 基 準 温 度 Ｔ ０ （ ＝ Ｔ １ ） よ り も 低 い 場 合 に は
、 温 度 制 御 部 １ ２ は 、 そ の 状 況 を 示 す 第 ２ レ ベ ル を 有 す る 制 御 信 号 Ｔ Ｐ １ を 、 補 正 量 制 御
回 路 １ ８ に 出 力 し 、 制 御 信 号 Ｔ Ｐ １ の 当 該 指 令 内 容 に 応 じ て 、 補 正 量 制 御 回 路 １ ８ は 、 補
正 量 デ ー タ Ｄ ｋ １ の 値 が 大 き く な る 様 に 、 同 デ ー タ Ｄ ｋ １ の 値 を 制 御 す る 。 そ の 際 の 補 正
方 法 と し て は 、 例 え ば 、 正 の 定 数 α を 用 い て 、 Ｄ ｍ １ ＝ Ｄ ｋ １ ＋ α で 与 え ら れ る 関 係 式 を
利 用 し て 、 新 た な 補 正 量 デ ー タ Ｄ ｍ １ を 生 成 し て も 良 く 、 あ る い は 、 Ｄ ｍ １ ＝ Ｄ ｋ １ ＋ α
× （ Ｔ ０ － Ｔ ） で 与 え ら れ る 関 係 式 を 利 用 し て 、 新 た な 補 正 量 デ ー タ Ｄ ｍ １ を 生 成 し て も
良 い 。
【 ０ １ ０ ４ 】
勿 論 、 補 正 量 制 御 回 路 １ ８ は 、 周 囲 温 度 が 高 い 場 合 の 第 １ 制 御 （ Ｂ － １ ） と 、 周 囲 温 度 が
低 い 場 合 の 第 ２ 制 御 （ Ｂ － ２ ） の 何 れ か 一 方 だ け の 制 御 に よ っ て 、 新 た な 補 正 量 デ ー タ Ｄ
ｍ １ を 生 成 ・ 出 力 す る こ と と し て も 良 い 。
【 ０ １ ０ ５ 】
（ Ｂ － ３ ） 第 ３ 制 御 ： 周 囲 温 度 Ｔ が 上 記 基 準 温 度 Ｔ ０ （ ＝ Ｔ １ ） （ 例 え ば 常 温 ） に 等 し い
場 合 に は 、 温 度 制 御 部 １ ２ は 、 そ の 状 況 を 示 す 第 ３ レ ベ ル を 有 す る 制 御 信 号 Ｔ Ｐ １ を 、 補
正 量 制 御 回 路 １ ８ に 出 力 し 、 制 御 信 号 Ｔ Ｐ １ の 当 該 指 令 内 容 に 応 じ て 、 補 正 量 制 御 回 路 １
８ は 、 入 力 し た 補 正 量 デ ー タ Ｄ ｋ １ の 値 を 新 た な 補 正 量 デ ー タ Ｄ ｍ １ と し て 出 力 す る 。 即
ち 、 こ の 場 合 に は 、 補 正 量 制 御 回 路 １ ８ は 、 補 正 量 デ ー タ Ｄ ｋ １ に 対 す る 補 正 を 行 わ な い
。
【 ０ １ ０ ６ 】
最 後 に 、 加 算 回 路 １ ９ は 、 新 た な 補 正 量 デ ー タ Ｄ ｍ １ を 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ に 加 算 し て 、
加 算 後 の デ ー タ を 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ と し て 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ に 出 力 す る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
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本 実 施 の 形 態 に よ っ て も 、 実 施 の 形 態 １ に お い て 記 載 し た 利 点 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） と 同 様 の 利 点 が
得 ら れ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
（ 実 施 の 形 態 ２ の 変 形 例 １ ）
本 変 形 例 は 、 実 施 の 形 態 ２ に お け る Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １ ６ を 変 更 す る 点 に 、 そ の 特 徴 点 を 有
し て お り 、 図 １ ８ 中 の 他 の 構 成 要 素 に 変 更 は 無 い 。 以 下 、 図 面 に 基 づ き 、 本 変 形 例 の 特 徴
点 を 詳 述 す る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
図 １ ９ は 、 本 変 形 例 に 係 る 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ Ｂ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図
１ ９ 中 、 図 １ ８ 中 の 構 成 要 素 と 同 一 の も の に は 、 同 一 の 参 照 符 号 が 付 さ れ て い る 。 図 １ ９
に お い て 、 第 １ デ ー タ 変 換 回 路 ２ ０ は 、 線 形 量 子 化 あ る い は 非 線 形 量 子 化 等 の 量 子 化 処 理
に よ っ て 、 入 力 し た 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の ビ ッ ト 数 ｎ を ビ ッ ト 数 ｍ （ ｍ ＜ ｎ ） に 削 減 す る
。 同 様 に 、 第 ２ デ ー タ 変 換 回 路 ２ １ は 、 線 形 量 子 化 あ る い は 非 線 形 量 子 化 等 の 量 子 化 処 理
に よ っ て 、 入 力 し た １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ の ビ ッ ト 数 ｎ を ビ ッ ト 数 ｑ （ ｑ ＜
ｎ ） に 削 減 す る 。 被 削 減 化 Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 ２ ２ は 、 実 施 の 形 態 １ で 記 載 し た 決 定 方 法 と 同
様 の 方 法 に 基 づ い て 予 め 決 定 さ れ た 基 準 温 度 Ｔ ０ に お け る 被 削 減 化 Ｌ Ｕ Ｔ デ ー タ を 、 そ の
記 憶 部 内 に 保 有 し て い る 。 こ の 被 削 減 化 Ｌ Ｕ Ｔ は 、 （ ２ m ＋ １ ） × （ ２ q ＋ １ ） 個 の 、 候 補
値 を 与 え る 補 正 画 像 デ ー タ か ら 成 る 。 そ し て 、 各 候 補 値 は 、 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ 又 は そ の
近 傍 雰 囲 気 の 温 度 （ 周 囲 温 度 ） Ｔ が 基 準 温 度 Ｔ ０ に あ る 状 況 下 で 、 液 晶 の 透 過 率 が １ フ レ
ー ム 期 間 内 に 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 第 １ 輝 度 値 に 対 応 し た 第 １ 透 過 率 と な る 様 に 、 ｍ ビ ッ
ト 信 号 で あ る 削 減 化 さ れ た 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ １ の 輝 度 値 と ｑ ビ ッ ト 信 号 で あ る 削 減 化 さ れ
た １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ ０ の 輝 度 値 と の 組 合 せ 毎 に 求 め ら れ て い る 。 こ こ で も
、 削 減 化 さ れ た 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ １ の 輝 度 値 と 削 減 化 さ れ た １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ
Ｄ ｅ ０ の 輝 度 値 と が 等 し い 場 合 に は 、 補 正 不 要 で あ り 、 被 削 減 化 Ｌ Ｕ Ｔ の 右 下 が り 対 角 線
上 の 候 補 値 デ ー タ は 、 削 減 化 さ れ た 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ １ の 輝 度 値 に 等 し い 。 そ し て 、 被 削
減 化 Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 ２ ２ は 、 入 力 し た 両 デ ー タ Ｄ ｅ １ 、 Ｄ ｅ ０ に 応 じ て 、 両 デ ー タ Ｄ ｅ １
、 Ｄ ｅ ０ の 輝 度 値 の 組 合 せ に 対 応 す る 候 補 値 デ ー タ と 、 当 該 候 補 値 デ ー タ に 隣 接 す る ３ 個
の 隣 接 候 補 値 デ ー タ と を 出 力 す る 。 補 間 回 路 ２ ３ は 、 ２ 個 の 補 間 係 数 に 基 づ き 、 入 力 し た
４ 個 の 被 削 減 化 画 像 補 正 デ ー タ の 補 間 処 理 を 行 っ て 、 図 １ ８ の デ ー タ Ｄ ｊ ４ に 対 応 す る ｎ
ビ ッ ト の 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ５ を 生 成 す る 。 以 下 で は 、 記 載 の 便 宜 上 、 ｎ ＝ ８ 及 び
ｍ ＝ ｑ ＝ ３ の 場 合 に つ い て 、 図 １ ９ の 回 路 １ ０ Ｂ の 動 作 を 記 載 す る 。
【 ０ １ １ ０ 】
第 １ 及 び 第 ２ デ ー タ 変 換 回 路 ２ ０ 、 ２ １ は 、 そ れ ぞ れ 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ 及 び １ フ レ ー
ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ の 量 子 化 ビ ッ ト 数 を 、 ８ ビ ッ ト か ら ３ ビ ッ ト に 削 減 し た 上 で 、
削 減 化 さ れ た 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ １ 及 び 削 減 化 さ れ た １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ ０ を
生 成 ・ 出 力 す る 。 と 同 時 に 、 両 デ ー タ 変 換 回 路 ２ ０ 及 び ２ １ は 、 そ れ ぞ れ 、 第 １ 及 び 第 ２
補 間 係 数 ｋ ０ 及 び ｋ １ を 算 出 し 、 こ れ ら の 補 間 係 数 を 与 え る 信 号 を 補 間 回 路 ２ ３ へ 出 力 す
る 。
【 ０ １ １ １ 】
被 削 減 化 Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 ２ ２ は 、 ３ ビ ッ ト 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ １ 及 び ３ ビ ッ ト １ フ レ ー ム 前
再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ ０ の 入 力 タ イ ミ ン グ に 応 じ て 、 ４ 個 の 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｆ １ ～ Ｄ ｆ ４
を 出 力 す る 。
【 ０ １ １ ２ 】
補 間 回 路 ２ ３ は 、 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｆ １ ～ Ｄ ｆ ４ 及 び 補 間 係 数 ｋ ０ ， ｋ １ に 基 づ い て 、 補
間 さ れ た ８ ビ ッ ト の 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ５ を 生 成 ・ 出 力 す る 。
【 ０ １ １ ３ 】
図 ２ ０ は 、 図 １ ９ に 示 す 被 削 減 化 Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 ２ ２ が 有 す る Ｌ Ｕ Ｔ の 構 成 を 模 式 的 に 示
す 図 で あ る 。 こ こ で は 、 ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ １ 及 び ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た
１ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ ０ は 、 共 に ３ ビ ッ ト の デ ー タ で あ り 、 ０ ～ ７ の 範 囲 内 の
値 を 採 り 得 る 。 図 ２ ０ に 示 す 様 に 、 被 削 減 化 Ｌ Ｕ Ｔ は 、 ２ 次 元 に 配 列 さ れ る ９ × ９ 個 の 候
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補 値 デ ー タ か ら 成 り 、 被 削 減 化 Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 ２ ２ は 、 ３ ビ ッ ト の 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ １ の
輝 度 値 、 及 び 、 ３ ビ ッ ト の １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ ０ の 輝 度 値 に 対 応 す る ア ド レ
ス に 格 納 さ れ て い る 補 正 画 像 デ ー タ ｄ ｔ （ Ｄ ｅ １ ， Ｄ ｅ ０ ） を 第 １ 候 補 値 を 与 え る 第 １ 補
正 画 像 デ ー タ Ｄ ｆ １ と し て 出 力 し 、 更 に 、 第 １ 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｆ １ に 隣 接 す る ３ つ の 補
正 画 像 デ ー タ ｄ ｔ （ Ｄ ｅ １ ＋ １ ， Ｄ ｅ ０ ） ， ｄ ｔ （ Ｄ ｅ １ ， Ｄ ｅ ０ ＋ １ ） ， ｄ ｔ （ Ｄ ｅ １
＋ １ ， Ｄ ｅ ０ ＋ １ ） を 、 そ れ ぞ れ 第 ２ 、 第 ３ 及 び 第 ４ 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｆ ２ ， Ｄ ｆ ３ ， Ｄ
ｆ ４ と し て 、 出 力 す る 。
【 ０ １ １ ４ 】
次 に 、 補 間 回 路 ２ ３ に お け る 補 間 処 理 の 詳 細 に つ い て 記 載 す る 。
【 ０ １ １ ５ 】
補 間 回 路 ２ ３ は 、 第 １ ～ 第 ４ 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｆ １ ～ Ｄ ｆ ４ 、 及 び 、 第 １ 及 び 第 ２ 補 間 係
数 ｋ １ ， ｋ ０ を 用 い て 、 以 下 の 式 （ １ ） に よ り 、 補 間 さ れ た 補 正 画 像 デ ー タ （ 補 正 候 補 現
画 像 デ ー タ ） Ｄ ｊ ５ を 生 成 す る 。
【 ０ １ １ ６ 】
【 数 １ 】
　
　
　
　
【 ０ １ １ ７ 】
図 ２ １ は 、 上 記 式 （ １ ） に よ り 表 さ れ る 補 間 後 の 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ５ の 算 出 方 法 を 示 す
図 で あ る 。 図 ２ １ に お い て 、 ｓ １ ， ｓ ２ は 、 第 １ デ ー タ 変 換 回 路 ２ ０ が 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ
１ の 量 子 化 ビ ッ ト 数 を 変 換 す る 際 に 用 い ら れ る 閾 値 で あ り 、 ｓ ３ ， ｓ ４ は 、 第 ２ デ ー タ 変
換 回 路 ２ １ が １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ の 量 子 化 ビ ッ ト 数 を 変 換 す る 際 に 用 い ら
れ る 閾 値 で あ る 。 し か も 、 ｓ １ は 、 ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ １ に 対 応 す る 閾
値 で あ り 、 ｓ ２ は 、 ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ １ よ り も １ だ け 大 き い 現 画 像 デ
ー タ （ Ｄ ｅ １ ＋ １ ） に 対 応 す る 閾 値 で あ る 。 又 、 ｓ ３ は 、 ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た １ フ レ ー ム
前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ ０ に 対 応 す る 閾 値 で あ り 、 ｓ ４ は 、 ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た １ フ レ ー ム
前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ ０ よ り も １ だ け 大 き い １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ （ Ｄ ｅ ０ ＋ １ ）
に 対 応 す る 閾 値 で あ る 。
【 ０ １ １ ８ 】
こ の と き 、 第 １ 及 び 第 ２ 補 間 係 数 ｋ １ 及 び ｋ ０ は 、 そ れ ぞ れ 、 以 下 の 式 （ ２ ） 及 び 式 （ ３
） に よ り 決 定 さ れ る 。
【 ０ １ １ ９ 】
【 数 ２ 】
　
　
　
【 ０ １ ２ ０ 】
【 数 ３ 】
　
　
　
【 ０ １ ２ １ 】
上 記 式 （ １ ） に 示 す 補 間 演 算 処 理 に よ り 補 間 さ れ た 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ５ は 、 減 算
回 路 １ ７ に 出 力 さ れ る 。 以 降 の 動 作 は 、 図 １ ８ に 関 し て 記 載 し た 動 作 と 同 じ で あ る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
以 上 の 通 り 、 本 回 路 １ ０ Ｂ は 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ 及 び １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ
０ の ビ ッ ト 数 を 変 換 す る 際 に 算 出 さ れ る 第 １ 及 び 第 ２ 補 間 係 数 ｋ ０ ， ｋ １ を 用 い て 、 ビ ッ
ト 数 変 換 さ れ た ４ つ の デ ー タ （ Ｄ ｅ １ ， Ｄ ｅ ０ ） 、 （ Ｄ ｅ １ ＋ １ ， Ｄ ｅ ０ ） 、 （ Ｄ ｅ １ ，
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Ｄ ｅ ０ ＋ １ ） 、 及 び （ Ｄ ｅ １ ＋ １ ， Ｄ ｅ ０ ＋ １ ） に 対 応 す る ４ つ の 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｆ １
， Ｄ ｆ ２ ， Ｄ ｆ ３ ， Ｄ ｆ ４ か ら 、 そ の 補 間 値 Ｄ ｊ ５ を 決 定 し て い る 。 従 っ て 、 第 １ 及 び 第
２ デ ー タ 変 換 回 路 ２ ０ 及 び ２ １ の 動 作 時 に 生 じ 得 る 量 子 化 誤 差 が 補 間 値 た る 補 正 候 補 現 画
像 デ ー タ Ｄ ｊ ５ に 与 え る 影 響 を 低 減 す る こ と が 出 来 る 。 即 ち 、 補 間 を 行 わ な い 場 合 に は 、
Ｌ Ｕ Ｔ 上 の 格 子 点 以 外 の デ ー タ を 選 択 し よ う と し て も 一 番 近 い 格 子 点 の デ ー タ が 用 い ら れ
る の で 、 そ の こ と に よ り 誤 差 が 生 じ る が 、 補 間 す る 場 合 に は 、 格 子 点 間 の デ ー タ を 演 算 す
る こ と が 出 来 る た め 、 格 子 内 の デ ー タ の 連 続 性 が 保 た れ て い る 限 り 、 誤 差 が 減 少 す る の で
あ る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
尚 、 第 １ 及 び 第 ２ デ ー タ 変 換 回 路 ２ ０ 及 び ２ １ は 、 線 形 量 子 化 以 外 の 非 線 形 量 子 化 に よ っ
て 、 入 力 デ ー タ の ビ ッ ト 数 削 減 を 行 う こ と も 出 来 る 。 例 え ば 、 非 線 形 量 子 化 に よ り ビ ッ ト
数 を 変 換 す る 際 に 、 補 正 画 像 デ ー タ の 変 化 （ 隣 接 す る 補 正 画 像 デ ー タ 間 の 差 ） が 大 き い 領
域 で は 量 子 化 密 度 を 相 対 的 に 高 く 設 定 す る こ と に よ り 、 ビ ッ ト 数 削 減 に 伴 う 補 正 候 補 現 画
像 デ ー タ Ｄ ｊ ５ の 誤 差 を 低 減 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
既 述 し た 通 り 、 両 デ ー タ 変 換 回 路 ２ ０ 及 び ２ １ に よ る デ ー タ 変 換 処 理 後 の デ ー タ の ビ ッ ト
数 は 、 ３ ビ ッ ト に 限 ら れ る も の で は な く 、 補 間 回 路 ２ ３ に よ っ て 補 間 す る こ と で 実 質 的 に
使 用 可 能 な 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ５ を 求 め 得 る ビ ッ ト 数 で あ れ ば 良 い 。 そ の 限 り で 、
任 意 の ビ ッ ト 数 を デ ー タ 変 換 処 理 後 の デ ー タ ビ ッ ト 数 と し て 選 択 す る こ と が 出 来 る 。 勿 論
、 量 子 化 ビ ッ ト 数 の 値 に 応 じ て 、 被 削 減 化 Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 ２ ２ が 有 す る 補 正 画 像 デ ー タ の
個 数 も ま た 変 化 す る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
更 に 、 両 デ ー タ 変 換 回 路 ２ ０ 及 び ２ １ に よ る デ ー タ 変 換 後 の 各 デ ー タ Ｄ ｅ １ 及 び Ｄ ｅ ０ の
ビ ッ ト 数 ｍ 及 び ｑ が 、 互 い に 異 な っ て い て も 良 い 。
【 ０ １ ２ ６ 】
又 、 両 デ ー タ 変 換 回 路 ２ ０ 及 び ２ １ に お け る 第 １ 及 び 第 ２ デ ー タ 変 換 の 内 の 何 れ か 一 方 を
実 施 し な い 様 に す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 様 な 変 形 と し て 、 例 え ば 第 １ デ ー タ 変 換 回 路
２ ０ を 図 １ ９ の 回 路 構 成 か ら 除 去 す る と き に は 、 被 削 減 化 Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 ２ ２ に は ８ ビ ッ
ト 及 び ３ ビ ッ ト の デ ー タ が 入 力 す る こ と と な り 、 同 回 路 ２ ２ は 、 ２ ５ ７ × ９ 個 あ る い は ２
５ ６ × ９ 個 の 補 正 画 像 デ ー タ を 被 削 減 化 Ｌ Ｕ Ｔ と し て 有 す る 。 こ の 場 合 、 第 １ 補 間 係 数 ｋ
１ は ０ 値 と な る の で 、 補 間 値 Ｄ ｊ ５ は 、 ｋ １ ＝ ０ を 式 （ １ ） に 代 入 す る こ と で 、 求 め ら れ
る 。 そ の 際 に 被 削 減 化 Ｌ Ｕ Ｔ か ら 抽 出 さ れ て 補 間 に 利 用 さ れ る 補 正 画 像 デ ー タ は 、 第 １ 及
び 第 ３ 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｆ １ ， Ｄ ｆ ３ の ２ つ で あ る 。 逆 に 、 第 ２ デ ー タ 変 換 回 路 ２ １ を 用
い な い 場 合 に は 、 同 回 路 ２ ２ は ９ × ２ ５ ７ 個 あ る い は ９ × ２ ５ ６ 個 の 補 正 画 像 デ ー タ を 被
削 減 化 Ｌ Ｕ Ｔ と し て 有 し 、 且 つ 、 ｋ ０ ＝ ０ を 式 （ １ ） に 代 入 す る こ と で 補 間 値 Ｄ ｊ ５ は 決
定 さ れ る 。 そ の 際 に 被 削 減 化 Ｌ Ｕ Ｔ か ら 抽 出 さ れ て 補 間 に 利 用 さ れ る 補 正 画 像 デ ー タ は 、
第 １ 及 び 第 ２ 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｆ １ ， Ｄ ｆ ２ の ２ つ で あ る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
又 、 補 間 回 路 ２ ３ を 、 線 形 補 間 以 外 の 補 間 演 算 を 用 い て 、 例 え ば 高 次 の 関 数 を 用 い た 補 間
演 算 を 用 い て 、 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ５ を 決 定 す る 様 に 、 構 成 し て も 良 い 。
【 ０ １ ２ ８ 】
（ 実 施 の 形 態 ２ の 変 形 例 ２ ）
本 変 形 例 は 、 実 施 の 形 態 ２ の 変 形 例 １ を 改 良 す る も の で あ る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
図 ２ ２ は 、 本 変 形 例 に 係 る 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ Ｃ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 図
２ ２ の 回 路 が 図 １ ９ の 回 路 と 唯 一 相 違 す る 点 は 、 新 た に 補 正 デ ー タ 制 限 回 路 ２ ４ を 追 加 し
た 点 に あ る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
補 正 デ ー タ 制 限 回 路 ２ ４ は 、 （ １ ） 先 ず 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ 及 び １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像
デ ー タ Ｄ ｐ ０ に 基 づ い て 、 両 デ ー タ Ｄ ｉ １ 及 び Ｄ ｐ ０ が 互 い に 等 し い か 否 か を 検 出 し 、 （
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２ ） 両 デ ー タ Ｄ ｉ １ 及 び Ｄ ｐ ０ が 互 い に 等 し く な い 場 合 に は 、 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ
５ を そ の ま ま 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ６ と し て 出 力 し （ 補 正 デ ー タ の 制 限 な し ） （ Ｄ ｊ
６ ＝ Ｄ ｊ ５ ） 、 （ ３ ） 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ と １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ と が 互 い
に 等 し い 時 に は 、 補 間 回 路 ２ ３ が 出 力 す る 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ５ の 代 わ り に 、 現 画
像 デ ー タ Ｄ ｉ １ を 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ６ と し て 出 力 す る （ 補 正 デ ー タ の 制 限 有 り ）
（ Ｄ ｊ ６ ＝ Ｄ ｉ １ ） 。
【 ０ １ ３ １ 】
こ の 様 な 機 能 を 呈 す る 補 正 デ ー タ 制 限 回 路 ２ ４ を 両 回 路 ２ ３ 及 び １ ７ 間 に 介 在 さ せ る こ と
に よ り 、 次 の 様 な 利 点 が 得 ら れ る 。 即 ち 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ と １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ
ー タ Ｄ ｐ ０ と が 互 い に 等 し い 場 合 、 つ ま り 、 動 画 面 中 の あ る 画 素 の 画 像 デ ー タ （ 輝 度 ） に
変 化 が 無 い 場 合 に お い て 、 第 １ 及 び 第 ２ デ ー タ 変 換 回 路 ２ ０ 及 び ２ １ に よ る ビ ッ ト 数 削 減
と 、 補 間 回 路 ２ ３ に よ る 補 間 演 算 と の 実 行 に 伴 い 発 生 し 得 る 画 像 デ ー タ の 補 正 誤 差 が 、 減
算 回 路 １ ７ に 入 力 さ れ る 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ 内 に 含 ま れ て し ま う 事 態 を 確 実 に 回 避 す る
こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
尚 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ と １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ と の 差 が 比 較 的 少 な い 場 合
に お い て も 、 補 正 デ ー タ 制 限 回 路 ２ ４ が 、 （ Ａ ） 補 間 回 路 ２ ３ が 出 力 す る 補 正 候 補 現 画 像
デ ー タ Ｄ ｊ ５ の 代 わ り に 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ を 最 終 的 な 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ６ と
し て 出 力 す る 様 に し て も 良 い 。 あ る い は 、 補 正 デ ー タ 制 限 回 路 ２ ４ が 、 （ Ｂ ） 補 正 量 が 少
な く な る 様 に 補 間 回 路 ２ ３ が 出 力 す る 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ５ を 制 限 す る 様 に し て も
良 い 。 よ り 具 体 的 に は 、 補 正 デ ー タ 制 限 回 路 ２ ４ が 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ と １ フ レ ー ム 前
再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ と の 差 分 値 の 絶 対 値 が 、 予 め 決 め ら れ た 値 （ Ｓ ｈ ） よ り も 小 さ い こ
と を 検 出 し た 場 合 に は 、 同 回 路 ２ ４ は 、 以 下 の 式 （ ４ ） 及 び 式 （ ５ ） に よ り 定 め ら れ る デ
ー タ 処 理 に 基 づ い て 、 補 間 回 路 ２ ３ が 出 力 す る 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ５ を 制 限 す る こ
と が 出 来 る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
【 数 ４ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ３ ４ 】
こ の 様 な 制 限 処 理 に よ り 、 補 間 時 に 生 じ る 誤 差 を 補 正 す る こ と が 可 能 と な る 。 即 ち 、 両 デ
ー タ Ｄ ｉ １ 及 び Ｄ ｐ ０ が 互 い に 等 し い 場 合 に は 、 補 間 の 際 に 用 い ら れ る Ｌ Ｕ Ｔ 内 の 対 角 線
上 の 格 子 点 （ ２ 点 ） に お け る デ ー タ の 補 正 量 は 共 に ０ 値 で あ る が 、 逆 向 き の 対 角 上 に お け
る ２ 点 の 補 正 量 が ０ 値 で は な い 。 そ の た め 、 そ の 分 の 補 正 量 が 補 間 処 理 に よ り 誤 差 と し て
発 生 し て し ま う と こ ろ 、 上 記 の 様 な 制 限 処 理 を 施 す こ と に よ り 、 こ の 誤 差 を 低 減 化 す る 方
向 で 補 正 す る こ と が 出 来 る 。 特 に 、 対 角 線 に 近 い 部 分 の 誤 差 を 少 な く す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
（ 実 施 の 形 態 ３ ）
本 実 施 の 形 態 は 、 既 述 し た 第 ２ 目 的 を 達 成 す る た め の 構 成 例 を 提 案 す る も の で あ る 。 即 ち
、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 実 施 の 形 態 １ 及 び ２ と は 異 な り 、 液 晶 表 示 パ ネ ル の 周 囲 温 度
の 変 化 と 言 う 点 は 考 慮 外 で あ る 。 従 っ て 、 本 実 施 の 形 態 を 以 下 に 詳 述 す る に 際 し て は 、 実
施 の 形 態 １ 及 び ２ の 記 載 と 重 複 す る 箇 所 が 多 々 生 じ る こ と と な る 。 こ の た め 、 そ の 様 な 重
複 箇 所 の 記 載 に 関 し て は 、 適 宜 、 実 施 の 形 態 １ 及 び ２ の 記 載 及 び 対 応 図 面 を 援 用 す る こ と
と す る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
但 し 、 本 実 施 の 形 態 の 詳 述 に 先 だ っ て 、 以 下 の 指 摘 （ 問 題 認 識 ） が 本 実 施 の 形 態 に お け る
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思 考 の 出 発 点 を 成 し て い る の で 、 再 度 、 既 述 し た 日 本 国 特 許 第 ２ ６ １ ６ ６ ５ ２ 号 （ 特 許 文
献 １ ） の 先 行 発 明 に 内 在 す る 問 題 点 を 指 摘 す る 。 即 ち 、 同 文 献 １ に 記 載 の 先 行 発 明 は 、 輝
度 値 の 大 小 関 係 の 変 化 の み に 基 づ い て 液 晶 駆 動 電 圧 を 増 減 さ せ る と 言 う 発 想 に 依 拠 し て い
る 。 こ の た め 、 現 画 像 の 輝 度 値 が そ の １ フ レ ー ム 前 の 画 像 の 輝 度 値 よ り も 増 加 す る 場 合 に
は 、 そ の 増 加 量 の 値 如 何 に 拘 わ ら ず 、 現 画 像 の 輝 度 値 に 対 応 す る 液 晶 駆 動 電 圧 よ り も 高 い
駆 動 電 圧 が 一 律 に 液 晶 駆 動 電 極 に 印 加 さ れ る 。 そ の 結 果 、 輝 度 値 の 変 化 が 僅 か な 場 合 に は
、 液 晶 に 過 電 圧 が 印 加 さ れ る こ と に な り 、 画 質 の 劣 化 が 生 じ る 。 逆 に 、 現 画 像 の 輝 度 値 が
１ フ レ ー ム 前 の 画 像 の 輝 度 値 よ り も 減 少 す る 場 合 に お い て も 、 そ の 減 少 量 の 値 如 何 に 拘 わ
ら ず 、 現 画 像 の 輝 度 値 に 対 応 す る 液 晶 駆 動 電 圧 よ り も 低 い 駆 動 電 圧 が 一 律 に 液 晶 駆 動 電 極
に 印 加 さ れ る た め 、 同 様 な 画 質 劣 化 が 生 じ 得 る 。 こ の 様 な 本 質 的 な 問 題 点 が 顕 出 す る 原 因
は 、 輝 度 値 の 単 純 な 比 較 処 理 に 基 づ い て 駆 動 電 圧 の 増 減 量 を 一 律 に 設 定 し て い る 点 に あ る
も の と 、 本 願 発 明 者 は 考 え る 。 そ こ で 、 斯 か る 観 点 を 踏 ま え て 、 本 願 発 明 者 は 本 実 施 の 形
態 の 主 題 を 創 作 し て い る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
図 ２ ３ は 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ２ ３ 中 、
図 １ 中 の 参 照 符 号 と 同 一 の 参 照 符 号 が 付 さ れ た 各 構 成 要 素 は 、 図 １ 中 の 対 応 す る 構 成 要 素
と 同 一 で あ る 。 即 ち 、 図 ２ ３ の 装 置 が 図 １ の 装 置 と 相 違 す る 点 は 、 （ ｉ ） 温 度 制 御 部 １ ２
の 不 存 在 、 及 び 、 （ ｉ ｉ ） 本 装 置 の 中 核 部 た る 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ Ｄ の 構 成 に あ り 、
そ の 他 の 構 成 要 素 １ ， ２ ， ４ ， ５ ， ６ ， ７ ， ８ ， ９ は 同 一 回 路 構 成 及 び 同 一 機 能 を 有 す る
。 従 っ て 、 こ れ ら の 構 成 要 素 １ ， ２ ， ４ ， ５ ， ６ ， ７ ， ８ ， ９ の 記 載 に 関 し て は 、 実 施 の
形 態 １ に お け る 対 応 部 分 の 記 載 を 基 本 的 に 援 用 す る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
図 ２ ３ に お け る 各 部 の 概 要 は 以 下 の 通 り で あ る 。 先 ず 、 受 信 回 路 ２ は 、 入 力 端 子 １ を 介 し
て 映 像 信 号 を 受 信 し 、 １ フ レ ー ム 分 の 入 力 動 画 像 （ 現 画 像 ） に 対 応 す る ラ ス タ ー 画 像 デ ー
タ （ 現 画 像 デ ー タ ） Ｄ ｉ １ を 順 次 出 力 す る 。 画 像 デ ー タ 処 理 部 ３ は 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １
に 対 し て 所 定 の 処 理 を 施 す こ と に よ り 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 補 正 信 号 で あ る 補 正 現 画 像
デ ー タ Ｄ ｊ １ を 生 成 す る 。 画 像 デ ー タ 処 理 部 ３ は 、 符 号 化 回 路 ４ 、 遅 延 回 路 ５ 、 第 １ 復 号
化 回 路 ６ 、 第 ２ 復 号 化 回 路 ７ 、 変 化 量 算 出 回 路 ８ 、 １ フ レ ー ム 前 画 像 再 生 回 路 ９ 、 及 び 画
像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ Ｄ を 備 え る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
符 号 化 回 路 ４ は 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ を 符 号 化 ・ 圧 縮 す る こ と に よ り 、 現 画 像 に 対 応 す る
符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ を 生 成 ・ 出 力 す る 。 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 符 号 化 に は 、 Ｆ Ｂ Ｔ Ｃ
（ Fixed Block Truncation Coding） 又 は Ｇ Ｂ Ｔ Ｃ （ Generalized Block Truncation Codi
ng） 等 の ブ ロ ッ ク 符 号 化 を 用 い る こ と が 出 来 る 。 又 、 Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ （ Joint Photographic Exp
erts Group） の 様 な ２ 次 元 離 散 コ サ イ ン 変 換 符 号 化 、 Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ － Ｌ Ｓ （ Joint Photograph
ic Experts Group-Lossless） の 様 な 予 測 符 号 化 、 あ る い は Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ ２ ０ ０ ０ の 様 な ウ ェ
ー ブ レ ッ ト 変 換 と 言 っ た 様 な 、 任 意 の 静 止 画 用 符 号 化 方 式 を 、 上 記 符 号 化 に 適 用 す る こ と
も 可 能 で あ る 。 尚 、 静 止 画 用 符 号 化 方 法 が 、 符 号 化 前 の 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ と 復 号 化 後 の
復 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ １ と が 完 全 に 一 致 し な い 非 可 逆 符 号 化 方 法 で あ っ て も 、 そ の 様 な 静
止 画 用 符 号 化 方 法 を 適 用 す る こ と は 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
遅 延 回 路 ５ は 、 符 号 化 回 路 ４ よ り 出 力 さ れ る 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ を １ フ レ ー ム に 相 当
す る 期 間 だ け 遅 延 す る こ と に よ り 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の １ フ レ ー ム 前 の 画 像 デ ー タ に 対
応 す る 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ ０ を 出 力 す る 。 遅 延 回 路 ５ は 、 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ を １
フ レ ー ム 期 間 記 憶 す る メ モ リ （ 図 示 せ ず ） と 、 当 該 メ モ リ を 制 御 す る メ モ リ 制 御 部 （ 図 示
せ ず ） と を 備 え る 。 よ っ て 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 符 号 化 率 （ デ ー タ 圧 縮 率 ） を 高 く す る
程 に 、 遅 延 回 路 ５ が 有 す る メ モ リ の 容 量 を 少 な く す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ １ ４ １ 】
第 １ 復 号 化 回 路 ６ は 、 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ を 復 号 化 （ 伸 長 化 ） す る こ と に よ り 、 現 画
像 デ ー タ Ｄ ｉ １ に 対 応 す る 第 １ 復 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ １ を 出 力 す る 。 同 時 に 、 第 ２ 復 号 化
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回 路 ７ は 、 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ ０ を 復 号 化 す る こ と に よ り 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の １ フ
レ ー ム 期 間 分 だ け 前 の 画 像 デ ー タ に 対 応 す る 第 ２ 復 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ ０ を 出 力 す る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
変 化 量 算 出 回 路 ８ は 、 両 復 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ １ 及 び Ｄ ｂ ０ に 基 づ い て 、 第 ２ 復 号 化 画 像
デ ー タ Ｄ ｂ ０ か ら 第 １ 復 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ １ を 減 算 す る こ と に よ り 、 各 画 素 に お け る 、
１ フ レ ー ム 期 間 分 だ け 前 の 画 像 の 輝 度 値 と 現 画 像 の 輝 度 値 と の 変 化 量 デ ー タ Ｄ ｖ １ を 算 出
・ 出 力 す る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
１ フ レ ー ム 前 画 像 再 生 回 路 ９ は 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ に 輝 度 値 変 化 量 デ ー タ Ｄ ｖ １ を 加 算
す る こ と に よ り 、 １ フ レ ー ム 前 の 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ を 再 生 す る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ Ｄ は 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ と １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０
と に 基 づ い て 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ を 補 正 す る こ と に よ り 、 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ を 出 力
す る 。 具 体 的 に は 、 同 回 路 １ ０ Ｄ は 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 値 、 従 っ て 現 画 像 の 輝 度 値 が
、 １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ が 与 え る 輝 度 値 と 比 較 し て 変 化 す る 場 合 に の み 、 液
晶 の 表 示 画 素 部 分 の 透 過 率 が １ フ レ ー ム 期 間 以 内 に 現 画 像 の 輝 度 値 に 対 応 す る 透 過 率 と な
る 様 に 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ を 補 正 す る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ は 、 あ る 画 素 の 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ に 基 づ い て 駆 動 電 圧 を 決 定 し
た 上 で 、 当 該 駆 動 電 圧 を 当 該 画 素 に 対 応 す る 液 晶 の 表 示 画 素 用 の 駆 動 電 極 に 印 加 し て 、 表
示 動 作 を 行 う 。
【 ０ １ ４ ６ 】
こ こ で 、 図 ２ ３ に 示 す 画 像 デ ー タ 処 理 部 ３ の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト と し て 、 既 述 し た
図 ２ を 援 用 す る 。 図 ２ 中 の 各 ス テ ッ プ に 関 し て 、 本 実 施 の 形 態 が 実 施 の 形 態 １ と 相 違 す る
唯 一 の 点 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ｔ ６ に あ る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
現 画 像 デ ー タ 符 号 化 工 程 （ Ｓ ｔ １ ） に お い て は 、 符 号 化 回 路 ４ は 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ を 符
号 化 し 、 現 画 像 に 対 応 す る 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ を 出 力 す る 。 被 遅 延 符 号 化 画 像 デ ー タ
読 出 し 工 程 （ Ｓ ｔ ２ ） に お い て は 、 遅 延 回 路 ５ は 、 現 画 像 の １ フ レ ー ム 前 の 画 像 に 対 応 す
る 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ ０ を 出 力 す る と 共 に 、 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ を １ フ レ ー ム に 相
当 す る 期 間 だ け 遅 延 さ せ る 動 作 を 実 行 す る 。 符 号 化 画 像 デ ー タ 復 号 化 工 程 （ Ｓ ｔ ３ ） に お
い て は 、 第 １ 復 号 化 回 路 ６ 及 び 第 ２ 復 号 化 回 路 ７ は 、 そ れ ぞ れ 、 対 応 す る 符 号 化 画 像 デ ー
タ Ｄ ａ １ 及 び Ｄ ａ ０ を 復 号 化 し 、 現 画 像 及 び １ フ レ ー ム 前 の 画 像 に 対 応 す る 第 １ 及 び 第 ２
復 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ １ 及 び Ｄ ｂ ０ を 出 力 す る 。 変 化 量 デ ー タ 算 出 工 程 （ Ｓ ｔ ４ ） に お い
て は 、 変 化 量 算 出 回 路 ８ は 、 両 復 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ １ 及 び Ｄ ｂ ０ に 基 づ い て 、 輝 度 値 の
変 化 量 デ ー タ Ｄ ｖ １ を 生 成 ・ 出 力 す る 。 １ フ レ ー ム 前 画 像 再 生 工 程 （ Ｓ ｔ ５ ） に お い て は
、 １ フ レ ー ム 前 画 像 再 生 回 路 ９ は 、 輝 度 値 の 変 化 量 デ ー タ Ｄ ｖ １ 及 び 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １
に 基 づ い て 、 １ フ レ ー ム 前 の 画 像 に 対 応 す る 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ を 出 力 す る 。 核 心 部 た
る 現 画 像 デ ー タ 補 正 工 程 （ Ｓ ｔ ６ ） に お い て は 、 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ Ｄ は 、 両 デ ー タ
Ｄ ｉ １ 及 び Ｄ ｐ ０ に 基 づ い て 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ を 補 正 し 、 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ を 出
力 す る 。 以 上 の ス テ ッ プ Ｓ ｔ １ ～ Ｓ ｔ ６ に お け る 一 連 の 動 作 が 、 １ 画 面 内 の 各 画 素 の 現 画
像 デ ー タ Ｄ ｉ １ に 対 し て 実 行 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
図 ２ ４ は 、 図 ２ ３ に 示 さ れ た 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ Ｄ の 内 部 構 成 の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク
図 で あ る 。 同 回 路 １ ０ Ｄ は 、 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル （ Ｌ Ｕ Ｔ ） 保 有 回 路 １ ３ Ｄ を 備 え る 。
そ し て 、 Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １ ３ Ｄ は 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ 及 び １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ
Ｄ ｐ ０ に 基 づ い て 、 液 晶 中 の 対 応 す る 表 示 画 素 部 分 の 透 過 率 が １ フ レ ー ム 期 間 内 に 当 該 画
素 の 現 画 像 の 輝 度 値 に 対 応 す る 透 過 率 と な る 様 な 補 正 デ ー タ （ Ｌ Ｕ Ｔ デ ー タ ） を 、 Ｌ Ｕ Ｔ
の 中 か ら 抽 出 し 、 そ の 様 に 抽 出 さ れ た Ｌ Ｕ Ｔ デ ー タ を 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ を 補 正 す る た
め の 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ に 設 定 ・ 出 力 す る 。
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【 ０ １ ４ ９ 】
図 ２ ５ は 、 Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １ ３ Ｄ が 有 す る ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル の 構 成 を 模 式 的 に 示 す 図
で あ り 、 実 施 の 形 態 １ に お い て 既 述 し た 図 ４ に 対 応 す る 図 面 で あ る 。 こ こ で は 、 現 画 像 デ
ー タ Ｄ ｉ １ 及 び １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ は 共 に ８ ビ ッ ト の 画 像 デ ー タ で あ り 、
そ れ ら の デ ー タ が 与 え る 輝 度 値 は ０ ～ ２ ５ ５ の 範 囲 内 の 値 と な る 。 図 ２ ５ に 示 す ル ッ ク ア
ッ プ テ ー ブ ル は 、 ２ 次 元 に 配 列 さ れ る ２ ５ ６ × ２ ５ ６ 個 の デ ー タ を 有 し 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ
ｉ １ 及 び １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ の 両 値 に 対 応 す る 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ ＝
ｄ ｔ （ Ｄ ｉ １ ， Ｄ ｐ ０ ） を 出 力 す る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
以 下 、 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ の 決 定 方 法 に つ い て 記 載 す る 。 但 し 、 本 実 施 の 形 態 に お け
る 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ の 決 定 方 法 は 、 実 施 の 形 態 １ に お い て 図 ５ 、 図 ７ 、 図 ８ 及 び 図
９ を 参 照 し て 記 載 し た 決 定 方 法 と 基 本 的 に 同 一 で あ る 。 そ の た め 、 そ れ ら の 記 載 を 基 本 的
に 援 用 す る と 共 に 、 図 ５ 、 図 ７ 及 び 図 ８ の 各 図 面 を 以 下 で の 記 載 に お い て も 援 用 す る 。 本
実 施 の 形 態 に お け る 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ の 決 定 方 法 を 重 ね て 記 載 す れ ば 、 次 の 通 り で
あ る 。
【 ０ １ ５ １ 】
現 画 像 の 輝 度 値 を ８ ビ ッ ト （ ０ ～ ２ ５ ５ ） で 以 っ て 与 え る も の と す る と 、 例 え ば 現 画 像 デ
ー タ Ｄ ｉ １ ＝ １ ２ ７ の 場 合 、 当 該 画 素 に 対 応 す る 液 晶 の 表 示 画 素 部 分 に は 透 過 率 が ５ ０ ％
と な る 様 な 電 圧 Ｖ ５ ０ が 印 加 さ れ る 。 同 様 に 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ ＝ １ ９ １ の 場 合 に は 、
透 過 率 が ７ ５ ％ と な る 様 な 電 圧 Ｖ ７ ５ が 印 加 さ れ る 。 図 ５ に 示 す 様 に 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ
１ に 基 づ い た 電 圧 Ｖ ５ ０ 及 び Ｖ ７ ５ を 対 応 す る 表 示 画 素 部 分 に そ れ ぞ れ 印 加 す る 場 合 、 液
晶 の 表 示 画 素 部 分 の 透 過 率 が そ れ ぞ れ ５ ０ ％ 及 び ７ ５ ％ と 言 う 所 定 の 透 過 率 に 到 達 す る に
は 、 １ フ レ ー ム 期 間 よ り も 長 い 応 答 時 間 を 要 す る 。 よ っ て 、 現 画 像 の 輝 度 値 が １ フ レ ー ム
前 の 画 像 の 輝 度 値 と 比 較 し て 変 化 す る 場 合 に は 、 液 晶 の 表 示 画 素 部 分 の 透 過 率 が １ フ レ ー
ム 期 間 内 に 現 画 像 の 輝 度 値 に 対 応 す る 透 過 率 と な る 様 な 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ を 回 路 ３
に お い て 生 成 ・ 出 力 し 、 こ の 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ に 基 づ い て 生 成 さ れ る 駆 動 電 圧 を 対
応 す る 表 示 画 素 部 分 の 電 極 に 印 加 す る こ と に よ り 、 液 晶 の 応 答 速 度 を 向 上 さ せ る こ と が 可
能 で あ る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
図 ５ に 例 示 す る 様 な 応 答 速 度 の 場 合 に は 、 電 圧 Ｖ ７ ５ を 印 加 す る と 、 １ フ レ ー ム 期 間 経 過
時 の 液 晶 の 透 過 率 は ５ ０ ％ と な る 。 よ っ て 、 目 標 と す る 透 過 率 が ５ ０ ％ の 場 合 に は 、 液 晶
の 駆 動 電 圧 を 電 圧 Ｖ ７ ５ に 設 定 す る こ と に よ り 、 １ フ レ ー ム 期 間 内 に 液 晶 の 透 過 率 を ５ ０
％ と す る こ と が 出 来 る 。 つ ま り 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 輝 度 値 が ０ か ら １ ２ ７ に 変 化 す る
場 合 に は 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 輝 度 値 を 修 正 し て 、 輝 度 値 １ ９ １ を 有 す る 補 正 後 の 現 画
像 デ ー タ Ｄ ｊ １ を 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ に 出 力 す る な ら ば 、 液 晶 内 の 対 応 す る 表 示 画 素 部 分
が １ フ レ ー ム 期 間 内 に 所 望 の 透 過 率 を 有 す る こ と と な る 様 な 駆 動 電 圧 が 上 記 表 示 画 素 部 分
に 印 加 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
図 ７ に お い て 、 現 画 像 の 輝 度 値 及 び １ フ レ ー ム 前 画 像 の 輝 度 値 と の 組 み 合 わ せ は ２ ５ ６ ×
２ ５ ６ 通 り 存 在 す る の で 、 応 答 速 度 も ２ ５ ６ × ２ ５ ６ 通 り 存 在 す る 。 又 、 図 ８ に お い て 、
現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ に 対 す る 補 正 量 は 、 現 画 像 の 輝 度 値 及 び １ フ レ ー ム 前 画 像 の 輝 度 値 と
の 組 み 合 わ せ に 対 応 し て 、 ２ ５ ６ × ２ ５ ６ 通 り 存 在 す る 。 図 ７ に 示 す 様 に 、 液 晶 の 応 答 速
度 は 現 画 像 の 輝 度 値 及 び １ フ レ ー ム 前 画 像 の 輝 度 値 と の 組 合 せ 毎 に 異 な り 、 補 正 量 は 簡 単
な 計 算 式 に よ っ て 一 般 的 に 求 め る こ と が 出 来 な い 。 そ の た め 、 図 ２ ４ の Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １
３ Ｄ の ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル に は 、 図 ２ ６ に 示 す 様 に 、 図 ８ に 示 し た ２ ５ ６ × ２ ５ ６ 通 り
の 補 正 量 を そ れ ぞ れ の 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ に 加 算 し て 得 ら れ た 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ が
格 納 さ れ る 。 こ こ で 、 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ の 値 は 、 当 然 の こ と で は あ る が 、 液 晶 表 示
パ ネ ル １ １ に と っ て 表 示 可 能 な 透 過 率 の 範 囲 を 超 え な い 様 に 、 即 ち 、 現 画 像 及 び １ フ レ ー
ム 前 画 像 の 輝 度 値 が 共 に ８ ビ ッ ト の 場 合 で あ れ ば 、 ０ ～ ２ ５ ５ の 範 囲 内 の 値 に 、 設 定 さ れ
る 。 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ が こ の 範 囲 以 外 の 値 に 設 定 さ れ る 場 合 に は 、 液 晶 パ ネ ル を 駆
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動 さ せ る セ グ メ ン ト 電 極 駆 動 回 路 と し て 従 来 か ら 一 般 的 に 使 用 さ れ て い る 回 路 を 使 用 す る
こ と が 出 来 な い 。
【 ０ １ ５ ４ 】
既 述 の 通 り 、 液 晶 の 応 答 特 性 は 、 液 晶 の 材 料 、 電 極 形 状 、 あ る い は 温 度 等 の 様 々 な 要 因 に
よ っ て 変 化 す る 。 従 っ て 、 こ う し た 個 々 の 使 用 条 件 に 対 応 す る 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ を
有 す る ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル を 採 用 す る こ と に よ り 、 使 用 条 件 の 変 更 に 応 じ て 、 ル ッ ク ア
ッ プ テ ー ブ ル 内 の 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ を 書 き 換 え る か 、 又 は 、 十 分 な 容 量 を 有 す る ル
ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル を 用 意 し て お い て 複 数 の 異 な る 組 み 合 わ せ の 中 か ら 当 該 使 用 条 件 に 適
し た 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ に 切 り 替 え る こ と で 以 っ て 、 液 晶 の 特 性 に 応 じ た 臨 機 応 変 な
応 答 速 度 の 制 御 を 実 現 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
又 、 図 ８ に 示 す 様 に 、 補 正 量 は 、 液 晶 の 応 答 速 度 に 応 じ て 設 定 さ れ て お り 、 液 晶 の 応 答 速
度 が 遅 い 輝 度 値 の 組 み 合 わ せ に 対 す る 補 正 量 が 大 と な る 様 に 、 補 正 量 は 設 定 さ れ る 。 特 に
、 中 間 輝 度 （ グ レ ー ） か ら 高 輝 度 （ 白 ） に 変 化 す る 際 の 液 晶 の 応 答 速 度 は 遅 い 。 従 っ て 、
中 間 輝 度 を 表 す １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ と 高 輝 度 を 表 す 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ と
の 組 み 合 わ せ に 対 応 す る 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ の 値 を 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 値 と 比 べ
て よ り 大 き な 値 に 設 定 す る こ と に よ り 、 液 晶 の 応 答 速 度 を 効 果 的 に 向 上 さ せ る こ と が 出 来
る 。
【 ０ １ ５ ６ 】
図 ２ ５ に 例 示 さ れ る ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル よ り 出 力 さ れ る 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ は 、 液
晶 表 示 パ ネ ル １ １ に 出 力 さ れ る 。 同 パ ネ ル １ １ 内 の ド ラ イ バ （ 図 示 せ ず ） は 、 補 正 現 画 像
デ ー タ Ｄ ｊ １ に 基 づ い て 駆 動 電 圧 を 生 成 し 、 そ の 駆 動 電 圧 を 液 晶 の 対 応 す る セ グ メ ン ト 電
極 に 印 加 す る こ と に よ り 、 最 適 な 階 調 表 示 を 実 現 す る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
本 実 施 の 形 態 に 係 る 画 像 デ ー タ 処 理 部 ３ （ 図 ２ ３ ） の 動 作 を 模 式 的 に 記 載 す る タ イ ミ ン グ
チ ャ ー ト と し て 、 図 １ ４ （ Ａ ） 、 図 １ ４ （ Ｂ ） 及 び 図 １ ４ （ Ｃ ） の 図 面 を こ こ で も 援 用 す
る と 共 に 、 こ れ ら の 図 面 に 関 す る 実 施 の 形 態 １ に お け る 記 載 部 分 を も 援 用 す る 。
【 ０ １ ５ ８ 】
以 上 の 通 り 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 画 像 デ ー タ 処 理 部 ３ は 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ を 一 旦 符 号
化 し て デ ー タ 量 を 圧 縮 し た 上 で 現 画 像 デ ー タ の 符 号 化 デ ー タ を 遅 延 し て い る の で 、 現 画 像
デ ー タ Ｄ ｉ １ を １ フ レ ー ム 期 間 だ け 遅 延 す る た め に 必 要 な メ モ リ 容 量 を 削 減 す る こ と が 出
来 る と 言 う 利 点 を 呈 す る 。 し か も 、 画 素 デ ー タ を 間 引 か ず に 、 １ 画 面 内 の 全 画 素 の 現 画 像
デ ー タ Ｄ ｉ １ に つ い て 符 号 化 ・ 復 号 化 処 理 を 実 行 し て い る の で 、 本 実 施 の 形 態 は 、 画 質 の
劣 化 を も た ら さ な い 、 適 切 な 値 を 有 す る 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ を 発 生 す る こ と が 出 来 、
そ の 結 果 、 液 晶 の 応 答 速 度 を 適 正 に 制 御 す る こ と が 出 来 る と 言 う 利 点 を も 奏 す る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
又 、 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ Ｄ は 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ と １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ
ｐ ０ と に 基 づ い て 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ を 生 成 ・ 出 力 す る の で 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に
、 符 号 化 ・ 復 号 化 処 理 時 に 発 生 し 得 る 誤 差 の 影 響 を 受 け な い 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ を 実
現 す る こ と が 出 来 る と 言 う 利 点 を も 兼 ね 備 え て い る 。 こ の 点 を 、 以 下 に 記 載 す る 。
【 ０ １ ６ ０ 】
図 ２ ７ （ Ａ ） ～ 図 ２ ７ （ Ｆ ） は 、 符 号 化 及 び 復 号 化 処 理 に 起 因 し て 発 生 す る 誤 差 が 補 正 現
画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ に 与 え る 影 響 に つ い て 記 載 す る た め の 説 明 図 で あ る 。 即 ち 、 図 ２ ７ （ Ａ
） は 、 現 画 像 の １ フ レ ー ム 前 で あ る （ ｎ － １ ） 番 目 の フ レ ー ム に お け る 実 際 の 画 像 例 を 表
す 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ ０ を 、 図 ２ ７ （ Ｄ ） は 、 現 画 像 で あ る ｎ 番 目 の フ レ ー ム に お け る 画 像 を
表 す 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 値 を 、 そ れ ぞ れ 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。 図 ２ ７ （ Ａ ） 及 び 図 ２
７ （ Ｄ ） に 示 す 様 に 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ は 、 実 際 の １ フ レ ー ム 前 の 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ ０ と
比 較 し て 、 変 化 し て い な い 。 図 ２ ７ （ Ｅ ） 及 び 図 ２ ７ （ Ｂ ） は 、 そ れ ぞ れ 、 図 ２ ７ （ Ｄ ）
及 び 図 ２ ７ （ Ａ ） に 示 す 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ 及 び １ フ レ ー ム 前 の 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ ０ に 対 応
す る 符 号 化 デ ー タ を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。 こ こ で 、 図 ２ ７ （ Ｅ ） 及 び 図 ２ ７ （ Ｂ ） は 、
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Ｆ Ｔ Ｂ Ｃ 符 号 化 に よ っ て 得 ら れ る 符 号 化 デ ー タ を 示 し て お り 、 代 表 値 （ Ｌ ａ ， Ｌ ｂ ） を ８
ビ ッ ト と し て 、 各 画 素 に １ ビ ッ ト を 割 り 当 て て い る 。 図 ２ ７ （ Ｆ ） 及 び 図 ２ ７ （ Ｃ ） は 、
そ れ ぞ れ 、 図 ２ ７ （ Ｅ ） 及 び 図 ２ ７ （ Ｂ ） に 示 す 符 号 化 デ ー タ を 復 号 化 し て 得 ら れ る 復 号
化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ ０ 及 び Ｄ ｂ １ を 示 し て い る 。 図 ２ ７ （ Ｇ ） は 、 図 ２ ７ （ Ｆ ） 及 び 図 ２ ７
（ Ｃ ） に 示 す 復 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ １ 及 び Ｄ ｂ ０ に 基 づ い て 生 成 さ れ る 輝 度 値 の 変 化 量 デ
ー タ Ｄ ｖ １ の 値 を 示 し て お り 、 図 ２ ７ （ Ｈ ） は 、 １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ の 値
を 示 し て い る 。 図 ２ ７ （ Ｄ ） 、 図 ２ ７ （ Ｆ ） 、 図 ２ ７ （ Ａ ） 及 び 図 ２ ７ （ Ｃ ） に 示 す 様 に
、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ 及 び １ フ レ ー ム 前 の 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ ０ と 比 べ て 、 復 号 化 画 像 デ ー タ
Ｄ ｂ １ 及 び Ｄ ｂ ０ に 符 号 化 ・ 復 号 化 に 伴 う 誤 差 が 生 じ た 場 合 に お い て も 、 図 ２ ７ （ Ｆ ） 及
び 図 ２ ７ （ Ｃ ） に 示 す 復 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ １ 及 び Ｄ ｂ ０ に 基 づ い て 変 化 量 デ ー タ Ｄ ｖ １
が 算 出 さ れ 、 こ の 変 化 量 デ ー タ Ｄ ｖ １ 値 は 、 図 ２ ７ （ Ｇ ） に 示 す 通 り 、 ０ で あ る 。 こ れ に
よ り 、 図 ２ ７ （ Ｈ ） に 示 す 様 に 、 符 号 化 ・ 復 号 化 に よ り 生 じ る 誤 差 の 影 響 を 受 け る こ と な
く 、 １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ と し て 、 図 ２ ７ （ Ａ ） に 示 す １ フ レ ー ム 前 の 画 像
デ ー タ Ｄ ｉ ０ と 同 じ デ ー タ が 再 生 さ れ て お り 、 そ の 様 な 誤 差 を 含 ま な い 当 該 デ ー タ Ｄ ｐ ０
が 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ Ｄ へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ １ ６ １ 】
画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ Ｄ の 入 力 信 号 の 一 方 で あ る 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ に 対 し て は 、 画 像
デ ー タ の 符 号 化 処 理 が 施 さ れ て い な い の で 、 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ Ｄ は 、 現 画 像 デ ー タ
Ｄ ｉ １ 及 び 誤 差 無 く 適 正 に 再 生 さ れ た １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ に 基 づ き 、 適 正
な 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ を 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ に 出 力 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ １ ６ ２ 】
上 記 の 記 載 に お い て は 、 図 ２ ５ の ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル に 入 力 さ れ る デ ー タ が ８ ビ ッ ト で
表 さ れ る 場 合 で あ っ た が 、 こ れ に 限 ら れ る も の で は な く 、 補 間 処 理 等 に よ り 実 質 的 に 補 正
デ ー タ を 生 成 す る こ と が 可 能 な ビ ッ ト 数 で あ る 限 り 、 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル に 入 力 さ れ る
デ ー タ の ビ ッ ト 数 は 任 意 値 と し て も 良 い 。 こ の 場 合 に は 、 そ の 様 な 任 意 の ビ ッ ト 数 ｋ （ ｋ
＜ ｎ ） の デ ー タ （ ｎ × ｎ 個 ） を 有 す る Ｌ Ｕ Ｔ と 、 そ の 出 力 段 側 に 設 け ら れ る 補 間 処 理 等 を
行 う 回 路 （ 補 正 デ ー タ と し て 選 択 さ れ た 任 意 の ビ ッ ト 数 ｋ の Ｌ Ｕ Ｔ デ ー タ を 、 上 記 Ｌ Ｕ Ｔ
の 入 力 信 号 Ｄ ｉ １ ， Ｄ ｐ ０ の ビ ッ ト 数 ｎ と 同 じ ビ ッ ト 数 ｎ を 有 す る 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ
１ に 変 換 す る 処 理 回 路 ） と か ら 成 る 回 路 が 、 広 義 の Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １ ３ Ｄ を 成 す も の と み
な さ れ る 。
【 ０ １ ６ ３ 】
（ 実 施 の 形 態 ３ の 変 形 例 １ ）
本 変 形 例 は 、 図 １ ９ に 例 示 し た 実 施 の 形 態 ２ の 変 形 例 １ に 類 似 す る も の で あ り 、 そ の 相 違
点 は 、 図 １ ９ の 減 算 回 路 １ ７ 、 補 正 量 制 限 回 路 １ ８ 及 び 加 算 回 路 １ ９ の 不 存 在 に あ り 、 そ
の 他 の 構 成 要 素 ２ ０ ～ ２ ３ は 両 変 形 例 に お い て 基 本 的 に 共 通 し て い る 。 そ の 意 味 で 、 本 変
形 例 に お い て も 、 基 本 的 に 、 実 施 の 形 態 ２ の 変 形 例 １ に お い て 構 成 要 素 ２ ０ ～ ２ ３ に 関 し
て 述 べ た 記 載 を 援 用 す る 。 以 下 の 記 載 に お い て は 、 実 施 の 形 態 ３ に お い て 例 示 し た 図 ２ ３
を 援 用 す る 。 と 言 う の は 、 本 変 形 例 の 核 心 部 が 、 図 ２ ３ 中 の 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ Ｄ の
構 成 を 修 正 す る 点 に あ る か ら で あ る 。
【 ０ １ ６ ４ 】
図 ２ ８ は 、 本 変 形 例 に 係 る 画 像 デ ー タ 処 理 部 ３ の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 ス テ
ッ プ Ｓ ｔ １ か ら ス テ ッ プ Ｓ ｔ ５ 迄 の 各 工 程 に お け る 動 作 は 実 施 の 形 態 ３ に お い て 記 載 し た
通 り で あ り 、 そ の 記 載 を 割 愛 す る 。 本 変 形 例 に お け る 現 画 像 デ ー タ 補 正 工 程 Ｓ ｔ ６ は 、 画
像 デ ー タ 変 換 工 程 Ｓ ｔ ７ 、 画 像 デ ー タ 補 正 工 程 Ｓ ｔ ８ 及 び 補 正 画 像 デ ー タ 補 間 工 程 Ｓ ｔ ９
よ り 成 る 。 以 下 に お い て は 、 後 述 す る 図 ２ ９ を 適 宜 参 照 す る こ と で 、 本 変 形 例 の 現 画 像 デ
ー タ 補 正 工 程 Ｓ ｔ ６ を 詳 述 す る 。
【 ０ １ ６ ５ 】
即 ち 、 図 ２ ８ の 画 像 デ ー タ 変 換 工 程 Ｓ ｔ ７ に お い て は 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 量 子 化 ビ ッ
ト 数 を 削 減 す る （ ｎ ビ ッ ト か ら ｍ （ ｍ ＜ ｎ ） ビ ッ ト へ の 削 減 ） と 共 に 、 １ フ レ ー ム 前 再 生
画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ の 量 子 化 ビ ッ ト 数 を も 同 時 に 削 減 （ ｎ ビ ッ ト か ら ｑ （ ｑ ＜ ｎ ） ビ ッ ト へ
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の 削 減 ） し て 、 ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ １ 及 び ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た １ フ レ ー
ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ ０ を 生 成 す る 。 次 の 画 像 デ ー タ 補 正 工 程 Ｓ ｔ ８ に お い て は 、 現 画
像 デ ー タ Ｄ ｅ １ 及 び １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ ０ に 基 づ い て 、 予 め 両 デ ー タ Ｄ ｅ １
及 び Ｄ ｅ ０ の 組 合 せ に 対 応 す る 補 正 デ ー タ が 格 納 さ れ た ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル の 中 か ら 、
当 該 組 合 せ に 対 応 す る 第 １ 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｆ １ と 、 当 該 組 合 せ に 隣 接 す る ３ 個 の 格 子 点
に お け る 第 ２ ～ 第 ４ 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｆ ２ 、 Ｄ ｆ ３ 、 及 び Ｄ ｆ ４ と を 抽 出 し て 、 こ れ ら の
補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｆ １ ～ Ｄ ｆ ４ で 以 っ て 、 ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ １ の 補 正
を 行 う 。 次 の 補 正 画 像 デ ー タ 補 間 工 程 Ｓ ｔ ９ に お い て は 、 ビ ッ ト 数 変 換 前 の 現 画 像 デ ー タ
Ｄ ｉ １ と １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ と に 基 づ い て 、 第 １ ～ 第 ４ 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ
ｆ １ 、 Ｄ ｆ ２ 、 Ｄ ｆ ３ 、 Ｄ ｆ ４ の 補 間 演 算 処 理 を 実 行 し 、 得 ら れ た 補 間 画 像 デ ー タ Ｄ ｈ １
を 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ と し て 出 力 す る 。
【 ０ １ ６ ６ 】
本 変 形 例 に 係 る 画 像 デ ー タ 処 理 部 ３ が 有 す る 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ Ｄ １ は 、 図 ２ ４ に 示
す Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 １ ３ Ｄ に 代 え て 、 図 ２ ９ に 示 す ４ 個 の 構 成 要 素 よ り 成 る 。 即 ち 、 同 回 路
１ ０ Ｄ １ は 、 第 １ デ ー タ 変 換 回 路 ２ ０ 、 第 ２ デ ー タ 変 換 回 路 ２ １ 、 実 質 的 な 画 像 デ ー タ 補
正 回 路 の 動 作 を 担 う 被 削 減 化 Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 ２ ２ Ｄ 及 び 補 間 回 路 ２ ３ を 有 す る 。
【 ０ １ ６ ７ 】
図 ２ ９ に お い て 、 第 １ 及 び 第 ２ デ ー タ 変 換 回 路 ２ ０ ， ２ １ は 、 そ れ ぞ れ 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ
ｉ １ 及 び １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ １ の 量 子 化 ビ ッ ト 数 を 、 例 え ば ８ ビ ッ ト か ら ３
ビ ッ ト に 削 減 す る こ と に よ り 、 ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ １ 及 び ビ ッ ト 数 変 換
さ れ た １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ ０ を 出 力 す る 。 と 同 時 に 、 第 １ 及 び 第 ２ デ ー タ 変
換 回 路 ２ ０ ， ２ １ は 、 そ れ ぞ れ 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ 及 び １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ
ｐ ０ に 基 づ い て 行 わ れ る ビ ッ ト 数 変 換 に 際 し て 、 第 １ 及 び 第 ２ 補 間 係 数 ｋ ０ 、 ｋ １ を 算 出
す る 。 被 削 減 化 Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 ２ ２ Ｄ は 、 ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ １ 及 び ビ
ッ ト 数 変 換 さ れ た １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ ０ に 基 づ い て 、 当 該 画 素 に 対 応 す る 液
晶 の 表 示 画 素 部 分 の 透 過 率 が １ フ レ ー ム 期 間 内 に 当 該 現 画 像 の 輝 度 値 に 対 応 す る 透 過 率 と
な る 様 に 、 ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ １ を 補 正 し て 、 ４ 個 の 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ
ｆ １ ～ Ｄ ｆ ４ を 出 力 す る 。 補 間 回 路 ２ ３ は 、 ビ ッ ト 数 変 換 の 変 換 結 果 で あ る 第 １ 及 び 第 ２
補 間 係 数 ｋ ０ 、 ｋ １ を 用 い て 、 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｆ １ ～ Ｄ ｆ ４ を 補 間 す る こ と に よ り 、 ｎ
ビ ッ ト （ 例 え ば ８ ビ ッ ト ） の 補 間 画 像 デ ー タ Ｄ ｈ １ を 出 力 す る 。
【 ０ １ ６ ８ 】
補 間 画 像 デ ー タ Ｄ ｈ １ は 、 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ と し て 、 図 ２ ３ の 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １
の ド ラ イ バ （ 図 示 せ ず ） に 入 力 さ れ 、 同 ド ラ イ バ は 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｈ １ に 基 づ い て 当 該
画 素 に 対 応 す る セ グ メ ン ト 電 極 を 駆 動 す る た め の 電 圧 を 決 定 し 、 当 該 駆 動 電 圧 を 対 応 す る
セ グ メ ン ト 電 極 に 印 加 す る 。 こ れ に よ り 、 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ は 、 階 調 表 示 動 作 を 行 う 。
【 ０ １ ６ ９ 】
図 ３ ０ は 、 図 ２ ９ の 被 削 減 化 Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 ２ ２ Ｄ が 有 す る ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル の 構 成
を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。 こ の 一 例 で は 、 ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ １ 及 び ビ
ッ ト 数 変 換 さ れ た １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ ０ は 、 共 に ３ ビ ッ ト デ ー タ で あ り 、 ０
～ ７ の 範 囲 内 の 値 を と る 。 図 ３ ０ に 示 す 様 に 、 当 該 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル は 、 ２ 次 元 に 配
列 さ れ る ９ × ９ 個 の デ ー タ を 有 し て お り 、 共 に ３ ビ ッ ト に ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た 、 現 画 像 デ
ー タ Ｄ ｅ １ 及 び １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ ０ の 両 値 に 対 応 す る 補 正 画 像 デ ー タ ｄ ｔ
（ Ｄ ｅ １ ， Ｄ ｅ ０ ） を 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｆ １ と し て 出 力 す る 。 更 に 、 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ
ル は 、 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｆ １ に 隣 接 す る ３ つ の 補 正 画 像 デ ー タ ｄ ｔ （ Ｄ ｅ １ ＋ １ ， Ｄ ｅ ０
） 、 ｄ ｔ （ Ｄ ｅ １ ， Ｄ ｅ ０ ＋ １ ） 、 ｄ ｔ （ Ｄ ｅ １ ＋ １ ， Ｄ ｅ ０ ＋ １ ） を 、 そ れ ぞ れ 補 正 画
像 デ ー タ Ｄ ｆ ２ 、 Ｄ ｆ ３ 、 Ｄ ｆ ４ と し て 出 力 す る 。
【 ０ １ ７ ０ 】
補 間 回 路 １ ６ は 、 第 １ 及 び 第 ２ 補 間 係 数 ｋ １ 、 ｋ ０ 並 び に 第 １ ～ 第 ４ 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｆ
１ ～ Ｄ ｆ ４ を 用 い て 、 既 述 し た 式 （ １ ） （ 但 し 、 式 （ １ ） の 左 辺 の Ｄ ｊ ５ を Ｄ ｈ １ に 置 換
す る こ と ） で 与 え ら れ る 補 間 処 理 を 実 行 す る こ と に よ り 、 補 間 さ れ た 補 間 画 像 デ ー タ Ｄ ｈ
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１ を 算 出 す る 。
【 ０ １ ７ １ 】
図 ３ １ は 、 上 記 式 （ １ ） に よ り 表 さ れ る 補 間 画 像 デ ー タ Ｄ ｈ １ の 算 出 方 法 を 模 式 的 に 示 す
図 で あ り 、 図 ２ １ に 対 応 し て い る 。 図 ３ １ に お い て 、 ｓ １ 及 び ｓ ２ は 、 第 １ デ ー タ 変 換 回
路 ２ ０ に よ り 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 量 子 化 ビ ッ ト 数 を 変 換 す る 際 に 用 い ら れ る 閾 値 で あ り
、 ｓ ３ 及 び ｓ ４ は 、 第 ２ デ ー タ 変 換 回 路 ２ １ に よ り １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ の
量 子 化 ビ ッ ト 数 を 変 換 す る 際 に 用 い ら れ る 閾 値 で あ る 。 し か も 、 閾 値 ｓ １ は 、 ビ ッ ト 数 変
換 さ れ た 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ １ に 対 応 す る 閾 値 で あ り 、 閾 値 ｓ ２ は 、 ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た 現
画 像 デ ー タ Ｄ ｅ １ よ り も １ だ け 大 き い 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ １ ＋ １ に 対 応 す る 閾 値 で あ る 。 又
、 閾 値 ｓ ３ は 、 ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ ０ に 対 応 す る 閾 値 で
あ り 、 閾 値 ｓ ４ は 、 ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ ０ よ り も １ だ け
大 き い １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ ０ ＋ １ に 対 応 す る 閾 値 で あ る 。
【 ０ １ ７ ２ 】
こ の と き 、 第 １ 及 び 第 ２ 補 間 係 数 ｋ １ 、 ｋ ０ は 、 そ れ ぞ れ 、 式 （ ６ ） 及 び 式 （ ７ ） に よ り
算 出 さ れ る 。
【 ０ １ ７ ３ 】
【 数 ５ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ７ ４ 】
以 上 の 通 り 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ 及 び １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ の ビ ッ ト 数 を 変
換 す る 際 に 算 出 さ れ る 第 １ 及 び 第 ２ 補 間 係 数 ｋ ０ 、 ｋ １ を 用 い て 、 ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た デ
ー タ （ Ｄ ｅ １ ， Ｄ ｅ ０ ） 、 （ Ｄ ｅ １ ＋ １ ， Ｄ ｅ ０ ） 、 （ Ｄ ｅ １ ， Ｄ ｅ ０ ＋ １ ） 、 及 び （ Ｄ
ｅ １ ＋ １ ， Ｄ ｅ ０ ＋ １ ） に 対 応 す る ４ つ の 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｆ １ 、 Ｄ ｆ ２ 、 Ｄ ｆ ３ 、 Ｄ ｆ
４ を 補 間 演 算 す る こ と で 、 補 間 画 像 デ ー タ Ｄ ｈ １ を 求 め て い る 。 こ の 補 間 処 理 に よ り 、 ル
ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル の 構 成 を 簡 素 化 出 来 る と 共 に 、 第 １ 及 び 第 ２ デ ー タ 変 換 回 路 ２ ０ 、 ２
１ に お け る 量 子 化 誤 差 が 補 間 画 像 デ ー タ Ｄ ｈ １ に 与 え る 影 響 を 低 減 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ １ ７ ５ 】
尚 、 第 １ 及 び 第 ２ デ ー タ 変 換 回 路 ２ ０ 、 ２ １ は 、 線 形 量 子 化 以 外 の 非 線 形 量 子 化 に よ っ て
、 入 力 デ ー タ の ビ ッ ト 数 削 減 を 行 う こ と も 出 来 る 。 例 え ば 、 非 線 形 量 子 化 に よ り ビ ッ ト 数
を 変 換 す る 際 に 、 補 正 画 像 デ ー タ の 変 化 （ 隣 接 す る 補 正 画 像 デ ー タ 間 の 差 ） に 応 じ て 量 子
化 密 度 を 設 定 す る 。 即 ち 、 補 正 画 像 デ ー タ の 変 化 が 大 き い 領 域 で は 量 子 化 密 度 を 相 対 的 に
高 く 設 定 す る こ と に よ り 、 ビ ッ ト 数 削 減 に 伴 う 補 間 画 像 デ ー タ Ｄ ｈ １ の 誤 差 を よ り 低 減 す
る こ と が 出 来 る 。
【 ０ １ ７ ６ 】
又 、 第 １ 及 び 第 ２ デ ー タ 変 換 回 路 ２ ０ 、 ２ １ に よ る デ ー タ 変 換 処 理 後 の デ ー タ ビ ッ ト 数 は
、 ３ ビ ッ ト に 限 ら れ る も の で は な く 、 補 間 回 路 ２ ３ に よ っ て 補 間 す る こ と で 実 質 的 に 使 用
可 能 な 補 間 画 像 デ ー タ Ｄ ｈ １ を 求 め 得 る ビ ッ ト 数 で あ れ ば 、 任 意 の ビ ッ ト 数 を 選 択 す る こ
と が 出 来 る 。 勿 論 、 量 子 化 ビ ッ ト 数 の 値 に 応 じ て 、 被 削 減 化 Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 ２ ２ Ｄ に お け
る ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 内 の デ ー タ 個 数 も ま た 変 化 す る 。
【 ０ １ ７ ７ 】
更 に 、 両 デ ー タ 変 換 回 路 ２ ０ ， ２ １ に よ る ビ ッ ト 数 変 換 後 の 各 デ ー タ の ビ ッ ト 数 ｍ 、 ｑ が
、 互 い に 異 な っ て い て も 良 く 、 又 、 い ず れ か 一 方 の ビ ッ ト 数 変 換 を 実 施 し な い こ と も 可 能
で あ る 。 い ず れ か 一 方 の ビ ッ ト 数 変 換 を 実 施 し な い 場 合 に は 、 両 デ ー タ 変 換 回 路 ２ ０ 又 は
２ １ に お い て 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ 又 は １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ １ の 量 子 化 ビ ッ ト
数 ｎ を 削 減 す る こ と に よ り 、 ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ １ 又 は ビ ッ ト 数 変 換 さ
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れ た １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ ０ の い ず れ か 一 方 が 出 力 さ れ る 。 そ の 次 に 、 ル ッ ク
ア ッ プ テ ー ブ ル へ の ア ク セ ス に よ り 、 ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ １ と 、 ビ ッ ト
数 変 換 さ れ て い な い １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ １ と に 基 づ い て 当 該 ビ ッ ト 数 変 換 さ
れ た 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ １ を 補 正 す る か 、 又 は 、 ビ ッ ト 数 変 換 さ れ て い な い 現 画 像 デ ー タ Ｄ
ｉ １ 及 び ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ ０ に 基 づ い て 当 該 現 画 像 デ
ー タ Ｄ ｉ １ を 補 正 す る こ と に よ り 、 補 正 画 像 デ ー タ と こ れ に 隣 接 す る 補 正 画 像 デ ー タ が 出
力 さ れ る 。 そ の 後 、 補 間 回 路 ２ ３ は 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ と １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ
Ｄ ｐ ０ と に 基 づ き 、 ビ ッ ト 数 変 換 の 変 換 結 果 で あ る 補 間 係 数 ｋ １ 又 は ｋ ０ を 用 い て 、 こ れ
ら の 補 正 画 像 デ ー タ の 補 間 を 行 う こ と に よ り 、 補 間 画 像 デ ー タ Ｄ ｈ １ を 生 成 ・ 出 力 す る 。
尚 、 両 デ ー タ 変 換 回 路 ２ ０ ， ２ １ に よ る ビ ッ ト 数 変 換 を 行 っ た 場 合 に は 、 補 正 画 像 デ ー タ
は ４ 個 の デ ー タ Ｄ ｆ １ ～ Ｄ ｆ ４ よ り 成 る が 、 両 デ ー タ 変 換 回 路 ２ ０ ， ２ １ の 何 れ か 一 方 に
よ る ビ ッ ト 数 変 換 を 行 っ た 場 合 に は 、 補 正 画 像 デ ー タ は ２ 個 の デ ー タ よ り 成 る （ 式 （ １ ）
を 参 照 ） 。 又 、 両 デ ー タ 変 換 回 路 ２ ０ ， ２ １ の 何 れ か 一 方 に よ る ビ ッ ト 数 変 換 を 行 っ た 場
合 に は 、 両 補 間 係 数 ｋ １ 、 ｋ ０ の 何 れ か 一 方 、 即 ち 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ 又 は １ フ レ ー ム
前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ １ の 内 の ビ ッ ト 数 変 換 を 行 わ な か っ た デ ー タ に 対 応 す る 補 間 係 数 の
値 は ０ で あ る 。 従 っ て 、 式 （ １ ） よ り 、 ｋ １ ＝ ０ の と き に は 、 被 削 減 化 Ｌ Ｕ Ｔ は 少 な く と
も ２ n × （ ２ q ＋ １ ） 個 の デ ー タ を 有 す る こ と と な り 、 逆 に ｋ ０ ＝ ０ の と き に は 、 被 削 減 化
Ｌ Ｕ Ｔ は 少 な く と も （ ２ m ＋ １ ） × ２ n 個 の デ ー タ を 有 す る こ と と な る 。
【 ０ １ ７ ８ 】
尚 、 補 間 回 路 ２ ３ は 、 線 形 補 間 以 外 に 、 高 次 の 関 数 を 用 い た 補 間 演 算 に よ り 補 間 画 像 デ ー
タ Ｄ ｈ １ を 算 出 す る 様 に 、 構 成 さ れ て も 良 い 。
【 ０ １ ７ ９ 】
（ 実 施 の 形 態 ３ の 変 形 例 ２ ）
本 変 形 例 は 、 図 ２ ２ に 例 示 し た 実 施 の 形 態 ２ の 変 形 例 ２ に 類 似 す る も の で あ り 、 そ の 相 違
点 は 、 図 ２ ２ の 減 算 回 路 １ ７ 、 補 正 量 制 限 回 路 １ ８ 及 び 加 算 回 路 １ ９ の 不 存 在 に あ り 、 そ
の 他 の 構 成 要 素 ２ ０ ～ ２ ４ は 両 変 形 例 に お い て 基 本 的 に 共 通 し て い る 。 そ の 意 味 で 、 本 変
形 例 に お い て も 、 基 本 的 に 、 実 施 の 形 態 ２ の 変 形 例 ２ に お い て 構 成 要 素 ２ ０ ～ ２ ４ に 関 し
て 述 べ た 記 載 を 援 用 す る 。 以 下 の 記 載 に お い て は 、 実 施 の 形 態 ３ に お い て 例 示 し た 図 ２ ３
を 援 用 す る 。 蓋 し 、 本 変 形 例 の 核 心 部 も ま た 、 図 ２ ３ 中 の 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ Ｄ の 構
成 を 修 正 す る 点 に あ る か ら で あ る 。
【 ０ １ ８ ０ 】
図 ３ ２ は 、 本 変 形 例 に 係 る 画 像 デ ー タ 処 理 部 ３ の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 ３
２ 中 、 ス テ ッ プ Ｓ ｔ １ ～ Ｓ ｔ ５ 、 及 び ス テ ッ プ Ｓ ｔ ７ ～ Ｓ ｔ ９ の 各 工 程 に お け る 動 作 は 、
実 施 の 形 態 ３ 及 び そ の 変 形 例 １ に お い て 記 載 し た ス テ ッ プ と 同 様 で あ り 、 そ の た め 、 そ れ
ら の ス テ ッ プ の 記 載 を こ こ で は 割 愛 す る 。 本 変 形 例 の 中 核 部 た る 補 正 画 像 デ ー タ 制 限 工 程
Ｓ ｔ １ ０ に お い て は 、 以 下 の 所 定 の 場 合 に 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ 及 び １ フ レ ー ム 前 再 生 画
像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ に 基 づ い て 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ が 補 正 さ れ な い 様 に 、 又 は そ の 補 正 量 が
少 な く な る 様 に 、 補 正 画 像 デ ー タ 補 間 工 程 （ Ｓ ｔ ９ ） に お い て 生 成 さ れ る 補 間 画 像 デ ー タ
を 制 限 し 、 こ れ に よ り 得 ら れ る 制 限 画 像 デ ー タ Ｄ ｇ １ を 出 力 す る 。 そ し て 、 制 限 画 像 デ ー
タ Ｄ ｇ １ は 、 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ と し て 、 図 ２ ３ の 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ に 入 力 さ れ 、
同 パ ネ ル １ １ は 制 限 画 像 デ ー タ Ｄ ｇ １ に 基 づ い て 決 定 さ れ る 電 圧 を 当 該 画 素 に 対 応 す る 表
示 画 素 用 駆 動 電 極 に 印 加 す る こ と に よ り 、 階 調 表 示 動 作 を 行 う 。
【 ０ １ ８ １ 】
本 変 形 例 に 係 る 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ Ｄ ２ は 、 図 ３ ３ に 示 す 様 に 、 図 ２ ９ に 示 す 構 成 要
素 （ 第 １ デ ー タ 変 換 回 路 ２ ０ 、 第 ２ デ ー タ 変 換 回 路 ２ １ 、 被 削 減 化 Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 ２ ２ Ｄ
及 び 補 間 回 路 ２ ３ ） に 加 え て 、 補 正 デ ー タ 制 限 回 路 ２ ４ を 有 す る 。
【 ０ １ ８ ２ 】
補 正 デ ー タ 制 限 回 路 ２ ４ は 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ 及 び １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０
に 基 づ い て 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ と 前 フ レ ー ム 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ と が 互 い に 等 し い か
否 か を 判 断 し 、 両 デ ー タ Ｄ ｉ １ 、 Ｄ ｐ ０ が 互 い に 等 し い と き に は 、 補 間 画 像 デ ー タ Ｄ ｈ １
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を 制 限 す る 。 即 ち 、 同 回 路 ２ ４ は 、 補 間 画 像 デ ー タ Ｄ ｈ １ の 代 わ り に 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ
１ 自 体 を 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ と し て 出 力 す る 。 こ れ に よ り 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ と １
フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ と が 互 い に 等 し い 場 合 （ 画 像 の 変 化 が な い 場 合 ） に 、 両
デ ー タ 変 換 回 路 ２ ０ ， ２ １ に よ る ビ ッ ト 数 削 減 と 補 間 回 路 ２ ３ に よ る 補 間 演 算 と に 伴 う 画
像 デ ー タ の 補 正 誤 差 を 無 く す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ １ ８ ３ 】
現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ と １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ と の 差 が 少 な い 場 合 に お い て も
、 上 記 回 路 ２ ４ は 、 補 間 回 路 ２ ３ が 出 力 す る 補 間 画 像 デ ー タ Ｄ ｈ １ の 代 わ り に 、 現 画 像 デ
ー タ Ｄ ｉ １ 自 体 を 制 限 画 像 デ ー タ Ｄ ｇ １ と し て 出 力 す る か 、 あ る い は 、 補 正 量 が 少 な く な
る 様 に 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｈ １ を 制 限 す る こ と と し て も 良 い 。 よ り 具 体 的 に は 、 補 正 デ ー タ
制 限 回 路 ２ ４ が 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ と １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ と の 差 分 の 絶
対 値 が 予 め 決 め ら れ た 値 Ｓ ｈ よ り も 小 さ い と 判 断 し た 場 合 に は 、 同 回 路 ２ ４ は 、 以 下 の 式
（ ８ ） 及 び 式 （ ９ ） で 与 え ら れ る 演 算 処 理 を 実 行 す る こ と に よ り 、 補 間 画 像 デ ー タ Ｄ ｈ １
を 適 切 な 値 に 制 限 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ １ ８ ４ 】
【 数 ６ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ８ ５ 】
こ の 関 数 に つ い て は 、 そ れ が 線 形 関 数 又 は 高 次 関 数 で あ っ て も 良 く 、 予 め 決 め ら れ た 値 Ｓ
ｈ の 境 界 付 近 に お い て 輝 度 値 が 変 化 す る 場 合 に 表 示 画 像 が 不 自 然 に な る こ と が な い 様 に 当
該 関 数 を 適 宜 決 定 す る こ と が 出 来 る 。 又 、 予 め 決 め ら れ た 値 Ｓ ｈ に つ い て も 、 両 デ ー タ 変
換 回 路 ２ ０ ， ２ １ に お い て 削 減 す る ビ ッ ト 数 や 補 間 回 路 ２ ３ に お け る 補 間 方 法 等 に も そ の
値 は 依 存 す る け れ ど も 、 表 示 画 像 が 不 自 然 に な る こ と が な い 様 に 、 予 め 適 宜 に 最 適 な 値 に
当 該 値 Ｓ ｈ を 決 定 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ １ ８ ６ 】
以 上 の 様 に 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ 及 び １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ に 基 づ い て 、 現
画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 補 正 を 行 わ な い か 、 又 は 、 補 正 量 が 少 な く な る 様 に 、 補 正 画 像 デ ー タ
補 間 工 程 Ｓ ｔ ９ に お い て 生 成 さ れ る 補 間 画 像 デ ー タ を 制 限 し て 得 ら れ る 制 限 画 像 デ ー タ Ｄ
ｇ １ を 出 力 す る こ と に よ り 、 １ フ レ ー ム 前 の 画 像 と 現 画 像 と の 間 で 画 像 の 変 化 が 殆 ど 無 い
か 又 は そ の 変 化 が 僅 少 の 場 合 に 、 両 デ ー タ 変 換 回 路 ２ ０ ， ２ １ に お け る ビ ッ ト 数 削 減 と 及
び 補 間 回 路 ２ ３ に お け る 補 間 演 算 と に 伴 う 画 像 デ ー タ の 補 正 誤 差 を 無 く し 、 不 要 な 補 正 に
よ る 表 示 画 像 の 劣 化 を 減 少 さ せ る こ と が 出 来 る 。
【 ０ １ ８ ７ 】
（ 実 施 の 形 態 ４ ）
本 実 施 の 形 態 の 目 的 は 、 現 画 像 に 対 し て 圧 縮 符 号 化 及 び 復 号 化 を 行 っ た 上 で 画 像 処 理 を 行
う 液 晶 表 示 装 置 用 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 に お い て 、 圧 縮 符 号 化 パ ラ メ ー タ を 適 切 に 設 定 す る
こ と に よ り 、 液 晶 の 応 答 速 度 を よ り 適 正 に 制 御 可 能 と す る こ と に あ る 。 以 下 、 図 面 を 参 照
し つ つ 、 本 実 施 の 形 態 の 一 例 を 記 載 す る 。 そ の 際 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 用 画
像 デ ー タ 処 理 部 の 構 成 を 記 載 し た 後 に 、 核 心 部 た る 、 Ｆ Ｂ Ｔ Ｃ 符 号 化 を 用 い て 圧 縮 符 号 化
を 行 う 動 作 に つ い て 詳 述 す る 。
【 ０ １ ８ ８ 】
図 ３ ４ は 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ３ ４ の 液
晶 表 示 装 置 と 図 １ に 示 し た 液 晶 表 示 装 置 と を 比 較 す る と 、 構 成 要 素 １ ， ２ ， ４ ， ５ ， ６ ，
７ ， １ １ は 互 い に 共 通 す る 。 従 っ て 、 本 実 施 の 形 態 に お い て も 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 構
成 要 素 １ ， ２ ， ４ ， ５ ， ６ ， ７ ， １ １ に 関 す る 記 載 箇 所 を 基 本 的 に 援 用 す る 。 相 違 す る 点
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は 、 本 装 置 が 構 成 要 素 ５ ０ ， １ ０ ０ を 有 す る 点 で あ る 。 即 ち 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 表
示 装 置 は 、 入 力 端 子 １ 、 受 信 回 路 ２ 、 画 像 デ ー タ 処 理 部 ３ Ａ 、 及 び 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ よ
り 構 成 さ れ て お り 、 中 核 部 た る 画 像 デ ー タ 処 理 部 ３ Ａ は 、 符 号 化 回 路 ４ 、 メ モ リ 制 御 回 路
５ Ａ 及 び メ モ リ ５ Ｂ を 含 む 遅 延 回 路 ５ 、 第 １ 及 び 第 ２ 復 号 化 回 路 ６ ， ７ 、 補 正 デ ー タ 生 成
回 路 ５ ０ 、 及 び 補 正 回 路 １ ０ ０ を 有 す る 。
【 ０ １ ８ ９ 】
受 信 回 路 ２ は 、 入 力 端 子 １ を 介 し て 受 信 さ れ る ラ ス タ ー 動 画 像 信 号 を 、 デ ジ タ ル 形 式 の 現
画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ と し て 、 単 位 時 間 （ 例 え ば １ ク ロ ッ ク ） 当 り の 転 送 ビ ッ ト 数 Ｎ １ で 以 っ
て 画 像 デ ー タ 処 理 部 ３ Ａ に 出 力 す る 。 こ の と き 、 画 像 デ ー タ 処 理 部 ３ Ａ が １ フ レ ー ム 分 の
現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ を 受 信 す る の に 必 要 な 時 間 を 受 信 時 間 Ｔ １ と 定 義 す る 。 画 像 デ ー タ 処
理 部 ３ Ａ は 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 階 調 を 補 正 す る こ と に よ り 、 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ に お
け る 表 示 画 像 の 階 調 変 化 速 度 を 向 上 さ せ る 。 そ の 際 、 画 像 デ ー タ 処 理 部 ３ Ａ は 、 補 正 さ れ
た 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ を 、 単 位 時 間 当 り の 転 送 ビ ッ ト 数 Ｎ ３ で 以 っ て 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １
に 出 力 す る 。 こ こ で 、 画 像 デ ー タ 処 理 部 ３ Ａ が １ フ レ ー ム 分 の 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ を 全 て
出 力 す る の に 要 す る 時 間 を 出 力 時 間 Ｔ ３ と 定 義 す る 。 特 に 、 画 像 デ ー タ 処 理 部 ３ Ａ は 、 第
１ 及 び 第 ２ 復 号 化 回 路 ６ ， ７ に よ る 両 復 号 化 処 理 を 通 じ て 、 圧 縮 符 号 化 に よ り 生 じ る 誤 差
を 打 ち 消 し あ っ て 、 当 該 誤 差 を 軽 減 す る こ と が 出 来 る と 言 う 利 点 を 有 す る 。
【 ０ １ ９ ０ 】
画 像 デ ー タ 処 理 部 ３ Ａ の 遅 延 回 路 ５ に 含 ま れ る メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ は 、 （ ｉ ） メ モ リ ５ Ｂ
に 書 き 込 む た め の 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ を 一 時 的 に 保 持 す る た め の 一 時 記 憶 領 域 と
、 （ ｉ ｉ ） メ モ リ ５ Ｂ か ら 読 み 出 し た 、 現 画 像 の １ フ レ ー ム 前 の 画 像 に 対 応 す る 圧 縮 符 号
化 画 像 デ ー タ を 、 一 時 的 に 保 持 す る た め の 一 時 記 憶 領 域 と を 有 す る 。
【 ０ １ ９ １ 】
こ こ で 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ と メ モ リ ５ Ｂ と の 間 で 単 位 時 間 当 り に 転 送 さ れ る デ ー タ の ビ
ッ ト 数 を 、 Ｎ ２ と し て 表 す 。 従 っ て 、 転 送 デ ー タ ビ ッ ト 数 Ｎ ２ は 、 単 位 時 間 当 り に メ モ リ
制 御 回 路 ５ Ａ が メ モ リ ５ Ｂ へ 出 力 す る デ ー タ 量 と 、 単 位 時 間 当 り に メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ が
メ モ リ ５ Ｂ か ら 読 み 出 す デ ー タ 量 と の 合 計 に な る 。
【 ０ １ ９ ２ 】
又 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ が メ モ リ ５ Ｂ に 対 し て 1フ レ ー ム 分 の 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ
１ 全 て を 出 力 す る の に 要 す る 時 間 と 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ が メ モ リ ５ Ｂ か ら １ フ レ ー ム に
相 当 す る 期 間 だ け 遅 延 さ れ た 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ を 1フ レ ー ム 分 だ け 読 み 出 す の に 要 す
る 時 間 と は 互 い に 等 し く 、 両 者 の 時 間 を Ｔ ２ と 定 義 す る 。
【 ０ １ ９ ３ 】
あ る い は 、 符 号 化 回 路 ４ が 、 メ モ リ ５ Ｂ に 書 き 込 む た め の 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ を 一 時 的
に 保 持 す る た め の 一 時 記 憶 領 域 を 有 し 、 第 ２ 復 号 化 回 路 ７ が 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ か ら 出
力 さ れ る １ フ レ ー ム 前 の 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ を 一 時 的 に 保 持 す る た め の 一 時 記 憶 領 域 を
有 す る 様 に 構 成 し て も 良 い 。 但 し 、 こ の 場 合 に は 、 符 号 化 回 路 ４ が メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ を
介 し て メ モ リ ５ Ｂ に 出 力 す る デ ー タ 量 と 、 第 ２ 復 号 化 回 路 ７ が メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ を 介 し
て メ モ リ ５ Ｂ か ら 読 み 出 す デ ー タ 量 と の 合 計 が 、 転 送 デ ー タ ビ ッ ト 数 Ｎ ２ と な る 。 し か も
、 こ の 場 合 に は 、 符 号 化 回 路 ４ が メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ を 介 し て メ モ リ ５ Ｂ に １ フ レ ー ム 分
の 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ 全 て を 出 力 す る の に 要 す る 時 間 と 、 第 ２ 復 号 化 回 路 ７ が メ
モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ を 介 し て メ モ リ ５ Ｂ か ら １ フ レ ー ム に 相 当 す る 期 間 だ け 遅 延 さ れ た 圧 縮
符 号 化 画 像 デ ー タ の 1フ レ ー ム 分 を 読 み 出 す の に 要 す る 時 間 と は 互 い に 等 し く な り 、 両 者
の 時 間 は 上 記 時 間 Ｔ ２ と な る 。
【 ０ １ ９ ４ 】
図 ３ ５ は 、 図 ３ ４ に 示 す 画 像 デ ー タ 処 理 部 ３ Ａ に お け る 一 連 の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
で あ り 、 既 述 し た 図 ２ に 対 応 す る 工 程 図 で あ る 。 図 ３ ５ と 図 ２ と を 比 較 す る と 明 ら か な 通
り 、 ス テ ッ プ Ｓ ｔ １ － Ｓ ｔ ３ は 両 実 施 の 形 態 ４ ， １ に お い て 共 通 す る 工 程 で あ り 、 ス テ ッ
プ Ｓ ｔ ４ Ａ ， Ｓ ｔ ５ Ａ が 実 施 の 形 態 １ と は 相 違 す る 。
【 ０ １ ９ ５ 】
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即 ち 、 現 画 像 デ ー タ 符 号 化 工 程 Ｓ ｔ １ は 、 符 号 化 回 路 ４ の 動 作 に よ っ て 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ
ｉ １ を 圧 縮 符 号 化 し 、 デ ー タ 容 量 を 圧 縮 し た 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ を 出 力 す る 工 程
で あ る 。 次 の 符 号 化 画 像 デ ー タ 遅 延 工 程 Ｓ ｔ ２ は 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ 及 び メ モ リ ５ Ｂ の
動 作 を 利 用 す る こ と に よ っ て 、 （ ｉ ） あ る 画 素 の 現 画 像 に 対 し て １ フ レ ー ム 期 間 だ け 前 の
当 該 画 素 の 画 像 を 圧 縮 符 号 化 し て 成 る 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ ０ を 読 み 出 し て 第 ２ 復 号
化 回 路 ７ へ 出 力 す る と 共 に 、 （ ｉ ｉ ） 受 信 し た 現 画 像 の 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ を １
フ レ ー ム に 相 当 す る 期 間 だ け 遅 延 す る た め に 、 当 該 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ を メ モ リ
５ Ｂ 内 に 書 込 む 処 理 を 行 う 工 程 で あ る 。 符 号 化 画 像 デ ー タ 復 号 化 工 程 Ｓ ｔ ３ は 、 両 圧 縮 符
号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ ， Ｄ ａ ０ を 復 号 化 し て 、 復 号 化 さ れ た 復 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ １ ， Ｄ
ｂ ０ を 出 力 す る 工 程 で あ る 。
【 ０ １ ９ ６ 】
補 正 デ ー タ 生 成 工 程 Ｓ ｔ ４ Ａ は 、 補 正 デ ー タ 生 成 回 路 ５ ０ に お い て 、 第 １ 及 び 第 ２ 復 号 化
画 像 デ ー タ Ｄ ｂ １ ， Ｄ ｂ ０ に 基 づ い て 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ を 補 正 す る た め の 補 正 デ ー タ
Ｄ ｃ を 生 成 す る 工 程 で あ る 。
【 ０ １ ９ ７ 】
更 に 、 現 画 像 デ ー タ 補 正 工 程 Ｓ ｔ ５ Ａ は 、 補 正 回 路 １ ０ ０ に お い て 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １
を 補 正 デ ー タ Ｄ ｃ に 基 づ い て 補 正 し 、 補 正 さ れ た 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ を 液 晶 表 示 パ ネ ル １
１ に 出 力 す る 工 程 で あ る 。
【 ０ １ ９ ８ 】
そ し て 、 各 工 程 Ｓ １ ～ Ｓ ｔ ５ の 動 作 は 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ に 対 し て 、 １ フ レ ー ム 毎 に 行
わ れ る 。 以 下 、 画 像 デ ー タ 処 理 部 ３ Ａ に つ い て 詳 述 す る 。
【 ０ １ ９ ９ 】
符 号 化 回 路 ４ は 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ を 符 号 化 す る こ と に よ り 、 そ の デ ー タ 容 量 を 圧 縮 し
た 上 で 、 圧 縮 後 の 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ を メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ 及 び 第 １ 復 号 化 回 路 ６ に
送 信 す る 。 こ こ で 、 符 号 化 回 路 ４ に お け る 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 符 号 化 方 式 と し て は 、 例
え ば 、 Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ と 言 う 様 な ２ 次 元 離 散 コ サ イ ン 変 換 符 号 化 方 式 、 Ｆ Ｂ Ｔ Ｃ 又 は Ｇ Ｂ Ｔ Ｃ と
言 う 様 な ブ ロ ッ ク 符 号 化 方 式 、 Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ － Ｌ Ｓ と 言 う 様 な 予 測 符 号 化 方 式 、 あ る い は 、 Ｊ
Ｐ Ｅ Ｇ ２ ０ ０ ０ と 言 う 様 な ウ ェ ー ブ レ ッ ト 変 換 方 式 な ど を 用 い る こ と が 出 来 る 。 要 は 、 上
記 符 号 化 方 式 と し て 、 任 意 の 静 止 画 用 符 号 化 方 式 を 用 い る こ と が 出 来 る 。 又 、 上 記 静 止 画
の た め の 符 号 化 方 式 に は 、 符 号 化 前 の 画 像 デ ー タ と 復 号 化 さ れ た 画 像 デ ー タ と が 完 全 に 一
致 す る 可 逆 符 号 化 方 式 、 お よ び 、 両 者 が 一 致 し な い 非 可 逆 符 号 化 方 式 の い ず れ の 方 式 で あ
っ て も 用 い る こ と が 出 来 る 。 又 、 画 像 デ ー タ に よ っ て 符 号 量 が 変 化 す る 可 変 長 符 号 化 方 式
、 及 び 、 符 号 量 が 一 定 で あ る 固 定 長 符 号 化 方 式 の 内 で 何 れ の 方 式 で あ っ て も 、 そ の 様 な 方
式 を 用 い る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ２ ０ ０ 】
メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ は 、 符 号 化 回 路 ４ よ り 送 信 さ れ て 来 た 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ の
受 信 に 応 じ て 、 （ ｉ ） メ モ リ ５ Ｂ の 対 応 す る ア ド レ ス か ら 、 １ フ レ ー ム 前 の 当 該 画 素 の 画
像 に 対 応 す る 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ ０ を 読 出 し （ こ の 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ は 現 画 像
か ら 見 て １ フ レ ー ム に 相 当 す る 期 間 だ け 遅 延 さ れ た 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ に 相 当 す る ） 、
読 み 出 さ れ た 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ ０ を 第 ２ 復 号 化 回 路 ７ に 送 信 す る と 共 に 、 （ ｉ ｉ
） 現 画 像 の 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ を メ モ リ ５ Ｂ に 出 力 し て 同 デ ー タ Ｄ ａ １ を メ モ リ
５ Ｂ の 所 定 の ア ド レ ス に 格 納 す る 。 こ の と き の 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ と メ モ リ ５ Ｂ と の 間
で 単 位 時 間 当 り に 転 送 さ れ る デ ー タ の ビ ッ ト 数 は 上 記 ビ ッ ト 数 Ｎ ２ で あ る 。 従 っ て 、 転 送
デ ー タ ビ ッ ト 数 Ｎ ２ は 、 単 位 時 間 当 り に メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ が 出 力 す る デ ー タ 容 量 と 、 単
位 時 間 当 り に メ モ リ ５ Ｂ か ら 読 み 出 さ れ る デ ー タ 容 量 と の 合 計 と な る 。 例 え ば 、 単 位 時 間
が １ フ レ ー ム 期 間 で あ る 場 合 に は 、 単 位 時 間 当 り に メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ か ら メ モ リ ５ Ｂ に
書 き 込 ま れ る デ ー タ 量 と 、 単 位 時 間 当 り に メ モ リ ５ Ｂ ６ か ら メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ に 読 み 出
さ れ る デ ー タ 量 と は 、 等 し く な る 。 但 し 、 実 際 の 装 置 は 、 デ ー タ の 書 込 み と デ ー タ の 読 み
出 し と を 、 同 時 に あ る い は 独 立 し て 行 う 様 に 、 構 成 さ れ て い る の で 、 局 所 的 な 時 間 内 （ 例
え ば １ ク ロ ッ ク 内 ） で は 、 必 ず し も 両 者 の デ ー タ 量 が 一 致 す る と は 限 ら な い 。
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【 ０ ２ ０ １ 】
又 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ か ら メ モ リ ５ Ｂ に １ フ レ ー ム 分 の 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ 全
て を 出 力 す る の に 要 す る 時 間 と 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ が メ モ リ ５ Ｂ か ら １ フ レ ー ム 分 の 圧
縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ ０ 全 て を 読 み 出 す の に 要 す る 時 間 と は 互 い に 等 し く 、 両 者 の 時 間
は 上 記 時 間 Ｔ ２ で あ る 。
【 ０ ２ ０ ２ 】
尚 、 メ モ リ ５ Ｂ は 、 書 込 み と 読 み 出 し と を 同 時 に 行 う こ と が 出 来 る 機 能 を 有 す る も の 、 あ
る い は 、 書 込 み と 読 み 出 し と を 独 立 に 実 行 出 来 る 機 能 を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ２ ０ ３ 】
第 １ 復 号 化 回 路 ６ は 、 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ を 復 号 化 し て 、 第 １ 復 号 化 画 像 デ ー タ
Ｄ ｂ １ を 補 正 デ ー タ 生 成 回 路 ５ ０ に 送 信 す る 。 同 時 に 、 第 ２ 復 号 化 回 路 ７ は 、 メ モ リ 制 御
回 路 ５ Ａ よ り 送 信 さ れ て 来 る 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ ０ を 復 号 化 し 、 そ の 結 果 得 ら れ る
第 ２ 復 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ ０ を 補 正 デ ー タ 生 成 回 路 ５ ０ に 送 信 す る 。 こ こ で 、 第 １ 復 号 化
画 像 デ ー タ Ｄ ｂ １ は 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ に 対 応 し て お り 、 第 ２ 復 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ ０ は
、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の １ フ レ ー ム 前 の 画 像 デ ー タ に 対 応 し て い る 。
【 ０ ２ ０ ４ 】
補 正 デ ー タ 生 成 回 路 ５ ０ は 、 第 １ 復 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ １ が 与 え る 第 １ 階 調 数 と 、 １ フ レ
ー ム 前 の 第 ２ 復 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ ０ が 与 え る 第 ２ 階 調 数 と を 、 そ れ ぞ れ 対 応 す る （ 同 一
座 標 に 位 置 す る ） 画 素 毎 に 比 較 し て 、 各 画 素 の 階 調 数 の 変 化 に 対 応 す る 補 正 デ ー タ Ｄ ｃ を
生 成 し 、 同 デ ー タ Ｄ ｃ を 補 正 回 路 １ ０ ０ に 出 力 す る 。 こ こ で 、 補 正 デ ー タ Ｄ ｃ は 、 画 素 毎
に 、 そ の 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ を 補 正 す る 信 号 で あ る 。 即 ち 、 補 正 デ ー タ Ｄ ｃ は 、 （ ｉ ） １
フ レ ー ム 前 の 画 像 よ り も 階 調 数 が 増 加 す る 画 素 （ 明 る く 変 化 し た 画 素 ） に つ い て は （ 第 １
階 調 数 ＞ 第 ２ 階 調 数 ） 、 そ の 階 調 数 （ 現 画 像 デ ー タ の 階 調 数 ） を よ り 増 加 さ せ る 第 １ 補 正
量 を 与 え る 信 号 で あ り 、 他 方 、 （ ｉ ｉ ） 階 調 数 が 減 少 す る 画 素 （ 暗 く 変 化 し た 画 素 ） に つ
い て は （ 第 １ 階 調 数 ＜ 第 ２ 階 調 数 ） 、 そ の 階 調 数 を よ り 減 少 さ せ る 第 ２ 補 正 量 を 与 え る 信
号 で あ る 。 こ れ に 対 し て 、 １ フ レ ー ム 内 の あ る 画 素 に 関 し て 、 現 画 像 と そ の １ フ レ ー ム 前
の 画 像 と の 間 で 階 調 数 （ 明 る さ ） に 変 化 が 無 い と き に は 、 補 正 デ ー タ Ｄ ｃ は 、 当 該 画 素 に
お け る 現 画 像 デ ー タ の 階 調 数 の 増 減 を 行 わ な い 様 に 指 令 す る レ ベ ル を 有 す る 信 号 で あ り 、
そ の 結 果 、 当 該 画 素 に つ い て は 階 調 数 の 補 正 は 行 わ れ な い 。
【 ０ ２ ０ ５ 】
具 体 例 と し て 、 補 正 デ ー タ 生 成 回 路 ５ ０ は 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 階 調 数 を 補 正 す る 際 の
補 正 量 を 指 定 す る 補 正 デ ー タ を 格 納 し た ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル （ Ｌ Ｕ Ｔ ） に よ り 構 成 さ れ
る 。
【 ０ ２ ０ ６ 】
こ こ で 、 図 ３ ６ は 、 補 正 デ ー タ 生 成 回 路 ５ ０ の 入 出 力 デ ー タ を 示 す 図 で あ り 、 第 １ 及 び 第
２ 復 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ ０ ， Ｄ ｂ １ が 共 に ８ ビ ッ ト （ ２ ５ ６ 階 調 ） の 画 素 デ ー タ で あ る 場
合 の ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル デ ー タ を 示 し て い る 。 図 ３ ６ の 一 例 に お い て は 、 補 正 デ ー タ 生
成 回 路 ５ ０ は 、 第 １ 及 び 第 ２ 復 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ １ ， Ｄ ｂ ０ の そ れ ぞ れ に お け る 画 素 デ
ー タ の 各 階 調 （ ０ ～ ２ ５ ５ ） に 対 応 す る ２ ５ ６ × ２ ５ ６ 個 の 補 正 デ ー タ を 有 す る 、 ２ 次 元
配 列 の ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル と し て 構 成 さ れ る 。 従 っ て 、 補 正 デ ー タ 生 成 回 路 ５ ０ は 、 両
復 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ ０ ， Ｄ ｂ １ の 組 合 せ に 基 づ い て 、 対 応 す る 補 正 デ ー タ Ｄ ｃ ＝ ｄ ｔ （
Ｄ ｂ １ ， Ｄ ｂ ０ ） を 出 力 す る 。
【 ０ ２ ０ ７ 】
補 正 デ ー タ 生 成 回 路 ５ ０ に 格 納 さ れ る 各 補 正 デ ー タ ｄ ｔ （ Ｄ ｂ １ ， Ｄ ｂ ０ ） は 、 現 画 像 デ
ー タ Ｄ ｉ １ で 与 え ら れ る 各 画 素 デ ー タ の 内 で 、 １ フ レ ー ム 前 よ り も そ の 階 調 数 が 増 加 す る
画 素 に つ い て は 、 そ の 階 調 数 を よ り 増 加 さ せ る 様 に 、 逆 に 減 少 す る 画 素 に つ い て は 、 そ の
階 調 数 を よ り 減 少 さ せ る 様 に 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 階 調 数 を 画 素 毎 に 補 正 す る た め の 補
正 量 を 示 す も の で あ る 。 従 っ て 、 現 フ レ ー ム に お け る 画 像 と そ の １ フ レ ー ム 前 に お け る 画
像 と の 間 で 階 調 が 変 化 し な い 画 素 に つ い て は 、 補 正 デ ー タ ｄ ｔ （ Ｄ ｂ １ ， Ｄ ｂ ０ ） は ０ と
な る 。
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【 ０ ２ ０ ８ 】
補 正 デ ー タ 生 成 回 路 ５ ０ は 、 図 ３ ４ に 示 す 様 に 、 各 画 素 毎 の 補 正 デ ー タ Ｄ ｃ を 補 正 回 路 １
０ ０ に 出 力 す る 。 そ の 結 果 、 補 正 回 路 １ ０ ０ は 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ 及 び 補 正 デ ー タ Ｄ ｃ
に 基 づ い て 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 階 調 数 を 画 素 毎 に 補 正 し 、 補 正 さ れ た 現 画 像 デ ー タ Ｄ
ｊ １ を 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ に 出 力 す る 。 そ の 際 、 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ は 、 当 該 補 正 現
画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ に 基 づ き 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ が 生 成 す る 液 晶 印 加 電 圧 に よ り 実 現 さ れ る
、 液 晶 内 の 対 応 表 示 画 素 に お け る 透 過 率 が 、 １ フ レ ー ム 期 間 の 経 過 時 に 、 当 該 画 素 の 現 画
像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 第 １ 階 調 数 に 相 当 す る 第 １ 透 過 率 に 到 達 す る 様 に 、 決 定 さ れ る 。 液 晶 表
示 パ ネ ル １ １ 内 の ド ラ イ バ （ 図 示 せ ず ） は 、 補 正 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ に 基 づ い て 、 対 応 す
る セ グ メ ン ト 電 極 を 駆 動 す る た め の 電 圧 を 決 定 し 、 そ の 駆 動 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ り 、
液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ は 第 １ 階 調 数 を 与 え る 表 示 動 作 を 行 う 。
【 ０ ２ ０ ９ 】
尚 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ と メ モ リ ５ Ｂ と の 間 で 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ を 転 送 す る の に 要 す
る 時 間 Ｔ ２ が １ フ レ ー ム 分 の 遅 延 時 間 を 越 え る と き に は 、 当 該 時 間 Ｔ ２ が 、 画 像 デ ー タ 処
理 部 ３ Ａ が １ フ レ ー ム 分 の 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ 全 て を 受 信 す る の に 要 す る 時 間 Ｔ １ に 対 し
て 遅 れ る こ と と な り 、 他 の 方 法 で 以 っ て タ イ ミ ン グ 調 節 を 行 う 必 要 が 生 ず る 。 従 っ て 、 時
間 Ｔ ２ は 、 １ フ レ ー ム の 遅 延 期 間 以 内 と 成 る 様 に 設 定 さ れ な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ２ １ ０ 】
と こ ろ で 、 一 般 的 に 、 液 晶 表 示 に お い て １ 画 素 を 表 示 す る た め に 必 要 な デ ー タ 容 量 は 、 赤
色 （ 以 下 、 「 Ｒ 」 と 言 う 。 ） を 表 示 す る た め の ８ ビ ッ ト 、 緑 色 （ 以 下 、 「 Ｇ 」 と 言 う 。 ）
を 表 示 す る た め の ８ ビ ッ ト 、 及 び 青 色 （ 以 下 、 「 Ｂ 」 と 言 う 。 ） を 表 示 す る た め の ８ ビ ッ
ト の 合 計 値 、 即 ち ２ ４ ビ ッ ト で あ る 。 又 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ と メ モ リ ５ Ｂ と の 間 で デ ー
タ を 転 送 す る た め の バ ス の 幅 は 、 一 般 に ２ n ビ ッ ト に 設 定 さ れ る 場 合 が 多 く 、 例 え ば バ ス
幅 は ８ ビ ッ ト 、 １ ６ ビ ッ ト 、 あ る い は ３ ２ ビ ッ ト の 何 れ か の 大 き さ で あ る 。 但 し 、 バ ス 幅
が こ れ ら の 値 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ２ １ １ 】
こ こ で 、 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ の 第 ２ 容 量 が 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 第 １ 容 量 と 等 し
い 場 合 を 考 え る 。 こ の 場 合 、 あ る １ 画 素 の 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ が 受 信 さ れ る 時 間 内 に 、 メ
モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ か ら メ モ リ ５ Ｂ に 出 力 さ れ る デ ー タ 量 は ２ ４ ビ ッ ト で あ り 、 逆 に メ モ リ
制 御 回 路 ５ Ａ が メ モ リ ５ Ｂ か ら 読 み 出 す デ ー タ 量 も ２ ４ ビ ッ ト と な り 、 両 者 ５ Ａ ， ５ Ｂ 間
で 送 受 信 さ れ る デ ー タ 量 の 合 計 値 は ４ ８ ビ ッ ト と な る 。
【 ０ ２ １ ２ 】
今 、 メ モ リ ５ Ｂ は 書 き 込 み と 読 み 出 し と を 同 時 に あ る い は 独 立 し て 行 う 機 能 を 有 す る の で
、 若 し メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ と メ モ リ ５ Ｂ と を 結 ぶ バ ス の 幅 が ４ ８ ビ ッ ト 以 上 の 容 量 を 有 し
て い な い な ら ば 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ と メ モ リ ５ Ｂ と の 間 で デ ー タ を 転 送 す る 時 間 Ｔ ２ が
、 １ フ レ ー ム 遅 延 期 間 よ り も 大 き く な っ て し ま う 。 し か し 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ と メ モ リ
５ Ｂ と を 結 ぶ バ ス 幅 は 、 最 大 で も 、 ３ ２ ビ ッ ト で あ る 。 従 っ て 、 １ 画 素 分 の 現 画 像 デ ー タ
Ｄ ｉ １ が 受 信 さ れ る 時 間 内 に 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ か ら メ モ リ ５ Ｂ に 出 力 さ れ る デ ー タ 量
と 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ が メ モ リ ５ Ｂ か ら 読 み 出 す デ ー タ 量 と の 合 計 （ 即 ち 、 ４ ８ ビ ッ ト
の デ ー タ 量 ） を ３ ２ ビ ッ ト 以 下 に 抑 制 し な い 限 り 、 時 間 Ｔ ２ を １ フ レ ー ム 分 の 遅 延 期 間 内
の 時 間 に 制 御 す る こ と は 出 来 な い 。
【 ０ ２ １ ３ 】
そ こ で 、 符 号 化 回 路 ４ は 、 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ の デ ー タ 容 量 （ 第 ２ 容 量 ） が 現 画
像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の デ ー タ 容 量 （ 第 １ 容 量 ） の ３ ２ ／ ４ ８ ＝ ２ ／ ３ 以 下 に な る 様 に 、 現 画 像
デ ー タ Ｄ ｉ １ の 圧 縮 符 号 化 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ２ １ ４ 】
又 、 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ の デ ー タ 容 量 を 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の ２ ／ ３ 以 下 、 例 え
ば 、 １ ／ ２ に す る と 、 １ 画 素 分 の 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ が 受 信 さ れ る 時 間 内 に 、 メ モ リ 制 御
回 路 ５ Ａ か ら メ モ リ ５ Ｂ に 出 力 さ れ る デ ー タ 及 び メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ が メ モ リ ５ Ｂ よ り 読
み 出 す デ ー タ は 共 に ２ ４ ビ ッ ト と な り 、 ８ （ ＝ ３ ２ － ２ ４ ） ビ ッ ト の 使 用 さ れ な い 領 域 が
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残 る 。 こ の ８ ビ ッ ト の 容 量 を 利 用 し て 、 画 像 デ ー タ 以 外 の 情 報 も 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ か
ら メ モ リ ５ Ｂ に 出 力 す る と 共 に 、 メ モ リ ５ Ｂ か ら 読 み 出 す こ と が 出 来 る 。
【 ０ ２ １ ５ 】
又 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ と メ モ リ ５ Ｂ と の 間 で ３ ２ ビ ッ ト 単 位 で デ ー タ の 読 み 書 き を 行 う
場 合 、 １ フ レ ー ム 期 間 の 内 で 、 １ フ レ ー ム 期 間 の １ ／ ３ の 時 間 、 両 部 ５ Ａ 、 ５ Ｂ 間 に お け
る 読 み 書 き が 行 わ れ な い 。 こ の 期 間 を 利 用 し て 、 画 像 デ ー タ 以 外 の 情 報 も 、 メ モ リ 制 御 回
路 ５ Ａ か ら メ モ リ ５ Ｂ に 出 力 す る と 共 に 、 メ モ リ ５ Ｂ か ら 読 み 出 す こ と が 出 来 る 。
【 ０ ２ １ ６ 】
以 下 で は 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ と メ モ リ ５ Ｂ と を 結 ぶ バ ス の 幅 が ３ ２ ビ ッ ト で あ る 場 合 に
お い て 、 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ の 第 ２ 容 量 が 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 第 １ 容 量 の １ ／
２ 以 下 に な る 様 に 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 圧 縮 符 号 化 を 行 う 場 合 に つ い て 記 載 す る 。
【 ０ ２ １ ７ 】
図 ３ ７ （ Ａ ） ～ 図 ３ ７ （ Ｃ ） 及 び 図 ３ ８ （ Ａ ） ～ 図 ３ ８ （ Ｃ ） は 、 符 号 化 回 路 ４ を 例 え ば
Ｆ Ｂ Ｔ Ｃ 符 号 化 で 構 成 し た 場 合 の 、 圧 縮 符 号 化 動 作 の 概 要 を 示 す 図 で あ る 。 こ れ ら の 図 面
中 で 、 図 ３ ７ （ Ａ ） は 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 一 部 を 示 す 図 で あ り 、 図 ３ ７ （ Ｂ ） は 図 ３ ７
（ Ａ ） の 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ 中 の １ ブ ロ ッ ク を 示 す 図 で あ り 、 図 ３ ７ （ Ｃ ） は 図 ３ ７ （ Ｂ
） の １ ブ ロ ッ ク 内 の デ ー タ を Ｆ Ｂ Ｔ Ｃ 符 号 化 に よ っ て 圧 縮 符 号 化 し た 際 の デ ー タ 容 量 を 示
す 図 で あ る 。 又 、 図 ３ ８ （ Ａ ） は 各 画 素 が 有 す る 現 画 像 の デ ー タ を 示 す 図 で あ り 、 図 ３ ８
（ Ｂ ） は 図 ３ ８ （ Ａ ） の デ ー タ に 対 し て 圧 縮 符 号 化 を 行 っ た 後 の 状 態 を 示 す 図 で あ り 、 図
３ ８ （ Ｃ ） は 図 ３ ８ （ Ｂ ） の デ ー タ に 対 し て 復 号 化 処 理 を 行 っ た 後 の 各 画 素 が 有 す る デ ー
タ を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ２ １ ８ 】
尚 、 Ｆ Ｂ Ｔ Ｃ (Fixed Block Truncation Coding)符 号 化 は ブ ロ ッ ク 符 号 化 方 式 の 一 種 で あ
り 、 符 号 化 前 の 画 像 デ ー タ と 復 号 化 さ れ た 画 像 デ ー タ と が 一 致 し な い 非 可 逆 符 号 化 方 式 、
か つ 、 符 号 量 が 一 定 で あ る 固 定 長 符 号 化 方 式 で あ る 。
【 ０ ２ １ ９ 】
Ｆ Ｂ Ｔ Ｃ 符 号 化 に よ る 符 号 化 方 法 は 、 先 ず 、 画 像 を 、 各 々 は 水 平 数 画 素 × 垂 直 数 画 素 で 与
え ら れ る サ イ ズ を 有 す る 、 複 数 の ブ ロ ッ ク に 分 割 す る 。 次 に 、 各 ブ ロ ッ ク に お い て 、 当 該
ブ ロ ッ ク に 含 ま れ る 画 素 デ ー タ の 平 均 値 と レ ン ジ 値 と を 基 に 、 画 素 デ ー タ を 数 レ ベ ル に 量
子 化 し て 画 像 デ ー タ を 圧 縮 し 、 符 号 デ ー タ を 得 る 。 符 号 デ ー タ に は 、 平 均 値 と レ ン ジ 値 と
各 画 素 の 量 子 化 後 の 値 と が 含 ま れ る 。 復 号 化 方 法 は 、 平 均 値 と レ ン ジ 値 と を 基 に 各 レ ベ ル
の 量 子 化 値 に 対 応 す る 代 表 値 を 算 出 し て 、 画 像 デ ー タ を 復 号 す る 。
【 ０ ２ ２ ０ 】
又 、 Ｆ Ｂ Ｔ Ｃ 符 号 化 に お い て は 、 圧 縮 符 号 化 後 の デ ー タ 容 量 は 、 図 ３ ７ （ Ａ ） 、 図 ３ ７ （
Ｂ ） 及 び 図 ３ ７ （ Ｃ ） に 示 す 様 に 、 ▲ １ ▼ 水 平 ブ ロ ッ ク サ イ ズ Ｂ Ｈ 、 ▲ ２ ▼ 垂 直 ブ ロ ッ ク
サ イ ズ Ｂ Ｖ 、 ▲ ３ ▼ 平 均 値 Ｌ ａ に 割 当 て る ビ ッ ト 数 ｂ ｐ ａ 、 ▲ ４ ▼ ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ 値
Ｌ ｄ に 割 当 て る ビ ッ ト 数 ｂ ｐ ｄ 、 及 び ▲ ５ ▼ 量 子 化 レ ベ ル Ｑ Ｌ に よ り 決 ま る 、 各 画 素 に 割
当 て ら れ る デ ー タ 容 量 に よ り 、 決 定 さ れ る 。
【 ０ ２ ２ １ 】
以 下 、 Ｆ Ｂ Ｔ Ｃ 符 号 化 に お け る 具 体 例 と し て 、 ４ 値 化 圧 縮 符 号 化 に つ い て 記 載 す る 。 ４ 値
化 の 場 合 に は 、 量 子 化 レ ベ ル Ｑ Ｌ は ４ と な る 。 先 ず 、 図 ３ ７ （ Ａ ） に 示 す 様 に 、 現 画 像 デ
ー タ を 複 数 の ブ ロ ッ ク に 分 割 す る 。 こ こ で 、 各 ブ ロ ッ ク の サ イ ズ は 、 水 平 方 向 の 画 素 数 Ｂ
Ｈ と 垂 直 方 向 の 画 素 数 Ｂ Ｖ と の 積 に 等 し い 。 図 ３ ７ （ Ｂ ） は 、 そ の 様 に ブ ロ ッ ク 分 割 さ れ
た 現 画 像 デ ー タ の 状 態 を 示 す 。
【 ０ ２ ２ ２ 】
次 に 、 各 ブ ロ ッ ク 毎 に 以 下 の 処 理 を 行 う 。 先 ず 、 各 ブ ロ ッ ク 内 の 画 素 信 号 の 中 か ら 、 当 該
ブ ロ ッ ク に お け る 最 大 値 の 画 素 信 号 及 び 最 小 値 の 画 素 信 号 を 得 る 。 次 に 、 上 記 最 小 値 か ら
上 記 最 大 値 ま で の 区 間 を ４ 等 分 し て 、 最 小 値 、 （ （ 最 小 値 ） × ３ ＋ 最 大 値 ） ／ ４ 、 （ 最 小
値 ＋ 最 大 値 ） ／ ２ 、 （ （ 最 小 値 ＋ （ 最 大 値 ） × ３ ） ／ ４ 、 及 び 最 大 値 を 得 る 。 更 に 、 最 小
値 か ら （ （ 最 小 値 ） × ３ ＋ 最 大 値 ） ／ ４ ま で の 区 間 に お け る 画 素 信 号 の 平 均 値 Ｑ １ 、 及 び
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（ （ 最 小 値 ） ＋ （ 最 大 値 ） × ３ ） ／ ４ か ら 最 大 値 ま で の 区 間 に お け る 画 素 信 号 の 平 均 値 Ｑ
４ を 得 る 。 そ の 上 で 、 こ れ ら の 平 均 値 Ｑ １ 及 び Ｑ ４ か ら 、 レ ン ジ 値 Ｌ ｄ ＝ Ｑ ４ － Ｑ １ 、 及
び 、 平 均 値 Ｌ ａ ＝ （ Ｑ １ ＋ Ｑ ４ ） ／ ２ を 求 め る 。 最 後 に 、 量 子 化 し き い 値 Ｌ ａ － Ｌ ｄ ／ ３
、 Ｌ ａ 、 Ｌ ａ ＋ Ｌ ｄ ／ ３ を 得 て 、 各 画 素 信 号 を ４ 値 に 量 子 化 す る 。
【 ０ ２ ２ ３ 】
尚 、 ４ 値 化 の 場 合 に は 、 各 画 素 に 割 当 て ら れ る デ ー タ 容 量 は ２ ビ ッ ト で あ る 。 従 っ て 、 ４
値 化 圧 縮 方 法 に よ り 圧 縮 さ れ た 後 の デ ー タ 容 量 は 、 ｂ ｐ ａ ＋ ｂ ｐ ｄ ＋ （ （ Ｑ Ｌ ／ ２ ） × （
Ｂ Ｈ × Ｂ Ｖ ） ） で あ る 。
【 ０ ２ ２ ４ 】
圧 縮 さ れ た デ ー タ を 復 号 化 す る 場 合 の 代 表 値 は 、 Ｌ ａ － Ｌ ｄ ／ ２ 、 Ｌ ａ － Ｌ ｄ ／ ６ 、 Ｌ ａ
＋ Ｌ ｄ ／ ６ 、 及 び Ｌ ａ ＋ Ｌ ｄ ／ ２ で あ る 。
【 ０ ２ ２ ５ 】
例 え ば 、 Ｂ Ｈ ＝ ４ 及 び Ｂ Ｖ ＝ ４ で あ る と し て 、 各 画 素 が 図 ３ ８ （ Ａ ） に 示 す デ ー タ を 有 す
る 場 合 を 考 え る 。 図 ３ ８ （ Ａ ） に お い て 、 最 大 値 は ２ ４ ０ 、 最 小 値 は １ ０ 、 （ （ 最 小 値 ）
× ３ ＋ 最 大 値 ） ／ ４ は ６ ７ 、 （ 最 小 値 ＋ 最 大 値 ） ／ ２ は １ ２ ５ 、 （ 最 小 値 ＋ （ 最 大 値 ） ×
３ ） ／ ４ は １ ８ ２ と な る 。 更 に 、 平 均 値 Ｑ １ は ４ ０ 、 平 均 値 Ｑ ４ は ２ １ ０ と な り 、 レ ン ジ
値 Ｌ ｄ は Ｑ ４ － Ｑ １ ＝ １ ７ ０ 、 平 均 値 Ｌ ａ は （ Ｑ １ ＋ Ｑ ４ ） ／ ２ ＝ １ ２ ５ で あ る 。 最 後 に
、 量 子 化 し き い 値 は 、 Ｌ ａ － Ｌ ｄ ／ ３ ＝ ６ ９ 、 Ｌ ａ ＝ １ ２ ５ 、 Ｌ ａ ＋ Ｌ ｄ ／ ３ ＝ １ ８ １ で
あ る 。 こ の 場 合 に 対 す る 圧 縮 符 号 化 後 の 状 態 を 示 す 図 が 図 ３ ８ （ Ｂ ） で あ る 。 画 素 デ ー タ
が １ ０ で あ る 画 素 、 及 び 画 素 デ ー タ が ５ ０ で あ る 画 素 の 何 れ に つ い て も 、 圧 縮 符 号 化 後 の
デ ー タ は ０ ０ で あ り 、 画 素 デ ー タ が １ ０ ０ で あ る 画 素 に 関 し て は 、 圧 縮 符 号 化 後 の デ ー タ
は ０ １ で あ り 、 画 素 デ ー タ が １ ５ ０ で あ る 画 素 に 関 し て は 、 圧 縮 符 号 化 後 の デ ー タ は １ ０
、 画 素 デ ー タ が ２ ０ ０ あ る い は ２ ４ ０ で あ る 画 素 に 関 し て は 、 圧 縮 符 号 化 後 の デ ー タ は １
１ と な っ て い る 。 図 ３ ８ （ Ｂ ） に 示 さ れ る 圧 縮 符 号 化 後 の 状 態 に 対 し て 復 号 化 処 理 を 行 う
と 、 図 ３ ８ （ Ｃ ） に 示 す 状 態 が 得 ら れ る 。 こ の 場 合 の 代 表 値 に つ い て は 、 Ｌ ａ － Ｌ ｄ ／ ２
＝ ４ ０ 、 Ｌ ａ － Ｌ ｄ ／ ６ ＝ ９ ９ 、 Ｌ ａ ＋ Ｌ ｄ ／ ６ ＝ １ ５ １ 、 及 び Ｌ ａ ＋ Ｌ ｄ ／ ２ ＝ ２ １ ０
と な る 。
【 ０ ２ ２ ６ 】
尚 、 こ の ４ 値 化 圧 縮 方 法 は Ｆ Ｂ Ｔ Ｃ 符 号 化 に お け る 一 例 で あ り 、 ２ 値 化 及 び ３ 値 化 圧 縮 方
法 も ま た 、 基 本 的 に は ４ 値 化 圧 縮 方 法 と 同 様 の 操 作 を 有 す る 。 又 、 具 体 的 な 符 号 化 方 法 と
し て 、 上 記 以 外 の 方 法 を 適 用 し て も 良 い 。
【 ０ ２ ２ ７ 】
図 ３ ９ （ Ａ ） 及 び 図 ３ ９ （ Ｂ ） は 、 Ｆ Ｂ Ｔ Ｃ 符 号 化 パ ラ メ ー タ を 用 い て 圧 縮 符 号 化 画 像 デ
ー タ を 生 成 す る 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 尚 、 図 ３ ９ （ Ａ ） 及 び 図 ３ ９ （ Ｂ ） は 、 単 色 、 例 え
ば Ｒ を 表 示 す る の に 必 要 な デ ー タ （ 以 下 、 「 Ｒ デ ー タ 」 と 言 う 。 同 様 に 、 Ｇ 又 は Ｂ を 表 示
す る の に 必 要 な デ ー タ を そ れ ぞ れ 「 Ｇ デ ー タ 」 又 は 「 Ｂ デ ー タ 」 と 言 う ） を 処 理 す る 場 合
を 示 し て い る 。 勿 論 、 Ｇ デ ー タ 及 び Ｂ デ ー タ に つ い て も 、 同 様 の 処 理 を 行 え ば 良 い 。 こ の
場 合 、 Ｒ デ ー タ の み を 考 え る の で 、 各 画 素 に 割 当 て ら れ る デ ー タ 容 量 は ８ ビ ッ ト で あ る 。
【 ０ ２ ２ ８ 】
図 ３ ９ （ Ａ ） は 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の １ ブ ロ ッ ク 内 の デ ー タ 容 量 を ビ ッ ト 数 で 示 す 図 で
あ る 。 又 、 図 ３ ９ （ Ｂ ） は 、 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ 中 の １ ブ ロ ッ ク 内 の デ ー タ 容 量
を ビ ッ ト 数 で 示 す 図 で あ る 。 こ こ で 、 Ｆ Ｂ Ｔ Ｃ 符 号 化 パ ラ メ ー タ と し て 、 Ｂ Ｈ ＝ ４ 、 Ｂ Ｖ
＝ ２ 、 ｂ ｐ ａ ＝ ８ 、 ｂ ｐ ｄ ＝ ８ 、 Ｑ Ｌ ＝ ４ を 設 定 す る 。
【 ０ ２ ２ ９ 】
こ の 場 合 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の １ ブ ロ ッ ク が 有 す る デ ー タ 容 量 は 、 ８ × （ ４ × ２ ） ＝ ６
４ ビ ッ ト で あ る 。 他 方 、 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ の １ ブ ロ ッ ク が 有 す る デ ー タ 容 量 は
、 ８ ＋ ８ ＋ （ ２ × （ ４ × ２ ） ） ＝ ３ ２ ビ ッ ト と な る 。 即 ち 、 上 記 の パ ラ メ ー タ を 用 い た 場
合 、 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ の デ ー タ 量 は 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の デ ー タ 量 の １ ／ ２ に
な る 。 そ の た め 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ か ら メ モ リ ５ Ｂ に 出 力 さ れ る デ ー タ 量 、 及 び 、 メ モ
リ 制 御 回 路 ５ Ａ が メ モ リ ５ Ｂ か ら 読 み 出 す デ ー タ 量 は 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の デ ー タ 量 の １
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／ ２ と な り 、 図 ３ ４ 中 に 示 さ れ る デ ー タ ビ ッ ト 数 Ｎ ２ を デ ー タ ビ ッ ト 数 Ｎ １ と 等 し く す る
こ と が 出 来 る 。 よ っ て 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ と メ モ リ ５ Ｂ と の 間 の 転 送 速 度 を 上 げ る こ と
な く 、 時 間 Ｔ ２ を 時 間 Ｔ １ に 等 し く す る こ と が 出 来 る の で 、 時 間 Ｔ １ の 間 に 、 メ モ リ 制 御
回 路 ５ Ａ が 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ ０ を メ モ リ ５ Ｂ に 出 力 す る と 共 に 、 メ モ リ ５ Ｂ か ら
１ フ レ ー ム に 相 当 す る 期 間 だ け 遅 延 さ れ た 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ ０ を 読 み 出 す 様 に 、
本 処 理 部 ３ Ａ を 構 成 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ２ ３ ０ 】
以 上 の 記 載 に お い て は 、 符 号 化 回 路 ４ の 構 成 例 と し て 、 図 ３ ９ （ Ａ ） 及 び 図 ３ ９ （ Ｂ ） に
示 す 様 な Ｆ Ｂ Ｔ Ｃ 符 号 化 パ ラ メ ー タ を 用 い て Ｆ Ｂ Ｔ Ｃ 符 号 化 を 行 う 場 合 に つ い て 示 し て い
る が 、 こ の 様 な パ ラ メ ー タ 値 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 Ｂ Ｈ ＝ ２ 、 Ｂ Ｖ ＝ ２ 、
ｂ ｐ ａ ＝ ６ 、 ｂ ｐ ｄ ＝ ６ 、 Ｑ Ｌ ＝ ２ と す る と 、 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ が 有 す る デ ー
タ 容 量 は ６ ＋ ６ ＋ （ １ × （ ２ × ２ ） ） ＝ １ ６ ビ ッ ト と な り 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の １ ブ ロ
ッ ク が 有 す る ８ × （ ２ × ２ ） ＝ ３ ２ ビ ッ ト の １ ／ ２ と な る 。 要 は 、 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ
Ｄ ａ １ の 容 量 が 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 容 量 の １ ／ ２ 以 下 に 設 定 さ れ る こ と が 重 要 で あ り 、
そ れ を 実 現 出 来 る 限 り は 、 Ｆ Ｂ Ｔ Ｃ 符 号 化 パ ラ メ ー タ の 組 み 合 わ せ は 任 意 で あ る 。 又 、 当
然 の 事 な が ら 、 圧 縮 符 号 化 処 理 に Ｆ Ｂ Ｔ Ｃ 符 号 化 以 外 の 方 法 を 用 い て も 良 い 。
【 ０ ２ ３ １ 】
以 上 の 通 り 、 符 号 化 回 路 ４ に お け る 圧 縮 符 号 化 パ ラ メ ー タ は 、 入 力 画 像 デ ー タ （ 現 画 像 デ
ー タ Ｄ ｉ １ ） の 第 １ 容 量 及 び 入 力 画 像 デ ー タ に 対 す る 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ の 第 ２
容 量 に 基 づ い て 、 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ２ ３ ２ 】
＜ 本 実 施 の 形 態 の 利 点 ＞
本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 符 号 化 回 路 ４ に お け る 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ の 容 量 を 現 画
像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 容 量 の １ ／ ２ に 制 御 し て い る の で 、 画 像 デ ー タ 処 理 部 ３ Ａ が １ フ レ ー ム
分 の 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ を 受 信 し て 同 部 内 に 入 力 す る の に 要 す る 時 間 Ｔ １ に 対 し て 、 メ モ
リ 制 御 回 路 ５ Ａ と メ モ リ ５ Ｂ と の 間 で デ ー タ を 転 送 す る 時 間 Ｔ ２ が 遅 れ る こ と は 無 く 、 メ
モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ と メ モ リ ５ Ｂ と の 間 の デ ー タ 転 送 ビ ッ ト 数 Ｎ ２ を 、 入 力 デ ー タ の 転 送 ビ
ッ ト 数 Ｎ １ と 同 じ ビ ッ ト 数 に 設 定 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ２ ３ ３ 】
し か も 、 符 号 化 回 路 ４ に お け る 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ の 容 量 を 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １
の 容 量 の １ ／ ２ に 設 定 し て い る の で 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ を １ フ レ ー ム 期 間 だ け 遅 延 す る
た め に 必 要 な メ モ リ ５ Ｂ の メ モ リ 容 量 を 削 減 す る こ と が 出 来 、 且 つ 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ
と メ モ リ ５ Ｂ と の 間 に お け る 転 送 速 度 を 上 げ る 必 要 も 無 い の で 、 回 路 規 模 を 縮 小 す る こ と
が 出 来 る と 言 う 利 点 も あ る 。
【 ０ ２ ３ ４ 】
更 に 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ を 間 引 く こ と な く 、 圧 縮 符 号 化 に よ り デ ー タ 容 量 を 圧 縮 し て い
る の で 、 補 正 デ ー タ Ｄ ｃ の 精 度 を 高 め て 、 常 に 最 適 な 補 正 を 行 う こ と が 出 来 る と 言 う 利 点
も 得 ら れ る 。
【 ０ ２ ３ ５ 】
更 に 、 復 号 化 さ れ た 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ ０ ， Ｄ ｂ １ を 補 正 デ ー タ Ｄ ｃ 生 成 の た め に 用 い 、 生 成
さ れ た 補 正 デ ー タ Ｄ ｃ に 基 づ い て 、 符 号 化 及 び 復 号 化 が 成 さ れ て い な い 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ
１ を 補 正 し 、 補 正 さ れ た 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ １ に 基 づ い て 表 示 を 行 う の で 、 表 示 画 像 に は 、
符 号 化 ・ 復 号 化 に よ り 生 じ る 誤 差 の 影 響 は 現 れ な い と 言 う 利 点 も 得 ら れ る 。
【 ０ ２ ３ ６ 】
（ 実 施 の 形 態 ４ の 変 形 例 １ ）
実 施 の 形 態 ４ に お い て は 、 符 号 化 回 路 ４ に お け る 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ の 容 量 を 現
画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 容 量 の １ ／ ２ 以 下 に 制 御 す る 場 合 を 開 示 し て い る 。 こ れ に 対 し て 、 本
変 形 例 に お い て は 、 圧 縮 符 号 化 パ ラ メ ー タ を 制 御 す る こ と に よ り 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の
第 １ 容 量 の １ ／ ３ 以 下 と な る 第 ２ 容 量 を 有 す る 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ を 実 現 可 能 と
し て い る 。 従 っ て 、 本 変 形 例 の 以 下 の 記 載 に お い て は 、 図 ３ ４ の 回 路 ブ ロ ッ ク 図 を そ の ま
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ま 援 用 す る 。
【 ０ ２ ３ ７ 】
実 施 の 形 態 ４ で は 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ と メ モ リ ５ Ｂ と を 結 ぶ バ ス の 幅 が ３ ２ ビ ッ ト で あ
っ た 。 こ れ に 対 し て 、 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ の 容 量 を 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 容 量 の
１ ／ ３ に 設 定 す る と き に は 、 １ 画 素 分 の 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ が 受 信 さ れ る 時 間 内 に 、 メ モ
リ 制 御 回 路 ５ Ａ か ら メ モ リ ５ Ｂ に 出 力 さ れ る デ ー タ 量 と 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ が メ モ リ ５
Ｂ か ら 読 み 出 す デ ー タ 量 と の 合 計 は 、 ４ ８ × （ １ ／ ３ ） ＝ １ ６ ビ ッ ト と な り 、 両 部 ５ Ａ ，
５ Ｂ を 結 ぶ バ ス と し て 、 １ ６ ビ ッ ト 幅 の バ ス を 使 用 す る こ と が 可 能 と な る 。 又 、 当 然 の 事
な が ら 、 ３ ２ ビ ッ ト 幅 の バ ス も 使 用 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ２ ３ ８ 】
図 ４ ０ （ Ａ ） 及 び 図 ４ ０ （ Ｂ ） は 、 Ｆ Ｂ Ｔ Ｃ 符 号 化 パ ラ メ ー タ の 設 定 例 と し て 、 Ｂ Ｈ ＝ ４
、 Ｂ Ｖ ＝ ２ 、 Ｌ ａ ＝ ７ 、 Ｌ ｄ ＝ ６ 、 Ｑ Ｌ ＝ ２ と 設 定 し た 場 合 を 示 す 図 で あ る 。 尚 、 本 変 形
例 に お い て も 実 施 の 形 態 ４ と 同 様 に 、 単 色 、 例 え ば Ｒ デ ー タ の み を 処 理 す る 場 合 を 示 し て
お り 、 各 画 素 に 割 当 て ら れ る デ ー タ 容 量 は ８ ビ ッ ト で あ る 。 図 ４ ０ （ Ａ ） は 、 あ る １ ブ ロ
ッ ク 内 の 各 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の デ ー タ 容 量 を ビ ッ ト 数 で 示 す 図 で あ る 。 こ れ に 対 し て 、
図 ４ ０ （ Ｂ ） は 、 １ ブ ロ ッ ク 内 の 各 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ の デ ー タ 容 量 を ビ ッ ト 数
で 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ２ ３ ９ 】
こ の 場 合 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の １ ブ ロ ッ ク が 有 す る デ ー タ 容 量 は ８ × （ ４ × ２ ） ＝ ６ ４
ビ ッ ト で あ り 、 他 方 、 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ の １ ブ ロ ッ ク が 有 す る デ ー タ 容 量 は ７
＋ ６ ＋ （ １ × （ ４ × ２ ） ） ＝ ２ １ ビ ッ ト と な る 。
【 ０ ２ ４ ０ 】
従 っ て 、 上 記 パ ラ メ ー タ を 用 い る と き に は 、 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ の 容 量 は 、 現 画
像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 容 量 の １ ／ ３ 以 下 に な る 。 即 ち 、 上 記 パ ラ メ ー タ を 用 い る 場 合 に は 、 圧
縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ の デ ー タ 量 は 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の デ ー タ 量 の １ ／ ３ 以 下 に な
る 。 そ の た め 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ か ら メ モ リ ５ Ｂ に 出 力 さ れ る デ ー タ 量 、 及 び 、 メ モ リ
制 御 回 路 ５ Ａ が メ モ リ ５ Ｂ か ら 読 み 出 す デ ー タ 量 は 共 に 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の デ ー タ 量
の １ ／ ３ と な り 、 図 ３ ４ 中 に 示 さ れ て い る デ ー タ ビ ッ ト 数 Ｎ ２ を 、 （ Ｎ １ ／ ３ ） × ２ と す
る こ と が 出 来 る 。 よ っ て 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ と メ モ リ ５ Ｂ と の 間 の 転 送 速 度 を 上 げ る こ
と な く 、 時 間 Ｔ ２ を 時 間 Ｔ １ と 等 し く す る こ と が 出 来 る 。 そ の 結 果 、 時 間 Ｔ １ が 経 過 す る
間 に 、 メ モ リ 制 御 制 御 回 路 ５ Ａ は 、 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ ０ を メ モ リ ５ Ｂ に 出 力 す る
と 共 に 、 メ モ リ ５ Ｂ か ら １ フ レ ー ム に 相 当 す る 期 間 だ け 遅 延 さ れ た 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ
Ｄ ａ ０ を 読 み 出 す こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ２ ４ １ 】
以 上 の 記 載 例 は 、 符 号 化 回 路 ４ を 、 図 ４ ０ （ Ａ ） 及 び 図 ４ ０ （ Ｂ ） に 示 す 様 な Ｆ Ｂ Ｔ Ｃ 符
号 化 パ ラ メ ー タ を 用 い る Ｆ Ｂ Ｔ Ｃ 符 号 化 で 以 っ て 構 成 す る 場 合 で あ る が 、 本 変 形 例 に お け
る 符 号 化 パ ラ メ ー タ 値 は 、 そ の 様 な 一 例 に 限 ら れ る も の で は な い こ と は 勿 論 で あ る 。 例 え
ば 、 Ｂ Ｈ ＝ ４ 、 Ｂ Ｖ ＝ ４ 、 ｂ ｐ ａ ＝ ８ 、 ｂ ｐ ｄ ＝ ８ 、 Ｑ Ｌ ＝ ３ と 設 定 す る と 、 圧 縮 符 号 化
画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ が 有 す る デ ー タ 容 量 は ８ ＋ ８ ＋ （ （ １ ６ ／ ５ ） × ８ ＋ ２ ） ＝ ４ ２ ビ ッ ト
と な り 、 そ れ は 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の ブ ロ ッ ク が 有 す る ８ × （ ４ × ４ ） ＝ １ ２ ８ ビ ッ ト の
１ ／ ３ 以 下 と な る （ 但 し 、 １ ６ ／ ５ に お け る 小 数 点 以 下 は 切 り 捨 て る ） 。 要 は 、 圧 縮 符 号
化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ の 容 量 が 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 容 量 の １ ／ ３ 以 下 に な る 限 り に お い て
、 Ｆ Ｂ Ｔ Ｃ 符 号 化 パ ラ メ ー タ の 組 み 合 わ せ 構 成 は 任 意 で 良 い 。 又 、 当 然 の 事 な が ら 、 圧 縮
符 号 化 処 理 と し て 、 Ｆ Ｂ Ｔ Ｃ 符 号 化 以 外 の 方 法 を 用 い て も 良 い 。
【 ０ ２ ４ ２ 】
＜ 本 変 形 例 の 利 点 ＞
以 上 の よ う に 、 本 変 形 例 に よ れ ば 、 符 号 化 回 路 ４ に お け る 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ の
容 量 を 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 容 量 の １ ／ ３ 以 下 に 制 御 し て い る の で 、 画 像 デ ー タ 処 理 部 ３
Ａ が １ フ レ ー ム 分 の 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ 全 て を 受 信 し て 同 部 ３ Ａ 内 に 入 力 す る の に 要 す る
時 間 Ｔ １ に 対 し て 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ と メ モ リ ５ Ｂ と の 間 で デ ー タ を 転 送 す る た め に 要
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す る 時 間 Ｔ ２ が 遅 れ る こ と は 無 い 。 そ の た め 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ と メ モ リ ５ Ｂ と の 間 の
デ ー タ 転 送 ビ ッ ト 数 Ｎ ２ を 、 入 力 デ ー タ の 転 送 ビ ッ ト 数 Ｎ １ の ２ ／ ３ に 当 る ビ ッ ト 数 に す
る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ２ ４ ３ 】
し か も 、 符 号 化 回 路 ４ に お け る 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ の 容 量 を 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １
の 容 量 の １ ／ ３ 以 下 と す る の で 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ を １ フ レ ー ム 期 間 だ け 遅 延 す る た め
に 必 要 な メ モ リ ５ Ｂ の メ モ リ 容 量 を 削 減 す る こ と が 出 来 、 且 つ 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ と メ
モ リ ５ Ｂ と の 間 に お け る 転 送 速 度 を 上 げ る 必 要 性 も 無 い の で 、 回 路 規 模 を 縮 小 す る こ と が
出 来 る 。
【 ０ ２ ４ ４ 】
更 に 、 入 力 画 像 が １ 画 素 あ た り ２ ４ ビ ッ ト の 画 像 デ ー タ の 場 合 に は 、 １ 画 素 分 の 現 画 像 デ
ー タ Ｄ ｉ １ が 受 信 さ れ る 時 間 内 に 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ か ら メ モ リ ５ Ｂ に 出 力 さ れ る デ ー
タ 量 と 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ が メ モ リ ５ Ｂ か ら 読 み 出 す デ ー タ 量 と の 合 計 は 、 ４ ８ × （ １
／ ３ ） ＝ １ ６ ビ ッ ト と な る の で 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ と メ モ リ ５ Ｂ と を 結 ぶ バ ス に 、 １ ６
ビ ッ ト 幅 の バ ス を 使 用 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ２ ４ ５ 】
（ 実 施 の 形 態 ４ の 変 形 例 ２ ）
本 変 形 例 は 、 圧 縮 復 号 化 処 理 対 象 の 画 像 デ ー タ が ▲ １ ▼ 輝 度 信 号 に 対 応 し た デ ー タ 及 び ▲
２ ▼ ２ つ の 色 差 信 号 に 対 応 し た デ ー タ を 含 む 場 合 で あ る 。 実 施 の 形 態 ４ 及 び そ の 変 形 例 １
で は 、 Ｒ デ ー タ 、 Ｇ デ ー タ 、 及 び Ｂ デ ー タ か ら 成 る 画 像 デ ー タ を 圧 縮 復 号 化 処 理 す る 場 合
に つ い て 記 載 し た 。 こ れ に 対 し て 、 圧 縮 復 号 化 処 理 す る 画 像 デ ー タ が 、 輝 度 信 号 及 び ２ つ
の 色 差 信 号 に 対 応 し た デ ー タ を 含 む 場 合 に は 、 （ ｉ ） 輝 度 信 号 （ Ｙ ） に 対 応 す る デ ー タ Ｄ
ｍ １ ｙ （ 以 下 、 「 輝 度 デ ー タ 」 と 言 う ） を 処 理 す る た め の 第 １ 圧 縮 符 号 化 パ ラ メ ー タ と 、
（ ｉ ｉ ） ２ つ の 色 差 信 号 （ Ｒ － Ｙ 、 Ｂ － Ｙ ） に 対 応 し た デ ー タ Ｄ ｍ １ ｃ （ 以 下 、 「 色 差 デ
ー タ 」 と 言 う 。 ） を 処 理 す る た め の 第 ２ 圧 縮 符 号 化 パ ラ メ ー タ と を 互 い に 異 な っ た 値 に 設
定 す る こ と で 、 輝 度 デ ー タ に 対 す る 圧 縮 率 と 色 差 デ ー タ に 対 す る 圧 縮 率 と を 互 い に 異 な ら
し め る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ２ ４ ６ 】
人 間 の 視 覚 は 色 相 よ り 輝 度 に 敏 感 で あ る の で 、 視 覚 に 対 し て 重 要 度 の 高 い 輝 度 デ ー タ Ｄ ｍ
１ ｙ に つ い て は 、 デ ー タ の 損 失 を 防 止 す る た め に 、 そ の 圧 縮 率 を 小 さ く す る 。 他 方 、 視 覚
に 対 し て 重 要 度 の 低 い ２ つ の 色 差 デ ー タ Ｄ ｍ １ ｃ に つ い て は 、 そ の 圧 縮 率 を 高 く 設 定 す る
。 即 ち 、 （ 輝 度 デ ー タ Ｄ ｍ １ ｙ に 対 す る 第 １ 圧 縮 率 ） ＜ （ 色 差 デ ー タ Ｄ ｍ １ ｃ に 対 す る 第
２ 圧 縮 率 ） 。 こ の 様 な 制 御 に よ り 、 メ モ リ ５ Ｂ の 容 量 を 削 減 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ２ ４ ７ 】
図 ４ １ は 、 本 変 形 例 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 本 装 置 は 、 第 １
色 空 間 変 換 回 路 ３ ０ に よ り 、 Ｒ 、 Ｇ 、 及 び Ｂ の （ 第 １ ） 三 原 色 デ ー タ か ら 成 る 現 画 像 デ ー
タ Ｄ ｉ １ を 輝 度 信 号 デ ー タ Ｄ ｍ １ ｙ 及 び ２ つ の 色 差 信 号 デ ー タ Ｄ ｍ １ ｃ に 変 換 し た 上 で 、
そ の 後 に 、 互 い に 同 一 又 は 互 い に 相 違 す る 第 １ 及 び 第 ２ 圧 縮 符 号 化 パ ラ メ ー タ を 有 す る 符
号 化 回 路 ４ に よ っ て 、 両 デ ー タ Ｄ ｍ １ ｙ 及 び Ｄ ｍ １ ｃ に 対 す る 第 １ 及 び 第 ２ 圧 縮 符 号 化 処
理 を 行 う こ と を 特 徴 と し て お り 、 こ の 点 で 、 図 ３ ４ に 例 示 す る 実 施 の 形 態 ４ の 装 置 と 相 違
す る 。 但 し 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ か ら 見 た 場 合 に は 、 図 ４ １ の 第 １ 色 空 間 変 換 回 路 ３ ０ 及
び 符 号 化 回 路 ４ は 、 広 義 の 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ 用 符 号 化 回 路 を 構 成 し て い る と 、 言 え る 。
【 ０ ２ ４ ８ 】
第 １ 色 空 間 変 換 回 路 ３ ０ は 、 Ｒ デ ー タ 、 Ｇ デ ー タ 、 及 び Ｂ デ ー タ の 第 １ 三 原 色 デ ー タ か ら
成 る 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ を 、 輝 度 信 号 デ ー タ Ｄ ｍ １ ｙ 及 び ２ つ の 色 差 信 号 デ ー タ Ｄ ｍ １ ｃ
に 変 換 し 、 変 換 さ れ た 第 １ 画 像 デ ー タ Ｄ ｍ １ （ 輝 度 デ ー タ Ｄ ｍ １ ｙ 及 び 色 差 デ ー タ Ｄ ｍ １
ｃ ） を 符 号 化 回 路 ４ に 送 信 す る 。
【 ０ ２ ４ ９ 】
符 号 化 回 路 ４ は 、 第 １ 画 像 デ ー タ Ｄ ｍ １ を 圧 縮 符 号 化 し て 、 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １
を メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ 及 び 第 １ 復 号 化 回 路 ６ に 送 信 す る 。 即 ち 、 圧 縮 符 号 化 パ ラ メ ー タ は
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、 （ ｉ ） 輝 度 デ ー タ Ｄ ｍ １ ｙ の 容 量 及 び 輝 度 デ ー タ Ｄ ｍ １ ｙ を 符 号 化 し て 得 ら れ る 符 号 化
輝 度 デ ー タ の 容 量 に 基 づ い て 設 定 さ れ る 第 １ 圧 縮 符 号 化 パ ラ メ ー タ と 、 （ ｉ ｉ ） 色 差 デ ー
タ Ｄ ｍ １ ｃ の 容 量 及 び 色 差 デ ー タ Ｄ ｍ １ ｃ を 符 号 化 し て 得 ら れ る 符 号 化 色 差 デ ー タ の 容 量
に 基 づ い て 設 定 さ れ る 第 ２ 圧 縮 符 号 化 パ ラ メ ー タ と か ら 成 る 。 そ し て 、 符 号 化 回 路 ４ は 、
第 １ 及 び 第 ２ 圧 縮 符 号 化 パ ラ メ ー タ の そ れ ぞ れ に 基 づ い て 、 輝 度 デ ー タ Ｄ ｍ １ ｙ 及 び 色 差
デ ー タ Ｄ ｍ １ ｃ を 符 号 化 し て 符 号 化 輝 度 デ ー タ 及 び 符 号 化 色 差 デ ー タ を 生 成 す る と 共 に 、
こ れ ら の 符 号 化 輝 度 デ ー タ 及 び 符 号 化 色 差 デ ー タ を 、 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ と し て 、 そ
の 出 力 端 よ り 出 力 す る 。
【 ０ ２ ５ ０ 】
第 １ 及 び 第 ２ 復 号 化 回 路 ６ ， ７ に よ り 復 号 化 さ れ た 第 １ 及 び 第 ２ 復 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ １
， Ｄ ｂ ０ は 、 そ れ ぞ れ 、 第 ２ 及 び 第 ３ 色 空 間 変 換 回 路 ３ １ ， ３ ２ に 送 信 さ れ る 。
【 ０ ２ ５ １ 】
第 ２ 及 び 第 ３ 色 空 間 変 換 回 路 ３ １ ， ３ ２ は 、 そ れ ぞ れ 、 輝 度 デ ー タ 及 び ２ つ の 色 差 デ ー タ
か ら 成 る 第 １ 及 び 第 ２ 復 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ １ ， Ｄ ｂ ０ を 、 Ｒ デ ー タ 、 Ｇ デ ー タ 、 及 び Ｂ
デ ー タ か ら 成 る 第 ２ 及 び 第 ３ 三 原 色 デ ー タ に 変 換 す る 。 第 ２ 及 び 第 ３ 色 空 間 変 換 回 路 ３ １
， ３ ２ に よ り 変 換 さ れ た Ｒ デ ー タ 、 Ｇ デ ー タ 、 及 び Ｂ デ ー タ か ら 成 る 第 ２ 及 び 第 ３ 画 像 デ
ー タ Ｄ ｎ １ ， Ｄ ｎ ０ は 、 補 正 デ ー タ 生 成 回 路 ５ ０ に 送 信 さ れ る 。 従 っ て 、 補 正 デ ー タ 生 成
回 路 ５ ０ 側 か ら 見 た 場 合 に は 、 第 １ 復 号 化 回 路 ６ 及 び 第 ２ 色 空 間 変 換 回 路 ３ １ が 広 義 の 補
正 デ ー タ 生 成 回 路 用 第 １ 復 号 化 回 路 を 構 成 し て お り 、 第 ２ 復 号 化 回 路 ７ 及 び 第 ３ 色 空 間 変
換 回 路 ３ ２ が 広 義 の 補 正 デ ー タ 生 成 回 路 用 第 ２ 復 号 化 回 路 を 構 成 し て い る と 、 言 え る 。 補
正 デ ー タ 生 成 回 路 ５ ０ 以 後 の 処 理 は 、 実 施 の 形 態 ４ で 記 載 し た 通 り で あ る 。
【 ０ ２ ５ ２ 】
本 変 形 例 で は 、 （ ｉ ） 実 施 の 形 態 ４ に お い て 記 載 し た 様 に 、 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １
の 容 量 が 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 容 量 の １ ／ ２ 以 下 に な る 様 に 、 符 号 化 回 路 ４ に お け る 圧 縮
符 号 化 パ ラ メ ー タ （ 第 １ 及 び 第 ２ 圧 縮 符 号 化 パ ラ メ ー タ ） を 設 定 す る こ と が 出 来 る 。 あ る
い は 、 （ ｉ ｉ ） 実 施 の 形 態 ４ の 変 形 例 １ に お い て 記 載 し た 様 に 、 符 号 化 回 路 ４ に お け る 圧
縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ の 容 量 が 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 容 量 の １ ／ ３ 以 下 に な る 様 に 、
圧 縮 符 号 化 パ ラ メ ー タ （ 第 １ 及 び 第 ２ 圧 縮 符 号 化 パ ラ メ ー タ ） を 設 定 し て も 良 い 。 あ る い
は 、 （ ｉ ｉ ｉ ） 輝 度 デ ー タ Ｄ ｍ １ ｙ に 対 す る 第 １ 圧 縮 符 号 化 パ ラ メ ー タ と ２ つ の 色 差 デ ー
タ Ｄ ｍ １ ｃ に 対 す る 第 ２ 圧 縮 符 号 化 パ ラ メ ー タ と を 、 互 い に 相 違 さ せ て も 良 い 。 更 に は 、
（ ｉ ｖ ） 当 然 の 事 な が ら 、 圧 縮 符 号 化 処 理 と し て 、 Ｆ Ｂ Ｔ Ｃ 符 号 化 以 外 の 方 法 を 用 い て も
良 い 。
【 ０ ２ ５ ３ 】
以 下 に 、 ２ つ の 色 差 デ ー タ を 処 理 す る 場 合 に つ い て 記 載 す る 。
【 ０ ２ ５ ４ 】
上 述 の 様 に 、 輝 度 デ ー タ と 比 較 し て 、 色 差 デ ー タ に 対 す る 視 覚 上 の 重 要 度 は 低 い 。 従 っ て
、 第 １ 色 空 間 変 換 回 路 ３ ０ に お い て 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ を 輝 度 デ ー タ Ｄ ｍ １ ｙ 及 び ２ つ
の 色 差 デ ー タ Ｄ ｍ １ ｃ に 変 換 し た 後 に 、 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ の 容 量 を 削 減 す る た
め に 、 符 号 化 回 路 ４ に お い て 圧 縮 符 号 化 処 理 を 行 う 前 に 色 差 デ ー タ Ｄ ｍ １ ｃ を 間 引 く こ と
も 可 能 で あ る 。 即 ち 、 符 号 化 回 路 ４ は 、 色 差 デ ー タ Ｄ ｍ １ ｃ の 第 ２ 符 号 化 処 理 を 行 う 前 の
段 階 に お い て 、 色 差 デ ー タ Ｄ ｍ １ ｃ に 対 し て の み 間 引 き 処 理 を 行 う 色 差 デ ー タ 間 引 き 処 理
部 （ 図 示 せ ず ） を 備 え て い る 。 こ こ で 、 図 ４ ２ （ Ａ ） 及 び 図 ４ ２ （ Ｂ ） は 、 間 引 き 処 理 に
つ い て 記 載 す る 図 で あ る 。
【 ０ ２ ５ ５ 】
尚 、 特 許 第 ３ ０ ４ １ ９ ５ １ 号 公 報 に 記 載 の 先 行 発 明 に お い て も 間 引 き 処 理 を 行 っ て い る 。
し か し な が ら 、 本 変 形 例 は 、 色 差 デ ー タ の み に 対 し て 間 引 き 処 理 を 行 い 、 重 要 度 の 高 い 輝
度 デ ー タ に 対 し て は 間 引 き 処 理 を 行 わ な い こ と を 特 徴 と し て お り 、 こ の 点 で 、 輝 度 デ ー タ
の 間 引 き 処 理 を 行 う 特 許 第 ３ ０ ４ １ ９ ５ １ 号 公 報 に 記 載 の 先 行 発 明 と は 、 基 本 的 に 、 そ の
依 拠 す る ア イ デ ア を 異 に す る 。
【 ０ ２ ５ ６ 】
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図 ４ ２ （ Ａ ） は 一 方 の 色 差 デ ー タ Ｄ ｍ １ ｃ の 一 部 を 示 す 図 で あ り 、 図 ４ ２ （ Ｂ ） は 、 図 ４
２ （ Ａ ） の 色 差 デ ー タ Ｄ ｍ １ ｃ に 対 し て 間 引 き 処 理 を 行 っ た 後 の デ ー タ を 示 す 図 で あ り 、
図 ４ ２ （ Ａ ） 及 び 図 ４ ２ （ Ｂ ） 中 の 数 字 は 各 画 素 が 有 す る 色 差 デ ー タ の 値 で あ る 。 図 ４ ２
（ Ａ ） 及 び 図 ４ ２ （ Ｂ ） に 示 す 様 に 、 符 号 化 回 路 ４ の 上 記 間 引 き 処 理 部 が 、 色 差 デ ー タ に
対 し て 、 水 平 方 向 ２ 画 素 か ら １ 画 素 を 、 垂 直 方 向 ２ 画 素 か ら １ 画 素 を 、 そ れ ぞ れ 間 引 く 処
理 を 行 っ た 場 合 に は 、 そ の 結 果 得 ら れ る 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ ｃ の 容 量 は 、 間 引 き
処 理 を 行 わ な い 場 合 の １ ／ ４ と な る 。
【 ０ ２ ５ ７ 】
図 ４ ２ （ Ｂ ） に 示 す 、 間 引 き 処 理 さ れ た 色 差 デ ー タ Ｄ ｍ １ ｃ に 対 し て 、 圧 縮 符 号 化 を 行 い
、 そ の 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ を 第 １ 復 号 化 回 路 ６ 及 び メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ に 出 力 す る 。 間
引 き 処 理 を 行 っ た 場 合 に は 、 間 引 か れ た 画 素 の 色 差 デ ー タ を 得 る た め に 、 第 １ 及 び 第 ２ 復
号 化 デ ー タ Ｄ ｂ ０ 、 Ｄ ｂ １ に 対 し て 補 間 を 行 う 。 即 ち 、 第 １ 及 び 第 ２ 復 号 化 回 路 ６ ， ７ は
共 に 、 符 号 化 回 路 ４ に お い て 間 引 か れ た 画 素 の 色 差 デ ー タ を 得 る た め の 補 間 処 理 を 行 う 補
間 回 路 を 備 え て い る 。
【 ０ ２ ５ ８ 】
図 ４ ３ （ Ａ ） ～ 図 ４ ３ （ Ｅ ） は 、 間 引 き 処 理 の 一 例 に つ い て 記 載 す る 図 で あ る 。 尚 、 本 変
形 例 に お い て は 、 各 画 素 に 割 当 て ら れ る 輝 度 デ ー タ の デ ー タ 容 量 は ８ ビ ッ ト で あ り 、 各 画
素 に 割 当 て ら れ る ２ つ の 色 差 デ ー タ の デ ー タ 容 量 も 各 々 ８ ビ ッ ト で あ る 。 図 ４ ３ （ Ａ ） は
、 ４ ブ ロ ッ ク 内 に 属 す る 輝 度 デ ー タ Ｄ ｍ １ ｙ の デ ー タ 容 量 を ビ ッ ト 数 で 示 す 図 で あ り 、 図
４ ３ （ Ｂ ） は 、 １ ブ ロ ッ ク 内 に 属 す る 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ ｙ の デ ー タ 容 量 を ビ ッ
ト 数 で 示 す 図 で あ る 。 又 、 図 ４ ３ （ Ｃ ） は 、 ４ ブ ロ ッ ク 内 に 属 す る 一 方 の 色 差 デ ー タ Ｄ ｍ
１ ｃ の デ ー タ 容 量 を ビ ッ ト 数 で 示 す 図 で あ り 、 図 ４ ３ （ Ｄ ） は 、 図 ４ ３ （ Ｃ ） の 色 差 デ ー
タ を 間 引 い た 後 の 色 差 デ ー タ Ｄ ｍ １ ｃ の デ ー タ 容 量 を ビ ッ ト 数 で 示 す 図 で あ り 、 図 ４ ３ （
Ｅ ） は 、 １ ブ ロ ッ ク 内 に 属 す る 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ ｃ の デ ー タ 容 量 を ビ ッ ト 数 で
示 す 図 で あ る 。 尚 、 色 差 デ ー タ は ２ つ 存 在 す る の で 、 実 際 に は 、 図 ４ ３ （ Ｃ ） か ら 図 ４ ３
（ Ｄ ） へ の 間 引 き 処 理 、 及 び 、 図 ４ ３ （ Ｄ ） か ら 図 ４ ３ （ Ｅ ） へ の 圧 縮 符 号 化 は 、 ２ つ の
色 差 デ ー タ の そ れ ぞ れ に 対 し て 行 わ れ る 。
【 ０ ２ ５ ９ 】
こ こ で は 、 Ｆ Ｂ Ｔ Ｃ 符 号 化 パ ラ メ ー タ と し て 、 輝 度 デ ー タ に 対 し て は 、 Ｂ Ｈ ＝ ４ 、 Ｂ Ｖ ＝
４ 、 Ｌ ａ ＝ ８ 、 Ｌ ｄ ＝ ８ 、 Ｑ Ｌ ＝ ４ を 設 定 し 、 ２ つ の 色 差 デ ー タ に 対 し て は 、 Ｂ Ｈ ＝ ４ 、
Ｂ Ｖ ＝ ４ 、 Ｌ ａ ＝ ８ 、 Ｌ ｄ ＝ ８ 、 Ｑ Ｌ ＝ ２ を 設 定 す る 。
【 ０ ２ ６ ０ 】
輝 度 デ ー タ に 対 し て 、 設 定 さ れ た 上 記 パ ラ メ ー タ に 基 づ き 圧 縮 符 号 化 を 行 う と 、 図 ４ ３ （
Ａ ） に 示 す 状 態 か ら 図 ４ ３ （ Ｂ ） に 示 す 状 態 が 得 ら れ る 。 即 ち 、 輝 度 デ ー タ の 容 量 は 、 ８
× （ ８ × ８ ） ＝ ５ １ ２ ビ ッ ト か ら 、 （ ８ ＋ ８ ＋ （ ２ × （ ４ × ４ ） ） ） × ４ ＝ １ ９ ２ ビ ッ ト
へ と 減 少 す る 。 つ ま り 、 輝 度 デ ー タ Ｄ ｍ １ ｙ の 容 量 ５ １ ２ ビ ッ ト が 、 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー
タ Ｄ ａ １ ｙ の 容 量 １ ９ ２ ビ ッ ト と な る 。
【 ０ ２ ６ １ 】
色 差 デ ー タ に つ い て は 、 圧 縮 符 号 化 の 前 に 、 水 平 方 向 の ２ 画 素 か ら １ 画 素 を 、 垂 直 方 向 の
２ 画 素 か ら １ 画 素 を そ れ ぞ れ 間 引 き す る 処 理 を 行 う 。 従 っ て 、 図 ４ ３ （ Ｃ ） に 示 す 状 態 か
ら 図 ４ ３ （ Ｄ ） に 示 す 状 態 が 得 ら れ る 。 こ の 間 引 き 処 理 に よ り 、 一 方 の 色 差 デ ー タ の 容 量
は 、 ８ × （ ８ × ８ ） ＝ ５ １ ２ ビ ッ ト か ら ８ × （ ４ × ４ ） ＝ １ ２ ８ ビ ッ ト へ と 減 少 す る 。
【 ０ ２ ６ ２ 】
そ の 上 で 、 設 定 さ れ た 上 記 圧 縮 符 号 化 パ ラ メ ー タ に 基 づ き 、 色 差 デ ー タ の 圧 縮 符 号 化 を 行
う 。 従 っ て 、 図 ４ ３ （ Ｄ ） に 示 す 状 態 か ら 図 ４ ３ （ Ｅ ） に 示 す 状 態 が 得 ら れ る 。 こ の 圧 縮
符 号 化 に よ り 、 一 方 の 色 差 デ ー タ の 容 量 は 、 ８ × （ ４ × ４ ） ＝ １ ２ ８ ビ ッ ト か ら ８ ＋ ８ ＋
（ １ × （ ４ × ４ ） ） ＝ ３ ２ ビ ッ ト に 減 少 す る 。 従 っ て 、 色 差 デ ー タ Ｄ ｍ １ ｃ 全 体 の 容 量 ５
１ ２ × ２ ＝ １ ０ ２ ４ ビ ッ ト が 、 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ ｃ 全 体 の 容 量 ３ ２ × ２ ＝ ６ ４
ビ ッ ト と な る 。
【 ０ ２ ６ ３ 】
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以 上 よ り 、 輝 度 デ ー タ Ｄ ｍ １ ｙ の ５ １ ２ ビ ッ ト と 色 差 デ ー タ Ｄ ｍ １ ｃ の １ ０ ２ ４ ビ ッ ト と
を 加 算 し た １ ５ ３ ６ ビ ッ ト の デ ー タ 容 量 が 、 圧 縮 符 号 化 に よ り 、 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ
ａ １ の 容 量 （ １ ９ ２ ＋ ６ ４ ＝ ） ２ ５ ６ ビ ッ ト と な る 。 即 ち 、 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １
の 容 量 は 、 画 像 デ ー タ Ｄ ｍ １ の 容 量 の 、 ２ ５ ６ ／ １ ５ ３ ６ ＝ １ ／ ６ と な る 。
【 ０ ２ ６ ４ 】
又 、 色 差 デ ー タ に 対 し て の み 、 そ の 第 ２ 符 号 化 処 理 の 前 に 、 平 滑 化 処 理 を 行 う こ と も 出 来
る 。 図 ４ ４ （ Ａ ） 及 び 図 ４ ４ （ Ｂ ） は 、 そ の 様 な 平 滑 化 処 理 を 符 号 化 回 路 ４ 内 の 平 滑 化 処
理 部 （ 図 示 せ ず ） が 行 う 場 合 を 示 す 図 で あ る 。 図 ４ ４ （ Ａ ） は 一 方 の 色 差 デ ー タ Ｄ ｍ １ ｃ
の 一 部 を 示 す 図 で あ り 、 図 ４ ４ （ Ｂ ） は 図 ４ ４ （ Ａ ） の 色 差 デ ー タ Ｄ ｍ １ ｃ を 平 滑 化 処 理
し た 後 の デ ー タ を 示 す 図 で あ る 。 こ こ で も 、 図 ４ ４ （ Ａ ） 及 び 図 ４ ４ （ Ｂ ） 中 の 数 字 は 、
各 画 素 が 有 す る 色 差 デ ー タ の 値 で あ る 。
【 ０ ２ ６ ５ 】
図 ４ ４ （ Ａ ） 及 び 図 ４ ４ （ Ｂ ） に 示 す 様 に 、 水 平 方 向 に ２ 画 素 及 び 垂 直 方 向 に ２ 画 素 を 有
す る 、 合 計 ４ 画 素 で 構 成 さ れ る ブ ロ ッ ク に お い て 、 色 差 デ ー タ の 平 滑 化 処 理 を 行 う 。 平 滑
化 処 理 を 行 う 場 合 に は 、 得 ら れ る 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ ｃ の 容 量 は 、 平 滑 化 処 理 を
行 わ な い 場 合 の 容 量 の １ ／ ４ と な る 。
【 ０ ２ ６ ６ 】
そ の 後 、 図 ４ ４ （ Ｂ ） に 示 す 平 滑 化 処 理 さ れ た 色 差 デ ー タ Ｄ ｍ １ ｃ に 対 し て 圧 縮 符 号 化 を
行 い 、 得 ら れ る デ ー タ を 第 １ 復 号 化 回 路 ６ 及 び メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ に 出 力 す る 。 圧 縮 符 号
化 処 理 は 、 間 引 き 処 理 に お い て 記 載 し た 場 合 と 同 様 と な る 。
【 ０ ２ ６ ７ 】
又 、 以 上 の 様 な 平 滑 化 処 理 を 行 う 場 合 に お い て も 、 平 滑 化 さ れ た 画 素 の 色 差 デ ー タ を 得 る
た め に 、 第 １ 及 び 第 ２ 復 号 化 回 路 ６ ， ７ か ら 出 力 さ れ る 第 １ 及 び 第 ２ 復 号 化 デ ー タ Ｄ ｂ １
， Ｄ ｂ ０ に 対 す る 補 間 処 理 が 必 要 と な る 。 従 っ て 、 第 １ 及 び 第 ２ 復 号 化 回 路 ６ ， ７ は 、 そ
の た め の 補 間 回 路 （ 図 示 せ ず ） を 有 す る 。
【 ０ ２ ６ ８ 】
こ こ で は 、 一 例 と し て 、 図 ４ ３ （ Ａ ） 乃 至 図 ４ ３ （ Ｅ ） に 示 す 様 な 、 Ｆ Ｂ Ｔ Ｃ 符 号 化 パ ラ
メ ー タ を 用 い た Ｆ Ｂ Ｔ Ｃ 符 号 化 で 符 号 化 回 路 ４ を 構 成 す る 場 合 に つ い て 示 し て い る が 、 本
変 形 例 は こ の 様 な パ ラ メ ー タ 値 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 即 ち 、 Ｆ Ｂ Ｔ Ｃ 符 号 化 パ ラ メ
ー タ を 任 意 の 組 み 合 わ せ で 以 っ て 構 成 し て も 良 い 。 又 、 当 然 の 事 な が ら 、 圧 縮 符 号 化 処 理
と し て 、 Ｆ Ｂ Ｔ Ｃ 符 号 化 以 外 の 方 法 を 用 い て も 良 い 。
【 ０ ２ ６ ９ 】
＜ 本 変 形 例 の 利 点 ＞
以 上 の 通 り 、 本 変 形 例 は 、 輝 度 デ ー タ に お け る 情 報 の 損 失 を 防 止 し つ つ 、 色 差 デ ー タ の み
に 対 し て 間 引 き 処 理 を 、 あ る い は 平 滑 化 処 理 を 行 う の で 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ を １ フ レ ー
ム 期 間 だ け 遅 延 す る た め に 必 要 な メ モ リ ５ Ｂ の 容 量 を 大 幅 に 削 減 す る こ と が 出 来 る と 共 に
、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ と メ モ リ ５ Ｂ と の 間 に お け る 転 送 速 度 を 上 げ る 必 要 性 も 無 い の で 、
回 路 規 模 を 縮 小 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ２ ７ ０ 】
加 え て 、 符 号 化 回 路 ４ に お い て 、 圧 縮 符 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ａ １ の 容 量 を 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ
１ の 容 量 に 比 べ て 、 大 幅 に 圧 縮 す る の で 、 画 像 デ ー タ 処 理 部 ３ が １ フ レ ー ム 分 の 現 画 像 デ
ー タ Ｄ ｉ １ 全 て を 受 信 ・ 入 力 す る の に 要 す る 時 間 Ｔ １ に 対 し て 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ と メ
モ リ ５ Ｂ と の 間 で デ ー タ を 転 送 す る 時 間 Ｔ ２ が 遅 れ る こ と は 無 く 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ と
メ モ リ ５ Ｂ と の 間 の デ ー タ 転 送 ビ ッ ト 数 Ｎ ２ を 、 入 力 デ ー タ の 転 送 ビ ッ ト 数 Ｎ １ よ り も 少
な い ビ ッ ト 数 に 設 定 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ２ ７ １ 】
更 に 、 入 力 画 像 が １ 画 素 当 り ２ ４ ビ ッ ト の 画 像 デ ー タ の 場 合 に は 、 １ 画 素 分 の 現 画 像 デ ー
タ Ｄ ｉ １ が 受 信 さ れ る 時 間 内 に 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ か ら メ モ リ ５ Ｂ に 出 力 さ れ る デ ー タ
量 と 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ が メ モ リ ５ Ｂ か ら 読 み 出 す デ ー タ 量 と の 合 計 は 、 ４ ８ × （ １ ／
６ ） ＝ ８ ビ ッ ト と な る の で 、 メ モ リ 制 御 回 路 ５ Ａ と メ モ リ ５ Ｂ と を 結 ぶ バ ス に 、 ８ ビ ッ ト
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幅 の バ ス を 使 用 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ２ ７ ２ 】
（ 実 施 の 形 態 ４ の 変 形 例 ３ ）
実 施 の 形 態 ４ 、 並 び に 、 そ の 変 形 例 １ 及 び ２ に お い て 展 開 さ れ た 技 術 的 思 想 を 、 既 述 し た
実 施 の 形 態 １ 、 実 施 の 形 態 ２ 及 び そ の 全 変 形 例 、 並 び に 、 実 施 の 形 態 ３ 及 び そ の 全 変 形 例
に 適 用 し て も 良 い 。
【 ０ ２ ７ ３ 】
そ の 様 な 一 例 と し て 、 図 ３ ４ に 例 示 さ れ る 実 施 の 形 態 ４ の 特 徴 を 、 図 ２ ３ に 例 示 さ れ る 実
施 の 形 態 ３ に 適 用 し て 得 ら れ る 装 置 を 、 図 ４ ５ の ブ ロ ッ ク 図 に 示 す 。 こ の 場 合 に は 、 実 施
の 形 態 ３ の 利 点 に 加 え て 、 既 述 し た 実 施 の 形 態 ４ の 利 点 も ま た 重 畳 的 に 得 ら れ る 。
【 ０ ２ ７ ４ 】
（ 付 記 ）
以 上 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 詳 細 に 開 示 し 記 述 し た が 、 以 上 の 記 述 は 本 発 明 の 適 用 可 能 な
局 面 を 例 示 し た も の で あ っ て 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 即 ち 、 記 述 し た
局 面 に 対 す る 様 々 な 修 正 や 変 形 例 を 、 こ の 発 明 の 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と の 無 い 範 囲 内 で 考
え る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ２ ７ ５ 】
例 え ば 、 図 １ 等 の 図 面 に お い て 例 示 し た 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 あ る い は 画 像 デ ー タ 処 理 部 は
、 集 積 回 路 と し て 構 成 さ れ て い て も 良 い し 、 更 に は 、 ソ フ ト ウ ェ ア 処 理 対 応 の マ イ ク ロ コ
ン ピ ュ ー タ ユ ニ ッ ト の 一 機 能 部 と し て 構 成 さ れ て い て も 良 い 。 後 者 の 一 例 の 場 合 に は 、 図
１ 等 の 図 面 に 例 示 さ れ た 画 像 デ ー タ 処 理 部 内 の 各 回 路 は 、 当 該 回 路 が 呈 す る 機 能 を 奏 す る
機 能 部 と し て 実 現 さ れ る 。
【 ０ ２ ７ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 画 像 デ ー タ の 時 間 的 な 変 化 に 応 じ て 液 晶 の 応 答 速 度 が 速 く な る 様 に 画 像
デ ー タ を 補 正 す る と 共 に 、 周 囲 温 度 に 応 じ て 液 晶 の 応 答 速 度 が 適 切 に な る 様 に 画 像 デ ー タ
の 補 正 量 を 制 御 す る の で 、 周 囲 温 度 が 変 化 し た 場 合 で あ っ て も 液 晶 の 応 答 速 度 を 適 切 に 制
御 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ２ ７ ７ 】
加 え て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 画 像 デ ー タ の 時 間 的 な 変 化 を 検 出 す る 際 に 、 一 旦 画 像 デ ー タ を
圧 縮 し た 上 で 、 第 １ 復 号 化 画 像 及 び 第 ２ 復 号 化 画 像 に 基 づ い て 輝 度 値 の 変 化 量 を 算 出 し 、
算 出 さ れ た 変 化 量 デ ー タ と 現 画 像 デ ー タ と か ら １ フ レ ー ム 前 の 画 像 を 再 生 し 、 現 画 像 と 再
生 さ れ た １ フ レ ー ム 前 の 画 像 と か ら 現 画 像 の 輝 度 値 を 補 正 す る の で 、 現 画 像 の １ フ レ ー ム
前 の 画 像 を 出 力 す る た め の 遅 延 回 路 内 の 記 憶 容 量 を 格 段 に 削 減 す る こ と が 出 来 る と 共 に 、
画 質 の 劣 化 を 抑 え る こ と も 出 来 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 実 施 の 形 態 １ に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 の 形 態 １ に 係 る 画 像 デ ー タ 処 理 回 路 に お け る 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ
る 。
【 図 ３ 】 実 施 の 形 態 １ に 係 る 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 の 形 態 １ に 係 る Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 が 保 有 す る デ ー タ 構 造 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 画 像 デ ー タ の 輝 度 が 変 化 す る 場 合 に お け る 液 晶 の 応 答 速 度 の 一 例 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ６ 】 画 像 デ ー タ の 輝 度 変 化 が 無 い 場 合 に お け る 液 晶 の 応 答 速 度 の 一 例 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ７ 】 液 晶 の 応 答 速 度 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 補 正 量 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 画 像 デ ー タ の 輝 度 が 変 化 す る 場 合 に お け る 液 晶 の 応 答 速 度 の 一 例 を 示 す 図 で あ
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る 。
【 図 １ １ 】 液 晶 の 応 答 速 度 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 補 正 量 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 補 正 候 補 現 画 像 デ ー タ の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 現 画 像 デ ー タ 、 補 正 現 画 像 デ ー タ 及 び 表 示 輝 度 間 の 関 係 を 模 式 的 に 示 す タ イ ミ
ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ５ 】 符 号 化 及 び 復 号 化 処 理 に よ り 生 じ 得 る 誤 差 が １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ に 与
え る 影 響 の 有 無 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 実 施 の 形 態 １ に 係 る 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 の 別 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る
。
【 図 １ ７ 】 実 施 の 形 態 １ に 係 る 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 の 更 に 別 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で
あ る 。
【 図 １ ８ 】 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 実 施 の 形 態 ２ の 変 形 例 １ に 係 る 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 被 削 減 化 Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 が 保 有 す る デ ー タ 構 造 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 補 間 回 路 の 動 作 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 実 施 の 形 態 ２ の 変 形 例 ２ に 係 る 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 実 施 の 形 態 ３ に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 実 施 の 形 態 ３ に 係 る 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 実 施 の 形 態 ３ に 係 る Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 が 保 有 す る デ ー タ 構 造 を 模 式 的 に 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ２ ６ 】 補 正 現 画 像 デ ー タ の 一 例 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 実 施 の 形 態 ３ に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に 関 し て 、 符 号 化 及 び 復 号 化 処 理 に よ り 生 じ
得 る 誤 差 が １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ に 与 え る 影 響 の 有 無 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 実 施 の 形 態 ３ の 変 形 例 １ に 係 る 画 像 デ ー タ 処 理 回 路 に お け る 動 作 を 示 す フ ロ ー
チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ ９ 】 実 施 の 形 態 ３ の 変 形 例 １ に 係 る 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。
【 図 ３ ０ 】 実 施 の 形 態 ３ の 変 形 例 １ に 係 る 被 削 減 化 Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 が 保 有 す る デ ー タ 構 造
を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ １ 】 実 施 の 形 態 ３ の 変 形 例 １ に 係 る 補 間 回 路 の 動 作 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ ２ 】 実 施 の 形 態 ３ の 変 形 例 ２ に 係 る 画 像 デ ー タ 処 理 回 路 に お け る 動 作 を 示 す フ ロ ー
チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ ３ 】 実 施 の 形 態 ３ の 変 形 例 ２ に 係 る 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。
【 図 ３ ４ 】 実 施 の 形 態 ４ に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ ５ 】 実 施 の 形 態 ４ に 係 る 画 像 デ ー タ 処 理 回 路 に お け る 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で
あ る 。
【 図 ３ ６ 】 実 施 の 形 態 ４ に 係 る 補 正 デ ー タ 生 成 回 路 が 有 す る Ｌ Ｕ Ｔ を 模 式 的 に 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ３ ７ 】 実 施 の 形 態 ４ に お け る 圧 縮 符 号 化 処 理 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ ８ 】 実 施 の 形 態 ４ に お け る 圧 縮 符 号 化 処 理 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ ９ 】 実 施 の 形 態 ４ に お け る 圧 縮 符 号 化 処 理 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ ０ 】 実 施 の 形 態 ４ の 変 形 例 １ に お け る 圧 縮 符 号 化 処 理 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ １ 】 実 施 の 形 態 ４ の 変 形 例 ２ に 係 る 液 晶 表 示 装 置 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ ２ 】 実 施 の 形 態 ４ の 変 形 例 ２ に お け る 間 引 き 処 理 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ ３ 】 実 施 の 形 態 ４ の 変 形 例 ２ に お け る 間 引 き 処 理 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ ４ 】 実 施 の 形 態 ４ の 変 形 例 ２ に お け る 平 滑 化 処 理 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ４ ５ 】 実 施 の 形 態 ４ の 変 形 例 ３ に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ ６ 】 先 行 文 献 に お け る 間 引 き 処 理 の 問 題 点 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 入 力 端 子 、 ２ 　 受 信 回 路 、 ３ 　 画 像 デ ー タ 処 理 部 、 ４ 　 符 号 化 回 路 、 ５ 　 遅 延 回 路 、
６ 　 第 １ 復 号 化 回 路 、 ７ 　 第 ２ 復 号 化 回 路 、 ８ 　 変 化 量 算 出 回 路 、 ９ １ フ レ ー ム 前 画 像 再
生 回 路 、 １ ０ 　 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 、 １ １ 　 液 晶 表 示 パ ネ ル 、 １ ２ 　 温 度 制 御 部 、 １ ３ 　
第 １ ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 保 有 回 路 、 １ ４ 　 第 ２ ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 保 有 回 路 、 １ ５ 　
補 正 量 制 御 回 路 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】
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【 図 ２ ２ 】 【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】

(56) JP 2004-163842 A 2004.6.10



【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】

【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】

【 図 ３ ２ 】
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【 図 ３ ３ 】 【 図 ３ ４ 】

【 図 ３ ５ 】

【 図 ３ ６ 】

【 図 ３ ７ 】
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【 図 ３ ８ 】 【 図 ３ ９ 】

【 図 ４ ０ 】 【 図 ４ １ 】
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【 図 ４ ２ 】 【 図 ４ ３ 】

【 図 ４ ４ 】 【 図 ４ ５ 】
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【 図 ４ ６ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 5月 16日 (2003.5.16)
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
液 晶 に 印 加 さ れ る 電 圧 に 対 応 す る 画 像 の 各 画 素 の 階 調 値 を 表 す 画 像 デ ー タ を 、 前 記 各 画 素
に お け る 階 調 値 の 時 間 的 な 変 化 に 基 づ い て 補 正 し て 出 力 す る 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 で あ っ て
、
現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ を 符 号 化 す る こ と に よ り 当 該 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ に 対 応 す る
符 号 化 画 像 デ ー タ を 出 力 す る 符 号 化 回 路 と 、
前 記 符 号 化 回 路 に よ り 出 力 さ れ る 符 号 化 画 像 デ ー タ を 復 号 化 し て 前 記 現 フ レ ー ム の 画 像 デ
ー タ に 対 応 す る 第 １ 復 号 化 画 像 デ ー タ を 出 力 す る 第 １ 復 号 化 回 路 と 、
前 記 符 号 化 回 路 に よ り 出 力 さ れ る 符 号 化 画 像 デ ー タ を １ フ レ ー ム に 相 当 す る 期 間 遅 延 す る
こ と に よ り 、 前 記 現 フ レ ー ム の １ フ レ ー ム 前 の 画 像 デ ー タ に 対 応 す る 符 号 化 画 像 デ ー タ を
出 力 す る 遅 延 回 路 と 、
前 記 遅 延 回 路 に よ り 出 力 さ れ る 符 号 化 画 像 デ ー タ を 復 号 化 し て 前 記 現 フ レ ー ム の １ フ レ ー
ム 前 の 画 像 デ ー タ に 対 応 す る 第 ２ 復 号 化 画 像 デ ー タ を 出 力 す る 第 ２ 復 号 化 回 路 と 、
前 記 第 １ 復 号 化 画 像 デ ー タ 及 び 前 記 第 ２ 復 号 化 画 像 デ ー タ に 基 づ い て 、 前 記 現 フ レ ー ム と
当 該 現 フ レ ー ム の １ フ レ ー ム 前 の 画 像 と の 間 に お け る 階 調 値 の 変 化 量 を 算 出 す る 変 化 量 算
出 回 路 と 、
前 記 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ 及 び 前 記 変 化 量 に 基 づ い て 、 前 記 現 フ レ ー ム の １ フ レ ー ム 前
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の 画 像 デ ー タ に 対 応 す る １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ を 再 生 す る 画 像 再 生 回 路 と 、
前 記 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ 、 お よ び 前 記 １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ に 基 づ い て 、 前 記
現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ を 補 正 す る 補 正 回 路 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 画 像 デ ー タ 処 理
装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
補 正 回 路 は 、 補 正 さ れ た 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ を 格 納 し た ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル を 備 え
、 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ 、 お よ び １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ に 基 づ い て 、 前 記 ル ッ ク
ア ッ プ テ ー ブ ル か ら 補 正 さ れ た 画 像 デ ー タ を 読 み 出 す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
画 像 デ ー タ 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
補 正 回 路 は 、 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ お よ び １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ の う ち い ず れ か
一 方 ま た は 両 方 の 量 子 化 ビ ッ ト 数 を 削 減 す る こ と に よ り 、 ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た 現 フ レ ー ム
の 画 像 デ ー タ お よ び ／ ま た は ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ を 出 力 す る
デ ー タ 変 換 回 路 を 備 え 、
前 記 ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ お よ び 前 記 ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た １ フ レ ー
ム 前 再 生 画 像 デ ー タ 、 前 記 ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ お よ び 前 記 １ フ レ
ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ 、 ま た は 前 記 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ お よ び 前 記 ビ ッ ト 数 変 換 さ れ
た １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ に 基 づ い て 、 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル か ら 補 正 さ れ た 画 像 デ
ー タ を 読 み 出 す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ と 、 １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ と の 差 分 に 基 づ い て 、 ル ッ ク ア
ッ プ テ ー ブ ル か ら 読 み 出 さ れ る 画 像 デ ー タ の 階 調 値 を 制 限 す る 制 限 回 路 を さ ら に 備 え た こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
補 正 回 路 は 、 液 晶 ま た は 当 該 液 晶 近 傍 の 温 度 に 基 づ い て 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ の 補 正 量
を 制 限 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
補 正 回 路 は 、 異 な る 補 正 量 に お い て 補 正 さ れ た 前 記 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ を 格 納 し た 複
数 の ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル を 備 え 、
前 記 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ 、 お よ び 前 記 １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ 、 な ら び に 液 晶 ま
た は 当 該 液 晶 近 傍 の 温 度 に 基 づ い て 、 前 記 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル の い ず れ か か ら 補 正 さ れ
た 前 記 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ を 読 み 出 す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 画 像 デ ー タ
処 理 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
液 晶 に 印 加 さ れ る 電 圧 に 対 応 す る 画 像 の 各 画 素 の 階 調 値 を 表 す 画 像 デ ー タ を 、 階 調 値 の 時
間 的 な 変 化 に 基 づ い て 補 正 し て 出 力 す る 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 で あ っ て 、
現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ を 所 定 の 圧 縮 率 に お い て 符 号 化 す る こ と に よ り 、 当 該 現 フ レ ー ム
の 画 像 デ ー タ に 対 応 す る 符 号 化 画 像 デ ー タ を 出 力 す る 符 号 化 回 路 と 、
前 記 符 号 化 回 路 に よ り 出 力 さ れ る 前 記 符 号 化 画 像 デ ー タ を 復 号 化 す る こ と に よ り 前 記 現 フ
レ ー ム の 画 像 デ ー タ に 対 応 す る 第 １ 復 号 化 画 像 デ ー タ を 出 力 す る 第 １ 復 号 化 回 路 と 、
前 記 符 号 化 回 路 に よ り 出 力 さ れ る 前 記 符 号 化 画 像 デ ー タ を メ モ リ に 書 き 込 み 、 １ フ レ ー ム
に 相 当 す る 期 間 遅 延 し て 読 み 出 す メ モ リ 制 御 回 路 と 、
前 記 メ モ リ 制 御 回 路 に よ り 読 み 出 さ れ る 前 記 符 号 化 画 像 デ ー タ を 復 号 化 す る こ と に よ り 、
前 記 現 フ レ ー ム の １ フ レ ー ム 前 の 画 像 デ ー タ に 対 応 す る 第 ２ 復 号 化 画 像 デ ー タ を 出 力 す る
第 ２ 復 号 化 回 路 と 、
前 記 第 １ 復 号 化 画 像 デ ー タ 、 お よ び 前 記 第 ２ 復 号 化 画 像 デ ー タ に 基 づ い て 、 前 記 現 フ レ ー
ム の 画 像 デ ー タ を 補 正 す る 補 正 回 路 と を 備 え 、
前 記 符 号 化 回 路 は 、 前 記 メ モ リ 制 御 回 路 が 前 記 メ モ リ に 対 し て 前 記 符 号 化 画 像 デ ー タ の 書
き 込 み お よ び 読 み 出 し を １ フ レ ー ム 期 間 内 に 行 う こ と が 可 能 と な る よ う 前 記 現 フ レ ー ム の
画 像 デ ー タ の 圧 縮 率 を 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 。
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【 請 求 項 ８ 】
画 像 デ ー タ 補 正 回 路 は 、 液 晶 が 、 略 １ フ レ ー ム 期 間 以 内 に 、 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ に よ
り 定 め ら れ る 所 定 の 階 調 値 に 対 応 す る 透 過 率 と な る よ う 前 記 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ を 補
正 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
液 晶 に 印 加 さ れ る 電 圧 に 対 応 す る 画 像 の 各 画 素 の 階 調 値 を 表 す 画 像 デ ー タ を 、 前 記 各 画 素
に お け る 階 調 値 の 時 間 的 な 変 化 に 基 づ い て 補 正 す る 画 像 デ ー タ 処 理 方 法 で あ っ て 、
現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ を 符 号 化 す る こ と に よ り 当 該 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ に 対 応 す る
符 号 化 画 像 デ ー タ を 生 成 し 、
前 記 符 号 化 画 像 デ ー タ を 復 号 化 す る こ と に よ り 得 ら れ る 前 記 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ に 対
応 す る 第 １ 復 号 化 画 像 デ ー タ 、 お よ び
前 記 符 号 化 画 像 デ ー タ を １ フ レ ー ム に 相 当 す る 期 間 遅 延 し て 復 号 化 す る こ と に よ り 得 ら れ
る 前 記 現 フ レ ー ム の １ フ レ ー ム 前 の 画 像 デ ー タ に 対 応 す る 第 ２ 復 号 化 画 像 デ ー タ に 基 づ い
て 、 前 記 現 フ レ ー ム と 当 該 現 フ レ ー ム の １ フ レ ー ム 前 の 画 像 と の 間 に お け る 階 調 値 の 変 化
量 を 算 出 し 、
算 出 さ れ た 前 記 変 化 量 、 お よ び 前 記 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ に 基 づ い て 、 前 記 現 フ レ ー ム
の １ フ レ ー ム 前 の 画 像 デ ー タ に 対 応 す る １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ を 再 生 し 、
再 生 さ れ た 前 記 １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 と 、 前 記 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ に 基 づ い て 、 前 記
現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ を 補 正 す る こ と を 特 徴 と す る 画 像 デ ー タ 処 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
補 正 さ れ た 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ を 予 め 格 納 し 、 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ 、 お よ び １ フ
レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ に 基 づ い て 、 前 記 画 像 デ ー タ を 読 み 出 す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
９ に 記 載 の 画 像 デ ー タ 処 理 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ お よ び １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ の う ち い ず れ か 一 方 ま た は 両
方 の 量 子 化 ビ ッ ト 数 を 削 減 す る こ と に よ り 、 ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ
お よ び ／ ま た は ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ を 出 力 し 、
前 記 ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ お よ び 前 記 ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た １ フ レ ー
ム 前 再 生 画 像 デ ー タ 、 前 記 ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ お よ び 前 記 １ フ レ
ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ 、 ま た は 前 記 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ お よ び 前 記 ビ ッ ト 数 変 換 さ れ
た １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ に 基 づ い て 、 補 正 さ れ た 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ を 読 み 出
す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 画 像 デ ー タ 処 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ と 、 １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ と の 差 分 に 基 づ い て 、 読 み 出 さ
れ た 画 像 デ ー タ の 階 調 値 を 制 限 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 画 像 デ ー タ 処 理
方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
液 晶 ま た は 当 該 液 晶 近 傍 の 温 度 に 基 づ い て 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ の 補 正 量 を 制 限 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 画 像 デ ー タ 処 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
異 な る 補 正 量 に お い て 補 正 さ れ た 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ を 予 め 複 数 格 納 し 、
前 記 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ 、 お よ び １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ 、 な ら び に 液 晶 ま た は
当 該 液 晶 近 傍 の 温 度 に 基 づ い て 、 補 正 さ れ た 前 記 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ を 読 み 出 す こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 画 像 デ ー タ 処 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
液 晶 に 印 加 さ れ る 電 圧 に 対 応 す る 画 像 の 各 画 素 の 階 調 値 を 表 す 画 像 デ ー タ を 、 階 調 値 の 時
間 的 な 変 化 に 基 づ い て 補 正 し て 出 力 す る 画 像 デ ー タ 処 理 方 法 で あ っ て 、
現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ を 所 定 の 圧 縮 率 に お い て 符 号 化 す る こ と に よ り 、 当 該 現 フ レ ー ム
の 画 像 デ ー タ に 対 応 す る 符 号 化 画 像 デ ー タ を 生 成 し 、
前 記 符 号 化 画 像 デ ー タ を 復 号 化 す る こ と に よ り 得 ら れ る 前 記 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ に 対
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応 す る 第 １ 復 号 化 画 像 デ ー タ 、 お よ び
前 記 符 号 化 画 像 デ ー タ を メ モ リ 手 段 に 書 き 込 み 、 １ フ レ ー ム に 相 当 す る 期 間 遅 延 し て か ら
復 号 化 す る こ と に よ り 得 ら れ る 前 記 現 フ レ ー ム の １ フ レ ー ム 前 の 画 像 デ ー タ に 対 応 す る 第
２ 復 号 化 画 像 デ ー タ に 基 づ い て 、 前 記 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ を 補 正 し 、
前 記 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ の 圧 縮 率 は 、 前 記 メ モ リ 手 段 に 対 し て 前 記 符 号 化 画 像 デ ー タ
の 書 き 込 み お よ び 読 み 出 し を １ フ レ ー ム 期 間 内 に 行 う こ と が 可 能 と な る よ う 設 定 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 画 像 デ ー タ 処 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ は 、 液 晶 が 、 略 １ フ レ ー ム 期 間 以 内 に 、 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ
に よ り 定 め ら れ る 所 定 の 階 調 値 に 対 応 す る 透 過 率 と な る よ う 補 正 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ９ ～ １ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 画 像 デ ー タ 処 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
請 求 項 １ 乃 至 ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 画 像 デ ー タ 処 理 回 路 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 液
晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 に よ る 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 は 、 液 晶 に 印 加 さ れ る 電 圧 に 対 応 す る 画 像 の 各 画 素 の 階
調 値 を 表 す 画 像 デ ー タ を 、 前 記 各 画 素 に お け る 階 調 値 の 時 間 的 な 変 化 に 基 づ い て 補 正 し て
出 力 す る 画 像 デ ー タ 処 理 装 置 で あ っ て 、
現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ を 符 号 化 す る こ と に よ り 当 該 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ に 対 応 す る
符 号 化 画 像 デ ー タ を 出 力 す る 符 号 化 回 路 と 、
前 記 符 号 化 回 路 に よ り 出 力 さ れ る 符 号 化 画 像 デ ー タ を 復 号 化 し て 前 記 現 フ レ ー ム の 画 像 デ
ー タ に 対 応 す る 第 １ 復 号 化 画 像 デ ー タ を 出 力 す る 第 １ 復 号 化 回 路 と 、
前 記 符 号 化 回 路 に よ り 出 力 さ れ る 符 号 化 画 像 デ ー タ を １ フ レ ー ム に 相 当 す る 期 間 遅 延 す る
こ と に よ り 、 前 記 現 フ レ ー ム の １ フ レ ー ム 前 の 画 像 デ ー タ に 対 応 す る 符 号 化 画 像 デ ー タ を
出 力 す る 遅 延 回 路 と 、
前 記 遅 延 回 路 に よ り 出 力 さ れ る 符 号 化 画 像 デ ー タ を 復 号 化 し て 前 記 現 フ レ ー ム の １ フ レ ー
ム 前 の 画 像 デ ー タ に 対 応 す る 第 ２ 復 号 化 画 像 デ ー タ を 出 力 す る 第 ２ 復 号 化 回 路 と 、
前 記 第 １ 復 号 化 画 像 デ ー タ 及 び 前 記 第 ２ 復 号 化 画 像 デ ー タ に 基 づ い て 、 前 記 現 フ レ ー ム と
当 該 現 フ レ ー ム の １ フ レ ー ム 前 の 画 像 と の 間 に お け る 階 調 値 の 変 化 量 を 算 出 す る 変 化 量 算
出 回 路 と 、
前 記 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ 及 び 前 記 変 化 量 に 基 づ い て 、 前 記 現 フ レ ー ム の １ フ レ ー ム 前
の 画 像 デ ー タ に 対 応 す る １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ を 再 生 す る 画 像 再 生 回 路 と 、
前 記 現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ 、 お よ び 前 記 １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ に 基 づ い て 、 前 記
現 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ を 補 正 す る 補 正 回 路 と を 備 え た も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 輝 度 （ 第 １ 輝 度 ） を ８ ビ ッ ト （ ０ ～ ２ ５ ５ ） の 情 報 量 と し て 表 す 場
合 を 考 え る 。 こ の と き 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ ＝ １ ２ ７ の 場 合 に は 、 当 該 輝 度 値 に 対 応 す る
液 晶 の 透 過 率 は ５ ０ ％ で あ る 。 こ の 様 な 透 過 率 ５ ０ ％ を 実 現 し 得 る 印 加 電 圧 を 電 圧 Ｖ ５ ０
と す る 。 同 様 に 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ ＝ １ ９ １ の 場 合 に は 、 当 該 輝 度 値 に 対 応 す る 液 晶 の
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透 過 率 は ７ ５ ％ で あ り 、 こ の 様 な 透 過 率 ７ ５ ％ を 実 現 し 得 る 印 加 電 圧 を 電 圧 Ｖ ７ ５ と す る
。 こ こ で 、 図 ５ は 、 透 過 率 ０ ％ の 液 晶 に 対 し て 上 記 電 圧 Ｖ ５ ０ ， Ｖ ７ ５ を 印 加 し た 場 合 の
、 液 晶 の 応 答 速 度 を 示 す 。 図 ５ に 示 す 様 に 、 電 圧 Ｖ ５ ０ 及 び 電 圧 Ｖ ７ ５ の 何 れ の 場 合 に も
、 液 晶 の 透 過 率 が 所 定 の 透 過 率 （ ５ ０ ％ 及 び ７ ５ ％ ） に 到 達 す る に は 、 １ フ レ ー ム 期 間 よ
り も 長 い 応 答 時 間 を 要 す る 。 従 っ て 、 入 力 動 画 面 中 の あ る 画 素 の 画 像 デ ー タ の 輝 度 値 が １
フ レ ー ム 期 間 経 過 後 に （ 時 間 的 に ） 変 化 す る 場 合 に は 、 「 １ フ レ ー ム 期 間 経 過 時 点 に お け
る 、 当 該 画 素 に 対 応 す る 表 示 画 素 を 成 す 液 晶 部 分 の 透 過 率 」 が 、 「 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ が
与 え る 第 １ 輝 度 値 に 対 応 す る 所 望 の 透 過 率 」 と な る 様 な 電 圧 を 、 当 該 液 晶 部 分 に 印 加 す る
こ と に よ り 、 液 晶 の 応 答 速 度 を 向 上 さ せ る こ と が 出 来 る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
図 ７ は 、 液 晶 の 応 答 速 度 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 ７ に お い て 、 ｘ 軸 は 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ
１ の 値 （ 現 画 像 に お け る 輝 度 値 ） を 、 ｙ 軸 は 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ か ら 見 て １ フ レ ー ム 前 の
画 像 デ ー タ Ｄ ｉ ０ の 値 （ １ フ レ ー ム 前 の 画 像 に お け る 輝 度 値 ） を 、 ｚ 軸 は 、 液 晶 が １ フ レ
ー ム 前 の 輝 度 値 に 対 応 す る 透 過 率 か ら 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 輝 度 値 に 対 応 す る 透 過 率 を 有
す る ま で に 要 す る 応 答 時 間 を 、 各 々 示 し て い る 。 こ こ で 、 画 像 の 輝 度 値 が ８ ビ ッ ト で 与 え
ら れ る 場 合 に は 、 現 画 像 に お け る 輝 度 値 、 及 び 、 １ フ レ ー ム 前 の 画 像 に お け る 輝 度 値 の 組
み 合 わ せ は ２ ５ ６ × ２ ５ ６ 通 り 存 在 す る の で 、 液 晶 の 応 答 速 度 の 値 も ２ ５ ６ × ２ ５ ６ 通 り
存 在 す る 。 但 し 、 図 ７ で は 、 図 示 の 都 合 上 、 輝 度 値 の 組 み 合 わ せ に 対 応 す る 応 答 速 度 を ８
× ８ 通 り の 数 に 簡 略 化 し て い る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
図 ８ は 、 液 晶 の 透 過 率 が １ フ レ ー ム 期 間 経 過 時 点 に お い て 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 輝 度 値 に
対 応 す る 透 過 率 と な る た め に 必 要 な 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 補 正 量 （ 輝 度 補 正 量 ： ８ ビ ッ ト
値 ） を 示 し て い る 。 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ の 輝 度 値 が ８ ビ ッ ト で 与 え ら れ る 場 合 、 現 画 像 の
輝 度 値 及 び １ フ レ ー ム 前 の 画 像 に お け る 輝 度 値 の 組 み 合 わ せ に 対 応 し て 、 補 正 量 は ２ ５ ６
× ２ ５ ６ 通 り の 数 だ け 存 在 す る 。 但 し 、 こ こ で も 、 図 示 の 都 合 上 、 図 ８ は 、 ８ × ８ 通 り に
簡 略 化 さ れ た 補 正 量 を 示 し て い る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
図 ７ に 示 す 様 に 、 液 晶 の 応 答 速 度 は 、 現 画 像 に お け る 輝 度 値 及 び １ フ レ ー ム 前 の 画 像 に お
け る 輝 度 値 の 組 合 せ 毎 に 異 な り 、 し か も 、 液 晶 の 材 料 及 び 駆 動 電 極 の 形 状 等 に も 依 存 す る
の で 、 輝 度 値 の 変 化 に 応 じ て 液 晶 の 応 答 速 度 を 速 め る た め に 必 要 な 画 像 デ ー タ の 補 正 量 を
簡 単 な 計 算 式 に よ っ て 求 め る こ と は 出 来 な い 。 し か し な が ら 、 そ の 様 な 計 算 式 を 定 立 す る
こ と 自 体 は 困 難 で あ る も の の 、 図 ９ に 示 す 様 な 補 正 画 像 デ ー タ を 作 成 す る こ と は 出 来 る 。
即 ち 、 各 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ に 、 図 ８ に 示 す ２ ５ ６ × ２ ５ ６ 通 り の 補 正 量 を 、 １ フ レ ー ム
前 の 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ ０ の 各 輝 度 値 に 対 応 さ せ な が ら 加 算 し て い く こ と で 、 図 ９ の 補 正 画 像
デ ー タ Ｄ ｊ ２ が 得 ら れ る 。 そ こ で 、 図 １ の 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ に お い て 用 い ら れ て い る 液
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晶 に つ い て 、 あ る 温 度 （ 第 １ 温 度 Ｔ １ ） 下 に お い て 実 際 に 得 ら れ る 図 ８ の デ ー タ を 用 い て
上 記 の 様 な 加 算 処 理 を 実 際 に 逐 一 実 行 し て い く こ と に よ り 得 ら れ た 、 図 ９ に 相 当 の 補 正 画
像 デ ー タ Ｄ ｊ ２ を 、 ２ ５ ６ × ２ ５ ６ 個 の 第 １ 候 補 値 デ ー タ と し て 、 図 ３ の 第 １ Ｌ Ｕ Ｔ 保 有
回 路 １ ３ に 格 納 す る 。 そ の 際 、 第 １ 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｊ ２ は 、 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ が 表 示
可 能 な 輝 度 範 囲 を 超 え な い 様 に 設 定 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ３ 】
こ こ で 、 図 １ ０ 乃 至 図 １ ３ は 、 図 ５ 、 図 ７ 乃 至 図 ９ に 示 し た 液 晶 の 応 答 速 度 、 補 正 量 、 及
び 補 正 画 像 デ ー タ に お け る 第 １ 温 度 （ Ｔ １ ） と は 異 な る 第 ２ 温 度 （ Ｔ ２ ） 下 に お け る 、 応
答 速 度 、 補 正 量 、 及 び 補 正 画 像 デ ー タ の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ ０ 中 、 電 圧 Ｖ ５ ０ 及 び
電 圧 Ｖ ７ ５ は そ れ ぞ れ 図 ５ に 示 す 電 圧 Ｖ ５ ０ ， Ｖ ７ ５ に 相 当 し て お り 、 参 考 と し て 描 か れ
て い る 。 図 １ ０ に 示 す 様 に 、 第 １ 温 度 （ Ｔ １ ） よ り も 高 い 第 ２ 温 度 （ Ｔ ２ ） に お い て は 、
液 晶 の 応 答 速 度 は 第 １ 温 度 （ Ｔ １ ） の と き の そ れ よ り も 速 く な る の で 、 目 標 透 過 率 ５ ０ ％
を １ フ レ ー ム 期 間 経 過 時 点 に お い て 達 成 す る た め に 必 要 な 印 加 電 圧 は 、 電 圧 Ｖ ７ ５ ａ よ り
も 小 さ く 且 つ 電 圧 Ｖ ５ ０ ａ よ り も 大 き な 値 に 設 定 さ れ る 。 尚 、 図 １ ０ 乃 至 図 １ ３ の 各 図 は
周 囲 温 度 が 異 な る 以 外 は 図 ５ 、 図 ７ 乃 至 図 ９ の 各 図 と 同 様 の 内 容 を 有 す る の で 、 そ れ ら の
図 面 の 詳 細 な 説 明 は 割 愛 す る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ １ 】
又 、 図 １ ５ （ Ｇ ） は 、 図 １ ５ （ Ｆ ） 及 び 図 １ ５ （ Ｃ ） に 示 す 両 復 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ １ 及
び Ｄ ｂ ０ に 基 づ い て 生 成 さ れ る 変 化 量 デ ー タ Ｄ ｖ １ の 値 を 示 し て お り 、 図 １ ５ （ Ｈ ） は 、
図 １ の １ フ レ ー ム 前 画 像 再 生 回 路 ９ か ら 画 像 デ ー タ 補 正 回 路 １ ０ に 出 力 さ れ る 、 再 生 さ れ
た １ フ レ ー ム 前 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ の 値 を 示 し て い る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ５ 】
又 、 補 正 量 制 御 回 路 １ ８ は 、 減 算 回 路 １ ７ の 出 力 端 に 接 続 さ れ た 第 １ 入 力 端 と 、 温 度 制 御
部 １ ２ の 出 力 端 に 接 続 さ れ た 第 ２ 入 力 端 と 、 出 力 端 と を 有 す る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ １ ３ 】
図 ２ ０ は 、 図 １ ９ に 示 す 被 削 減 化 Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 ２ ２ が 有 す る Ｌ Ｕ Ｔ の 構 成 を 模 式 的 に 示
す 図 で あ る 。 こ こ で は 、 ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ １ 及 び ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た
１ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ ０ は 、 共 に ３ ビ ッ ト の デ ー タ で あ り 、 ０ ～ ７ の 範 囲 内 の
値 を 採 り 得 る 。 図 ２ ０ に 示 す 様 に 、 被 削 減 化 Ｌ Ｕ Ｔ は 、 ２ 次 元 に 配 列 さ れ る ９ × ９ 個 の 候
補 値 デ ー タ か ら 成 り 、 被 削 減 化 Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 ２ ２ は 、 ３ ビ ッ ト の 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ １ の
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輝 度 値 、 及 び 、 ３ ビ ッ ト の １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ ０ の 輝 度 値 に 対 応 す る ア ド レ
ス に 格 納 さ れ て い る 補 正 画 像 デ ー タ ｄ ｔ （ Ｄ ｅ １ ， Ｄ ｅ ０ ） を 第 １ 候 補 値 を 与 え る 第 １ 補
正 画 像 デ ー タ Ｄ ｆ １ と し て 出 力 し 、 更 に 、 第 １ 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｆ １ に 隣 接 す る ３ つ の 補
正 画 像 デ ー タ ｄ ｔ （ Ｄ ｅ １ ＋ １ ， Ｄ ｅ ０ ） ， ｄ ｔ （ Ｄ ｅ １ ， Ｄ ｅ ０ ＋ １ ） ， ｄ ｔ （ Ｄ ｅ １
＋ １ ， Ｄ ｅ ０ ＋ １ ） を 、 そ れ ぞ れ 第 ２ 、 第 ３ 及 び 第 ４ 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｆ ２ ， Ｄ ｆ ３ ， Ｄ
ｆ ４ と し て 、 出 力 す る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ６ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ６ ９ 】
図 ３ ０ は 、 図 ２ ９ の 被 削 減 化 Ｌ Ｕ Ｔ 保 有 回 路 ２ ２ Ｄ が 有 す る ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル の 構 成
を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。 こ の 一 例 で は 、 ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ １ 及 び ビ
ッ ト 数 変 換 さ れ た １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ ０ は 、 共 に ３ ビ ッ ト デ ー タ で あ り 、 ０
～ ７ の 範 囲 内 の 値 を と る 。 図 ３ ０ に 示 す 様 に 、 当 該 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル は 、 ２ 次 元 に 配
列 さ れ る ９ × ９ 個 の デ ー タ を 有 し て お り 、 共 に ３ ビ ッ ト に ビ ッ ト 数 変 換 さ れ た 、 現 画 像 デ
ー タ Ｄ ｅ １ 及 び １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｅ ０ の 両 値 に 対 応 す る 補 正 画 像 デ ー タ ｄ ｔ
（ Ｄ ｅ １ ， Ｄ ｅ ０ ） を 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｆ １ と し て 出 力 す る 。 更 に 、 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ
ル は 、 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｆ １ に 隣 接 す る ３ つ の 補 正 画 像 デ ー タ ｄ ｔ （ Ｄ ｅ １ ＋ １ ， Ｄ ｅ ０
） 、 ｄ ｔ （ Ｄ ｅ １ ， Ｄ ｅ ０ ＋ １ ） 、 ｄ ｔ （ Ｄ ｅ １ ＋ １ ， Ｄ ｅ ０ ＋ １ ） を 、 そ れ ぞ れ 補 正 画
像 デ ー タ Ｄ ｆ ２ 、 Ｄ ｆ ３ 、 Ｄ ｆ ４ と し て 出 力 す る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ７ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ７ ０ 】
補 間 回 路 ２ ３ は 、 第 １ 及 び 第 ２ 補 間 係 数 ｋ １ 、 ｋ ０ 並 び に 第 １ ～ 第 ４ 補 正 画 像 デ ー タ Ｄ ｆ
１ ～ Ｄ ｆ ４ を 用 い て 、 既 述 し た 式 （ １ ） （ 但 し 、 式 （ １ ） の 左 辺 の Ｄ ｊ ５ を Ｄ ｈ １ に 置 換
す る こ と ） で 与 え ら れ る 補 間 処 理 を 実 行 す る こ と に よ り 、 補 間 さ れ た 補 間 画 像 デ ー タ Ｄ ｈ
１ を 算 出 す る 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ８ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ８ ３ 】
現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ と １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ と の 差 が 少 な い 場 合 に お い て も
、 上 記 回 路 ２ ４ は 、 補 間 回 路 ２ ３ が 出 力 す る 補 間 画 像 デ ー タ Ｄ ｈ １ の 代 わ り に 、 現 画 像 デ
ー タ Ｄ ｉ １ 自 体 を 制 限 画 像 デ ー タ Ｄ ｇ １ と し て 出 力 す る か 、 あ る い は 、 補 正 量 が 少 な く な
る 様 に 補 間 画 像 デ ー タ Ｄ ｈ １ を 制 限 す る こ と と し て も 良 い 。 よ り 具 体 的 に は 、 補 正 デ ー タ
制 限 回 路 ２ ４ が 、 現 画 像 デ ー タ Ｄ ｉ １ と １ フ レ ー ム 前 再 生 画 像 デ ー タ Ｄ ｐ ０ と の 差 分 の 絶
対 値 が 予 め 決 め ら れ た 値 Ｓ ｈ よ り も 小 さ い と 判 断 し た 場 合 に は 、 同 回 路 ２ ４ は 、 以 下 の 式
（ ８ ） 及 び 式 （ ９ ） で 与 え ら れ る 演 算 処 理 を 実 行 す る こ と に よ り 、 補 間 画 像 デ ー タ Ｄ ｈ １
を 適 切 な 値 に 制 限 す る こ と が 出 来 る 。
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ２ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ２ ０ ６ 】
こ こ で 、 図 ３ ６ は 、 補 正 デ ー タ 生 成 回 路 ５ ０ の 入 出 力 デ ー タ を 示 す 図 で あ り 、 第 １ 及 び 第
２ 復 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ １ ， Ｄ ｂ ０ が 共 に ８ ビ ッ ト （ ２ ５ ６ 階 調 ） の 画 素 デ ー タ で あ る 場
合 の ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル デ ー タ を 示 し て い る 。 図 ３ ６ の 一 例 に お い て は 、 補 正 デ ー タ 生
成 回 路 ５ ０ は 、 第 １ 及 び 第 ２ 復 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ １ ， Ｄ ｂ ０ の そ れ ぞ れ に お け る 画 素 デ
ー タ の 各 階 調 （ ０ ～ ２ ５ ５ ） に 対 応 す る ２ ５ ６ × ２ ５ ６ 個 の 補 正 デ ー タ を 有 す る 、 ２ 次 元
配 列 の ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル と し て 構 成 さ れ る 。 従 っ て 、 補 正 デ ー タ 生 成 回 路 ５ ０ は 、 両
復 号 化 画 像 デ ー タ Ｄ ｂ ０ ， Ｄ ｂ １ の 組 合 せ に 基 づ い て 、 対 応 す る 補 正 デ ー タ Ｄ ｃ ＝ ｄ ｔ （
Ｄ ｂ １ ， Ｄ ｂ ０ ） を 出 力 す る 。
【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 １ ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(69) JP 2004-163842 A 2004.6.10



フロントページの続き

(51)Int.Cl.7                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６３１Ｖ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６３２Ａ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４１Ｃ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４１Ｒ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４２Ｐ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６６０Ｗ          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０４Ｎ   5/66    １０２Ｚ          　　　　　

(72)発明者  山川　正樹
            東京都千代田区丸の内二丁目２番３号　三菱電機株式会社内
(72)発明者  小田　恭一郎
            東京都千代田区丸の内二丁目２番３号　三菱電機株式会社内
Ｆターム(参考) 2H093 NA06  NC29  NC41  NC57  NC58  ND32 
　　　　 　　  5C006 AA01  AA16  AA22  AF01  AF06  AF13  AF19  AF44  AF45  AF46 
　　　　 　　        AF51  AF52  AF53  AF61  AF71  AF83  BC03  BC12  BC20  BF02 
　　　　 　　        BF14  BF24  EA01  FA14  FA29  FA56  GA03 
　　　　 　　  5C058 AA05  BA01  BA05  BA35  BB01  BB12  BB21 
　　　　 　　  5C080 AA10  BB05  CC03  DD04  DD08  EE19  EE29  JJ02  JJ05  JJ07 

(70) JP 2004-163842 A 2004.6.10



专利名称(译) 图像数据处理装置，图像数据处理方法和液晶显示装置

公开(公告)号 JP2004163842A 公开(公告)日 2004-06-10

申请号 JP2002365375 申请日 2002-12-17

[标]申请(专利权)人(译) 三菱电机株式会社

申请(专利权)人(译) 三菱电机株式会社

[标]发明人 染谷潤
奥田悟崇
山川正樹
小田恭一郎

发明人 染谷 潤
奥田 悟崇
山川 正樹
小田 恭一郎

IPC分类号 G02F1/133 G09G3/20 G09G3/36 H04N5/66

CPC分类号 G09G3/3611 G09G2320/0252 G09G2320/0261 G09G2320/0285 G09G2320/103 G09G2340/02 
G09G2340/16

FI分类号 G09G3/36 G02F1/133.570 G02F1/133.580 G09G3/20.612.U G09G3/20.621.F G09G3/20.631.V G09G3
/20.632.A G09G3/20.641.C G09G3/20.641.R G09G3/20.642.P G09G3/20.660.W H04N5/66.102.Z 
G09G3/20.632.B

F-TERM分类号 2H093/NA06 2H093/NC29 2H093/NC41 2H093/NC57 2H093/NC58 2H093/ND32 5C006/AA01 5C006
/AA16 5C006/AA22 5C006/AF01 5C006/AF06 5C006/AF13 5C006/AF19 5C006/AF44 5C006/AF45 
5C006/AF46 5C006/AF51 5C006/AF52 5C006/AF53 5C006/AF61 5C006/AF71 5C006/AF83 5C006
/BC03 5C006/BC12 5C006/BC20 5C006/BF02 5C006/BF14 5C006/BF24 5C006/EA01 5C006/FA14 
5C006/FA29 5C006/FA56 5C006/GA03 5C058/AA05 5C058/BA01 5C058/BA05 5C058/BA35 5C058
/BB01 5C058/BB12 5C058/BB21 5C080/AA10 5C080/BB05 5C080/CC03 5C080/DD04 5C080/DD08 
5C080/EE19 5C080/EE29 5C080/JJ02 5C080/JJ05 5C080/JJ07 2H193/ZB42 2H193/ZE01 2H193
/ZH17 2H193/ZH18 2H193/ZH21

优先权 2002174325 2002-06-14 JP
2002280954 2002-09-26 JP
2002258684 2002-09-04 JP

其他公开文献 JP3673257B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

能够在不增加图像数据处理单元的存储容量和引起图像质量下降的情况下，响应于运动画面的亮度变化和环境温度的变化而精确地
控制液晶的响应速度的液晶显示装置。 提供。 电路4对作为光栅数据接收的像素的当前图像数据Di1进行编码，电路5在一个帧周期
内存储编码图像数据Da1，同时，电路1根据数据Da1的输入存储像素的编码图像数据Da1。 输出帧之前的图像数据Da0。 电路6和
7对数据Da1和Da0进行解码，电路8计算解码数据Db1和Db0的变化量数据Dv1，并且电路9在一帧之前再现再现的图像数据Dp0。 
电路10基于温度控制器12的控制信号TP1以及图像数据Di1和Dp0两者来生成校正后的当前图像数据Dj1。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/d24e1bf5-67c0-4490-b609-2f05291d7116
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/029740949/publication/JP2004163842A?q=JP2004163842A



